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１




「おーい、乃の菜な！　海が見えてきたぞ！」

　六月中旬のとある晴れた平日。

　僕こと朝あさ井い秀しゆう侑ゆと楠木くすのき乃菜はというと、江の島へデートをしにきていた。

　乃菜と恋人として付き合うようになったのは、一ヶ月以上前の出来事だ。

　当時は同じクラスで、同じ委員会に属していただけという希薄な関係性。

　教室で言葉を交わすことはなく、司書番になったときだけ図書室で軽口を叩たたき合うような間柄だった。

　それがふと口にした冗談をきっかけとして僕は叶かなわない片かた想おもいを諦めるために、乃菜は孤独感を癒すため、お互いに好き合ってもいないのに付き合うという一風変わった恋人関係を結ぶに至った。

　誰かと付き合ったことなんてなかったし、ましてや相手は今まで異性として意識していなかった女子ときた。

　当然、初めから上う手まくいくわけもなく、付き合ってすぐの頃は距離感に戸惑ってばかりだったし、気を利かせられないこともたくさんあった。

　それでもって乃菜の過去にまつわる問題もあり、一度は関係を解消する窮地にまで陥ったが、なんだかんだ創立記念日で学校が休みの日にこうして二人で江の島に遊びに来ているくらいだから、今の恋人関係は上手くいっているのだろう。

　デートという未いまだに慣れない状況と前面に広がる海景色に少し浮かれた心持ちでいると、後ろからくぐもった声が聞こえてくる。

「……ちょっと待って」

　言葉を放ったのは、当の恋人である楠木乃菜であった。

　悪い目つきと、それにそぐわない澄んだ夜の色の瞳。病弱な印象まで受けるほどの白い肌。薄く、淡い色の唇。

　短く切り揃そろえられた黒い髪は汗によって、頰に張り付いていた。

　息を切らした彼女は膝に手を当てながら、こちらを睨にらんでくる。

「歩くの速すぎ。ほんとあり得ないんだけど……」

　前言撤回。あんまり上手くいっていなかったかもしれない。

　現在、僕と乃菜は江の島の奥に続く石段を歩いていた。

　飲食店やお土産店が並ぶ参道を通って、神社や展望台を越えた先にある岩場は、一面が太平洋に面した絶景スポットである。

　しかし、そこに行くには高低差のある島を上って下りなければならず、道中の長い階段によって、既に乃菜の体力ゲージは尽きかけていた。

「少しはこっちのペースに合わせてくれてもいいんじゃない？」

「だいぶ合わせて歩いたつもりなんだけど……。というか、乃菜の歩くペースが遅すぎるんじゃない？　何回立ち止まって、休憩したと思ってるんだ？」

「だって、こんなに階段があるんだよ？　疲れるに決まってるじゃん。もう一生分の階段は歩いてるって」

　一生分の階段は盛りすぎている気がするが、乃菜が不満を言いたくなる気持ちも理解できる。

　かく言う僕も、足にはかなりの疲労が溜たまっていた。

　歩いた距離自体はそこまでないんだろうけど、何よりも階段の連続が辛つらい。

　石段はでこぼこしているせいで変な筋肉を使うし、段差も急だ。一段の幅だって均一じゃない。

　駅や学校の階段を同じ段数上るより、何倍も辛かった。

　一応、行きの上り道にはエスカーという有料エスカレーターが用意されていたのだが、「エスカレーターくらいでお金使うのもあれだし、階段で上ろうよ」という乃菜の意見を採用してしまったのだ。

　後悔先に立たず。結果的に僕らは痛い目を見る羽目になった。

「僕も体力がある方じゃないから疲れるのはわかるけど、乃菜の場合それにしてもじゃない？　体力なさすぎでしょ」

「当たり前じゃん。部活やったことなくて、中学のときは引きこもりだったんだよ？　体力があった方が怖いでしょ」

「そんな自信満々に言われても……」

　息を切らしながらなんてことのないように言う彼女に多少の戸惑いを覚える。

　乃菜は中学時代、不登校を経験していた。

　高校に入学した彼女は、その事実がクラスメイトに知れ渡ることを恐れ、他人と過度に距離を取るようになった。

　僕らが一度恋人関係を解消してしまったのも、その秘密が表に出たことが影響していたのだが、現在の乃菜からは不穏な空気は感じなかった。

　というか、自虐ネタとして扱っている節まである。

　既に知られているから隠してもしょうがないって吹っ切れているだけなんだろうけど、少しは僕のことを信頼して素の自分をさらけ出しているのもしれないと思うと、嬉うれしい気持ちが湧いてくる。

「それにこの前の体育祭での惨劇忘れたの？」

「ああ、あのクラスをざわつかせた徒競走な」

　実は先週、僕らが通う谷や津つヶが咲さき高校では体育祭があった。

　そこで乃菜の見せた光景は、筆舌に尽くしがたいほど衝撃的なものだった。

　乃菜に割り振られた競技は二百メートル走だったのだが、一位の人より二倍以上遅いタイムでゴールをするという、体育祭では普通見かけないような偉業を成し遂げていた。

　しかも、本人としては本気で走っていたようで、走り終えた後はまるで持久走をしてたかのように死にかけていた。

　普段はクラスで声をかけない僕も、あのときばかりは労ねぎらいの言葉をかけてしまったくらいだ。

　乃菜が走っている姿を見ていたクラスメイトも、彼女を心配する声や、そもそもなんで徒競走に立候補したのかなど、多種多様なざわつきを見せていた。

「っていうか、体力がないんだったら、わざわざ二百メートル走なんて選ばなきゃよかったじゃん。運動が苦手な女子たちはみんな、大縄跳びみたいな団体種目選んでなかった？」

「考えてもみて。運動が苦手な私が大縄跳びなんてやった日には、引っかかりまくって、周りの空気が最悪になるから。現に去年の体育祭の大縄跳びグループでは『また引っかかったの、楠木さんか……』みたいな無言の圧力を感じたし……」

「そんな悲しい過去があったのか……」

「だったら、誰もやりたがらなくて、得点も低い個人種目で参加種目のノルマをやり過ごす方がマシじゃない？」

　あの二百メートル走も乃菜なりに考えての結果というわけか。

　正直、大縄跳びを引っかからないように練習する方が手っ取り早いと思うのだが、後ろ向きに考えることに関しては、僕にも引けを取らない彼女のことだ。

　僕でも思いつかないような、凄すさまじい妥協案を編み出していた。

　まあ、そういうところが気が合う場所であり、好感が持てるところでもあるんだけど。

「体育祭なんてただの学校行事なんだから、難しいこと考えないで、もう少し楽しんでやればいいのに」

「学校行事を楽しむなんて、キラキラした人がやることでしょ？」

「そうか？」

「じーっ……」

「なんで睨まれてるの!?」

「秀侑くんってよく私と同類ぶってるけど、時々発言がキラキラした人のそれだよね」

「なわけないでしょ」

「無自覚なんだ……。言っておくけど、そういうファッションで根暗ぶる人が本物の暗い人に一番嫌われるんだから。やめた方がいいよ」

「ガチな指摘、やめてくれない？」

　本物の暗い人に言われると説得力のある指摘だった。

　もしかして僕って、実は彼女に嫌われてる？

「そもそもの話、人生はつまるところ妥協だなんて捻ひねくれたこと言う人が、キラキラしているか？」

　人生はつまるところ妥協であるというのは、僕が常日頃から胸に抱いている信条だ。

　夢や理想を追って不幸になるくらいなら、幸せになれる第二希望以下の人生を歩むべきだという、姉を巡る家庭環境の崩壊によってもたらされた生き様。

　詩うた音ねという片想いの相手がいるにもかかわらず、妥協して乃菜と付き合ったのも、そんな思想が関係していた。

「それはそうかも」

「だろ？」

「でも、キラキラしていない人は体育祭で盛り上がる種目筆頭の借り物競走なんてやらないと思う」

　確かに僕の体育祭の参加種目は、借り物競走だったけれど……。

　それは今の席の隣の男子が、クラスの中心にいるような奴やつで、そいつの無茶ぶりに巻き込まれて立候補させられただけだ。

　自ら進んでやったわけではなく、ノリに従っただけである。

　まあ、そんな言い訳を口にすれば、「ノリとかいう言葉を使う時点で、キラキラした人のそれじゃん」みたいに言われてしまいそうだけど。

「話をして少し休憩もしたことだろうし、そろそろ歩き始めない？」

　現在、僕と乃菜が立ち止まっているのは石段の途中の、踏み面が広くなっただけのスペースである。

　ここで立ち止まっているのも他の通行人の邪魔になるし、歩かなければいつまで経たっても目的の岩場には到着しない。

　それにまだ乃菜は考える余裕がないだろうが、帰り道もあるのだ。

　行きで階段を上って下りた分だけ、帰りでは下りて上らなければならない。

　エスカーは島の往路分しかなく、復路では使うことができないため、お金を払えば楽をできるというわけでもなかった。

「そんなこと言われても、まだ疲れてるんだけど」

「そうなの？　というか疲れてるのそれのせいじゃない？」

　乃菜の右手にかけられているのは大きなビニール袋だ。

　江の島に上陸してすぐのところにある店で買ったお土産である。

　お土産なんて帰りに買えばいいのに、乃の菜なは「もしかしたら、夕方になったら売り切れちゃうかも……」と心配して、早めに買い出したのだ。

　テレビとかで取り上げられてよっぽど話題にならない限り、お土産が売り切れることなんてまずあり得ない。旅行慣れしてなさすぎる。

　しかも、その買ったお土産が白字で『江の島』と大きく描かれた黒いＴシャツなのだから、頭を抱えたくもなる。

　何な故ぜ数あるお土産の中からそれを選んだかが謎だし、そんなＴシャツを買っても、せいぜい着られるのは家の中くらいである。

　まず、そのデザインのＴシャツは売り切れない……。

　僕としても、こんなに島の奥に続く道が長いと思っていなかったので、乃菜のお土産購入を強くは止めなかったという非はある。

　ここは手を差し伸べてもいいかもしれない。

「ほら、持ってあげるから。袋、こっちに渡しなよ」

「そう言って、お土産、盗とる気なんじゃない？」

「奪うか。そんなＴシャツ」

「そんなって？」

　思わず本音が出てしまった。鋭い視線が向けられる。

　咳せき払ばらいをした後、勢いで誤魔化すことにする。

「とにかく、こっちに寄よ越こしなよ」

「いいよ。自分で持つから」

「だから、奪ったりしないって」

「秀しゆう侑ゆくんがそんなことしないことくらい知ってるから。冗談だし……」

「わかりにくい冗談を言うな。真に受けるだろ」

　人間不信の塊みたいな乃菜のことだ。本気で言っていても全然違和感はなかった。

　せめて冗談を言うときは、それとわかるような明るい表情を浮かべてほしい。じゃないと気づけないから。

「じゃあ、どうして袋渡してくれないんだ？」

「だって、私が買ったものじゃん。それを持たせるって悪くない？」

　乃菜は身を縮めながら、伏し目がちに言う。

　なんだ。そんなこと気にしているのか。

　普段は人に散々辛辣な言葉を放っておいて、どうでもいいところで遠慮してくる。よくわからない奴だ。

　本当に僕のことを思っているなら、日頃から優しい対応を心掛けてほしい。

　乃菜の忌き憚たんのない物言いに時々傷ついているんだからな。
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「気にしないでいいのに。困っているときくらい頼ればいいじゃん。付き合っているんだから」

「でも……」

「もしかして彼氏として、そんなに頼りない？」

「そういうわけじゃないけど。……やっぱりいいや」

「なんでそうなる？」

「付き合ったからには、やっぱり一方的に迷惑はかけたくないし……。その代わりと言ってはあれだけど――」

　乃菜は歯切れの悪い喋しやべり方かたをしながら、お土産の入ったビニール袋を右手から左手に持ち替える。

　そして、空いた右手をそろりと出してきた。

「手、繫つないでくれない？　そうしたら、もうちょっと歩くの頑張れるかも……」

　そんなことが代わりになるのか。思わず吹き出してしまいそうになる。

　乃菜と手を繫ぐのは初めてのことじゃない。学校に来なくなった彼女を呼び戻すために家に押しかけたとき以来である。

　初めて手を繫いでから、十日ちょっと。

　デートの計画を立てていたときから、今日こそは再び手を繫げるんじゃないかと期待していたのも事実であった。

「なら、はい」

　そう答えて、乃菜の手を握る。

　強く握ったら折れてしまいそうな細い指の感触が、指の間に広がっていく。

　まだ二回目なのに、収まるところに収まったかのような安心感。

　何度も思い起こされた感触が自分の左手に戻ってきた。そんな感慨に胸が温かくなる。

「じゃあ、行こうか」

「うん」

　そうして、僕らは海の景色が広がる小こ路みちを歩いていったのであった。




２




「いやぁー、ついに次の時間だね」

　乃菜と江の島に行った翌日の五限目と六限目の授業間の休み時間。

　僕はクラスメイトの奈な良ら岡おか詩音とともに真ま島しま隆りゆう一いちの席へと集まっていた。

　僕と二人は中学からの知り合い。

　さらに言うなら、詩音と隆一は家が隣の幼おさな馴な染じみという関係であった。

　共にいる時間が長ければ仲が良いのも当たり前。

　僕にとって二人は親友とも言える存在だった。

　こうして休み時間に集まるのも、二年に上がって三人が同じクラスになってからは毎日のことであったが、今回の会合はいつもとは少し違う意味合いがあった。

「予定通り、次の東京散策の班はこの三人でいこうね！」

　詩音が僕と隆一に向かって、ぱっと晴れるような声をかける。

　揺れる二つ結びの淡いブロンドの髪。海と空を混ぜ合わせたような水色の瞳。すっとした目鼻立ち。煌きらめく白い肌。

　そんな今生のものとは思えない麗しい見た目の彼女に目を奪われてしまう。

「もちろん、言われるまでもなく」

　まごつかないように気を払いながら返事を口にする。

　東京散策とは谷や津つヶが咲さき高校の二年次の夏休み前にある学校行事である。

　名目上は修学旅行の予行練習として、クラスメイトの中で自由に班を組んで日帰りで東京に遠足に行くというものだ。

　修学旅行の練習ってなんだよって気もするが、学校行事として既に存在しているものは仕方ない。あるものはあるものとして受け入れるほかなかった。

　まあ生徒としても授業が減って校外学習が増える分には嬉うれしい。

　遠足という非日常感もあって、持久走大会なんかとは違って歓迎されている学校行事であった。

　次のホームルームの授業では東京散策の班決めが予定されている。

　班決めの時間とあるものの、既に教室の中で班は決まっているようなものだった。

　基本的に生徒たちは事前に仲の良い友達と同じ班になることを約束している。

　約束さえしていれば班にあぶれる恐れもないし、希望通りの友達と班員になれるという安心感も得られる。

　事前に班員の取り決めをしてない生徒なんて、クラスにはいないんじゃないかと思えるほど、周囲からは班員が決まっている前提での話が聞こえていた。

　僕ら三人も例に漏れず、同じ班になろうという取り決めをしているわけだ。

「学校行事でこの三人で同じグループになるってのも、なかなか珍しいよね」

「中学一年以来、三人で同じクラスになることがなかったからな。いつも一緒にいるせいで全然珍しい気がしないけど」

　詩うた音ねの発言に、少し寝癖がかかった髪を搔かきながら隆一が返す。

　相変わらず目つきが悪いが睨にらんでいるわけじゃない。これが彼の平常モードであった。

「だよねー。だから楽しみ」

　詩音は太陽のような眩まばゆい笑みを浮かべている。

　僕としても二人と学校行事をともにできるのは楽しみであった。

　ホームルームが始まる合図のチャイムが鳴る。

　僕と詩音は隆一に別れを告げ、自分の席へと戻ることにした。

　教室の前の扉が開き、担任の教師が入ってくる。

　プリントが挟まれたバインダーを教卓の上に置くと、東京散策についての説明が始まった。

　まずは今回の校外学習の意義について触れ、次に羽目を外し過ぎないようにとの釘くぎ刺し。そして、日程や回るコースの決まりについて話していく。

　五分ほど経った後、話はやっと班決めのルールについて触れられていった。

　ここら辺の説明は聞き流している生徒がほとんどだ。既に班は決まっているようなものなので、誰しもが教師の話が終わるのを待ち望んでいた。

　班員は同じクラスの者としか組めないこと、男女の比率の制限はないこと、人数は四人から六人なこと、途中で班を分裂させたり合体させることは禁止など、どうでもいい情報の説明が続き――。

　おい、ちょっと待て。今、なんて言った？　聞き捨てならない情報が紛れ込んでこなかったか？

　班員が四人から六人？　そんな話知らなかったぞ？

　慌てて二人に視線を向ける。

　詩音はこちらと同じく寝耳に水だったようで、僕と隆一を交互に見渡している。

　隆一はそもそも話を聞いていなかったみたいで、窓の外をじーっと見つめたままだった。

　教師の話が終わって、班決めタイムになると、早速詩音が手招きをする。

　僕と隆一はそれに従って、彼女の下に集まった。

「聞いた？　さっきの話」

「なんだ？　さっきの話って？」

「東京散策の班が四人からってことだよ！」

「おお、そうなのか。……って、三人で回ることが無理ってことか!?」

　隆一はようやく問題に気がついたようで、危機感を声に滲にじませる。

「どうする？　どうするよ？　隆りゆうくん」

「どうするって言われてもな……」

　隆一は教室を見回して呟つぶやく。

　既にクラスメイトはそれぞれのグループに分かれて、楽しそうに談笑を始めている。

　僕たちのようにメンバーが足りなくて焦っている生徒は見られなかった。

「一応聞くけど、三人で同じグループになろうって発案したの、詩うただよな？」

「そうだね」

「で、他のみんなはどうやら人数制限のルールは知っていたみたいで、四人以上で組んでいるよな」

「うん、そうっぽいね」

「その責任はどう取るつもりなんだ？」

「うわーん！　隆くんがパワハラしてくるよー！」

　詩音は瞼まぶたを擦こする真ま似ねをしながら、僕の肩に手を置いてくる。

　想おもい人びとから突然のボディータッチ。思わず心臓が跳ねてしまう。

　乃の菜なという恋人がいるにもかかわらず、他の異性に反応してしまうのはどうなのだろうかと思ったが、詩音への恋心が忘れられていないのだから仕方ない。

　そう簡単にこの片想いが諦められたら、好き合ってもいない異性同士で妥協して付き合うなんていう異質な交際関係は築いていない。

　このまま肩に乗る感触を味わっていたい気持ちもあったが、黙っていては不自然だ。

　心臓の鼓動が速くなっているのを感じながら、なんとかして口を開く。

「隆一、ナイスパワハラ！」

「うわーん！　秀しゆうくんまで敵だったよー！」

　しまった。つい心の声が漏れ出てしまった。

　薄情なこちらの発言に、詩音の手が離れてしまう。

　そのままピシッと人差し指をこちらに向けて言った。

「っていうか、わたしだけ責められるの、おかしいと思う！　二人も何も言わなかったってことは、知らなかったってことだよね？」

「……」

「……」

「なんで二人とも黙るの!?」

　完全な正論だったため何も言えずにいた。

　どうやら僕らは三人とも間抜けだったらしい。

「まあ、それは置いておいて、班をどうするか考えるのが最優先だよな」

「最初に責任追及してきたの、隆くんだったと思うんだけど……」

　恨めしげな視線を隆一は華麗にスルーしていく。

「とは言っても、他のグループと合流するしかなさそうだけど……」

「だね。せっかくの機会だもん。別々のグループなんて嫌だし」

「そうなると、どこと合流するかだよな」

「あっ！　じゃあ、みなちゃんのグループはどう？」

　みなちゃんとは、詩音が一番仲良くしているクラスメイトの女子友達だ。

　去年今年と二年連続同じクラスで、同じ女子バスケットボール部に所属しており、非常に良好な関係を築いているらしい。

　僕らといないときは、詩音は大抵みなちゃんを含めた女バスの面子メンツと一緒に行動していた。

「……駄目っぽい。もうみなちゃん、四人班組んでるや」

　どうやらみなちゃんとやらは、女バスと女バレの生徒の混合班を作っているようだった。

　既にほとんど班はできちゃっている状態だしな。

　今から三人以下のグループを見つけるのは難しいように思えた。

　基本的に女子同士、男子同士の班が多く、クラスのイケてるグループの面々は男女混合班を組んでいたが、それも男女三人ずつといった感じだ。

　僕らのように、男子二、女子一といった変則的な組み合わせは見当たらなかった。

「隆くん、誰か組めそうな人いる？」

「あんまり知り合い多いタイプじゃないしな。そういうのなら、秀しゆう侑ゆに訊きいた方がいいんじゃないか？」

「秀くん、誰か一緒に組みたい人いる？」

「できればかわいい女の子希望で」

「うんうん、わたしもかわいい女の子の方が……って、そういう話じゃないよ！」

　確かに話したことのあるクラスメイトの数なら隆一よりは多いかもしれないが、僕は広く浅くタイプなのだ。

　急に班に入れてと言って、素直に受け入れてくれそうな間柄の友達はいなかった。

　というわけで、真面目に取り合わず、ふざけていく方向性にした。

「まず、なんでかわいい女の子なんだ？　一緒に行動するなら、気の合う男子の方が良くないか？」

　隆りゆう一いちからの疑問に、僕はわざとらしく舌を鳴らして、わかってないなぁというジェスチャーを付け加える。

「何、馬鹿なこと言っているんだ？　見てみろ、榊さかきの班を。男女三三だぞ？　もうあれ合コンだろ。絶対男女で仲良くなる目的だろ。羨ましくないか？」

「そうとは限らないだろ。普通に仲が良い人同士で組んだだけかもしれないし。というか、お前合コンしたかったのか？」

「えっ、合コンって全男子高校生の夢じゃないの？」

「お前は全国の男子高校生に謝れ」

　正確に言うと、合コンで女の子とお近づきになりたいというより、合コンという未知の文化に興味があるといった方が本音だったが、硬派な隆一にはその辺りのニュアンスは通じなかったらしい。

　きっと、同じような考えを持っている男子、僕だけじゃないと思うんだけどな……。

「ふっふっふっ、わたしいい案思いついちゃったよ」

「どうしたんだ、詩？　急に変な笑い声あげて」

「班の人数が足りないという問題と、秀くんのかわいい女の子が欲しいという希望の両方を叶かなえる名案を思いついてしまったのだよ」

「マジ!?」

「ちょっと秀くん、かわいい女の子への食いつき強くない？」

　そういう意味で反応したわけではないのだが、詩音から白い目を向けられてしまう。

　違うからね。普通に確認しただけだから。

　かわいい女の子がいいって言ったのも冗談みたいなものだし。お願いだから引かないで。

「まあ、わたしに任せなさい」

「そこまで言うなら……」

　隆一の了承を得て、詩音は教室の後方へと駆けていく。

　机の間を縫うように進んでいく姿を眺めていると、彼女は一人の女子生徒の座る席の前で立ち止まった。

　二、三言話した後、詩音がその人物を引き連れて戻ってくる。

　戻ってきた詩音の顔には満面の笑みが浮かべられていた。

「じゃじゃん！　見つけてきました！　新しい班員候補の楠木くすのき乃菜ちゃんです！」

「……はい？」

　僕の頭は真っ白になっていた。

　そう、詩うた音ねが連れてきたのは、まさかのまさか。僕の恋人である乃菜であった。

　いや、待て待て待て。どうしてそうなる？

　いったん状況を整理しよう。

　東京散策の班員の規定の人数が一人足りないところまではいい。

　僕と詩音と隆一という三人組を崩さないためにも、誰かを追加で入れようという話にもなった。

　そこで僕がせっかくならかわいい女の子がいいという冗談を口にして、詩音が乃菜を連れてきたというわけだ。

　教室中を見回す。他の班のメンバーはほぼ決まっている状態だ。

　余っている人なんて、それこそ教室で孤立している乃菜くらいであった。

　それに以前、詩音は乃菜に興味があるとも言っていた。

　乃菜が学校を休んでいる時期。司書番の話し相手として、図書室に遊びに来てくれたときのことだ。

　だからといって、こんな事態予測できるか。思いっきり文句を言ってやりたかった。

「どう？　秀くんの要望通り、かわいい女の子連れてきたよ」

　乃菜の肩に手を置きながら、詩音は僕ににこやかな笑みを向けてくる。なんとも反応しにくい振りであった。

　他の女子相手だったら、「うわっ、本当だ！　超かわいい！」って感じで、悪ノリしてたかもしれないけどさ。乃菜は違うじゃんかよ。

　なんで詩音たちの前で自分の彼女の容姿を褒めなくちゃいけないんだよ。

　死ぬほど恥ずかしいわ。何かの拷問かよ。

　僕らが付き合っていることをまだ二人は知らないけれど、それでも詩音の発言に同意するのは躊躇ためらわれる。

　乃菜にそういう目で見ていると思われるのも嫌だし、たとえ乃菜が冗談だと気づいてくれたとしても、後でこちらの発言を持ち出していじってきそうだった。

　せめてもの抵抗として、苦笑いで返すことにした。

　自分の彼女相手にかわいいのひと言も言えないのはどうかと思ったが、こればかりは許してほしい。

　元々は腐れ縁で、お互いに恋愛感情がないまま付き合うという変わった恋人関係なのだ。

　デリケートな距離感ゆえ、素直に褒めるのは恥ずかしかった。

「……一体どういう流れなの？」

　目を細めた乃菜が、僕らを見渡して口を開く。

　別に乃菜のこと、かわいくないと思っているわけじゃないんだよ。違うからね！
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　日ひ和よって弁解したい気持ちに襲われたが、どうやら乃菜が不機嫌な理由は僕の反応が原因というわけではなく、馴なれ馴なれしく接してくる詩音にあったみたいだ。

　顔を歪ゆがめながら、肩に置かれた手を振り払っていた。

　詩音はそんな拒絶の素振りを意に介さず言った。

「いやね、わたしたちの班が一人足りないって話したじゃん。で、誰入れるって話になったとき、秀くんが絶対にかわいい女の子じゃなきゃ嫌だって言ってさ」

　いや、詩音さん。僕、そこまで言ってないよね？

　絶対になんて言ってないし、なんなら冗談だから。

　乃菜も「へぇ……」って呟つぶやきながら、冷たい目で見てこないで。

「そうそう。あと秀侑が合コンみたいな班構成にしたいって言って聞かなくてさ。なんかこいつ、合コンに並々ならぬ憧れがあるみたいで」

　ねえ、隆一くん！　それは完全にアウト！　絶対に言っちゃ駄目なやつだから！

　彼女の前で合コン行きたがっている発言をバラされる彼氏の気持ちになってほしい。終わったって思うから。

　これ、浮気じゃないからね！　本当に！

　乃菜からの視線が怖くて、ひっそりと目を背けることにした。

　許すまじ、隆一。完全に自分の身から出た錆さびだったが、いったん自分の非は棚に上げておくことにした。

「で、どうかな？　楠木さんさえ良ければ、わたしたちの班に入ってくれないかな？」

　詩音は懇願するように両手を合わせる。

　乃の菜なは教室を一周眺めた後、苦虫を嚙かみ潰したような表情で呟いた。

「自分は誰かさんのお眼鏡に適かなうようなかわいい顔していないし、がっついてる朝あさ井いくんが気持ち悪くて正直断りたい気持ちでいっぱいだけど……。他に入る班もないし、まあ……」

　そう言って乃菜は肩を落としながら、項うな垂だれるように頷うなずいた。

　あっ、これ絶対怒っているやつですね。直接的な悪口混ざってたし。

「良かった！　これで三人一緒の班になれるね！」

　喜ぶ詩音の声を聞きながら、中学からの親友二人と、密ひそかに付き合っている恋人との四人組という奇想天外な組み合わせの校外学習のメンバーに、頭を抱えたい気持ちでいっぱいだった。
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　東京散策の班決めを行った当日の放課後。

　その日は災難なことに、乃菜との司書番が予定されていた。

「絶対、怒られるんだろうな……」

　詩音たちとの班決めであんなやり取りがあった以上、乃菜からはなんらかの嫌みを言われることが約束されていた。

　わざわざこんな日に司書番がなくてもいいのに。この世界に神様はいないのか？

　まあ、自分の不用意な冗談が原因なので、逆にいえば神様はちゃんと見ているんだろうけど、罰を受ける側としては悪態を吐つきたくもなる。

　図書室の前に着くと、逃げ出したい気持ちを抑え、深呼吸をする。

　気休め程度に気持ちを整えた後、扉をスライドさせた。

　いた。乃菜は先に図書室に着いていた。

　入り口のすぐ傍そばにある木製のカウンター内に座って、読書に耽ふけっている。

　いつも通り図書室には他の生徒はいない。

　ぐるっと迂う回かいして、入り口からカウンター内に入ると、彼女の隣に腰を下ろした。

　僕が来たというのに乃菜の反応はない。一心不乱に本を読み続けていた。

「乃菜さーん」

　呼びかけたにもかかわらず反応がない。完全な無視である。

　怒っているのは想定していたが、まさかここまで機嫌を悪くしてるとは。

　出会ったばかりの頃の無愛想な乃菜が戻っていた。

「おーい、乃菜さん。無視は酷ひどいんじゃないですかねー？」

　試しに乃菜と本を遮るように手を振ってみる。

　ぱちりと瞬き。耳元に手を当てた後にちらりと視線を向けてきた。

「あっ、秀しゆう侑ゆくん。来てたんだ」

　そう口にする彼女の手元にはイヤホンが。

　耳を覆う髪型のせいでわからなかったが、無視をしていたわけではなく、音楽を聴いていて気づいていなかっただけらしい。

「ごめん。本に集中してたのとイヤホンのせいで全然気づかなかった」

「無視されたのかと思って焦ったわ」

　彼女の表情を見るにどうやら機嫌を損ねているわけではないらしい。

　とりあえず一安心だ。怒り心頭な可能性も考慮して、初手平謝りの選択肢も想定していただけに、杞き憂ゆうに終わって助かった。

　右手を顔の前で仰ぎながら笑って言う。

「怒ってないみたいで良かったよ。班決めのことで機嫌を悪くしているんじゃないかって、ずっとひやひやしてたんだから」

「いや、班決めのことは怒ってるよ？」

「……えっ？」

　無言で見つめ合う時間が流れる。

　しまった。会話の選択肢間違えたやつだ、これ。

　てっきり気にしていないのかと思って、笑って流す方向に持っていったが、思いっきり地雷を踏んでしまった。

　初手平謝りが正しい選択だったらしい。罠わなすぎるだろ……。

「私が何に怒っているかわかる？」

　ああ、恋人や夫婦の喧けん嘩かでよく出てくる台詞せりふですね。

　まさか高校二年生でそのフレーズを聞けることになるとは思わなかったですよ。

　まあ、聞けても全然嬉うれしくないんですけど。

　とりあえず身を縮めながら、彼女の尋問に答えることにした。

「乃菜という彼女がいながら、班員にかわいい女の子が欲しいという発言をしてしまったことです」

「そっち？」

「すみません。誤魔化そうとしました。乃菜という彼女がいながら、合コンに憧れがあると捉えられる発言をしてしまったことです」

「だから、そこ!?」

「えっ、違うの？」

　乃菜の驚いたような表情にこちらまで驚かされる。

「浮気のように聞こえる発言に怒っていたんじゃないの？」

「そんなことはどうでもいい。私が文句を言いたいのは全然違うことだから」

　いいのかよ。そこで彼氏に怒らないのも彼女としてどうかと思ったが、僕らは恋愛感情がない上で付き合った恋人関係だ。

　これくらいの淡泊な反応が普通なのかもしれない。彼氏としては寂しいところだけど。

「何？　他に文句を言いたいことって？　全然思いつかないんだけど……」

　もしかして詩音がかわいい女の子連れてきたよって言ったとき、苦笑いで誤魔化したことか？

　あの状況でかわいいと認めるのは割と勇気がいると思うんだけど……。

　そんなこちらの心のぼやきを無視して、乃菜は別の答えを口にした。

「いらないお節介を焼いてきたことだよ」

「お節介？　待って。なんのこと？」

　微妙な会話の嚙み合わなさに首を傾かしげたくなる。

　一応確認しておくけど、今日のホームルームの出来事について怒っているんだよな？

　彼女の方も会話に齟そ齬ごが発生していることに気がついたようだ。眉をひそめながら問うてくる。

「一緒に班を組む人がいなくて困っていた私を助けるために、奈な良ら岡おかさんをけしかけて班に誘ってきたんじゃないの？」

　そういうことか。やっと二人の間にあった思い違いを理解した。

　僕と詩音と隆りゆう一いちの三人は規定の班員人数に届かなくて、追加メンバーを探していた。

　そんなときに僕のかわいい女の子がいいという発言もあって、詩音は教室内で班員が決まっていなかった乃菜の存在に気づいて、彼女を勧誘した。

　だけど、乃菜の方からすれば、この一連のやり取りは全然違ったものに見えるだろう。

　乃菜は教室に友達どころか、話す人もいないぼっち女子。

　他の生徒のように一緒に班を組む約束しているクラスメイトもいなかった。

　さらに彼女の性格だ。余り者になったからといって自分から他の班に入れてと言い出すこともないだろう。

　そんなところに彼氏の僕がいる班からの誘いが。

　これを単なる偶然とは考えるのは無理がある。

「学校に行かなくなった私を家にまで呼びに来るようなお節介な彼氏なら、それくらいやりそうって思ってたけど、もしかして違ったの？　奈良岡さんも秀侑くんの要望がどうのとか言ってたから、絶対裏で嚙んでいると思ったんだけど……」

「すみません。完全なる事故です」

　どうやら先日の一件で、僕がすることのハードルがだいぶ高くなっているらしい。

　期待に添えなくて申し訳ないけど、自分はそんなに優しい奴やつじゃなかった。

　班の人数が足りないことで頭がいっぱいで、教室で孤立している乃菜のことを忘れていたくらいだ。とんだ薄情者である。

　とりあえず詩うた音ねが乃菜を誘うに至った経緯を一から説明することにする。

　すべてを聞き終えた後、乃菜は神妙な面持ちで口を開いた。

「あの合コンのくだり、私を班に誘う流れにするための方便とかじゃなくて、マジのやつだったの？」

　やっぱり、そこツッコまれますよね。

　全部を正直に話してしまったため追及されるのは当然のことだった。自爆である。

「マジというか、いつもの冗談みたいなやつです……はい……。今後そういった類の冗談は決して口にしません」

「秀侑くんの教室でのキャラはわかっているつもりだから気にしないけど。っていうか、奈良岡さんもかわいい女の子って言われて、普通私のこと選ぶ？」

「さあ？」

　乃菜の顔は悪いわけでもないと思うが、二人っきりの状況だからといって素直に認めるのはやはり恥ずかしかった。

　またしても苦笑いを浮かべて誤魔化すことにする。

「というか、なんで乃菜は怒ってたんだ？　お節介っていっても、一緒の班になる人がいなかったんだろ？　だったら、怒られるようなことでもなくないか？」

「考えてみて。仲良し三人グループに余よ所そ者ものの私が放り込まれる気まずさを」

「オレが乃菜の立場だったら絶対に嫌だな……」

「でしょ？　それに私たちが付き合っていることは秘密なんだから、クラスで接点作らない方が良くない？」

「そう思うんだったら、断れば良かったのに……」

　これは乃菜が了承したときにも疑問に思ったことだ。

　クラスメイトとの関わりを拒絶している乃菜のことだ。てっきり詩音からの誘いも断るものだと思っていた。

　それにもかかわらず、素直に僕らの班に加入したのは驚きであった。

「他に入る班がなかったからって言ったじゃん」

「だとしてもじゃない？　乃菜だったら、そんなこと気にしないで思いっきり断ってきそうじゃん」

「想像してみなよ。班決めで一人あぶれて、教室で晒さらし上げられる光景を。『誰か楠木くすのきさんを班に入れてくれる人はいないんですか？』って先生に言われるんだよ。結構辛つらいよ？」

　そう話す乃の菜なの瞳は底なし沼のように黒ずんでいた。

「ごめん。トラウマを刺激するつもりはなかったんだ」

　おそらくはいじめられていた中学時代だろうか。口にしたような出来事を経験したのだろう。

　悲しい過去を思い出させてしまったことに申し訳なさを覚える。

「だったら、こっちの班に入ることになったのは良かったじゃん。文句を言ってくるなよ」

「それはそうだけど……。まあ、入れてくれて感謝はしてる」

「僕に言われてもな。感謝の言葉は誘ってくれた詩音に言ってくれ」

「奈良岡さんに？　気持ち的に言いたくないんだけど……」

　どうやら乃菜は相変わらず詩音のことを嫌っているらしい。

　嫌っている理由はみんなから好かれている彼女への僻ひがみらしいのだが、せっかく同じ班になったのだ。

　これを機に詩音への印象を改めてもいいんじゃないだろうか？

「そうだ。乃菜だって本当は友達欲しいと思っているんだろ？　だったら、この機会に詩音と友達になってみれば？」

「は？　何、言ってるの？」

　乃菜の視線がいつにも増して険しくなる。

　友達ができないんじゃなくて作らないだけという彼女のスタンスは、強がっていただけだと先日認めたばかりだ。

　それにもかかわらず、この期に及んでまだ強がるつもりなんだろうか？

「確かに友達は欲しくないわけじゃないけど、奈良岡さんは嫌」

「なんでだよ。嫌っているのは知っているけど、乃菜にあんなに好意的な女子他にいないぞ？」

「そうかもだけど、私にも色々思うところがあるの。友達になる人くらい選ばせてよ」

　そうは言うものの、やっぱり最初に友達になるなら詩音がいいんじゃないだろうか？

　乃菜は人付き合いが上手なタイプの人間じゃない。

　むしろ、人一倍人間関係が苦手な節まである。

　そんな彼女を許容してくれる人は決して多くないはずだ。

　もちろん僕は乃菜の魅力はたくさん知っている。

　でも、それは一年以上一緒に司書番をやってきて、恋人という深い関係になって初めて気づくことができたものだ。

　他の人が一朝一夕で気づけるようには思えなかった。

　もし乃菜が最初の友達選びの人選をミスって、一朝一夕を待てないような人に当たってしまえば、中学時代と同じくまた心に傷を負ってしまうだろう。

　できれば乃菜には傷ついてほしくない。悲しい思いをしないまま、友達を作ってほしかった。

　彼女の幸せを願うことは、彼氏として当然のことだろう。

　その点、詩音は安心だ。彼女は一朝一夕を待てる人間だ。

　中学時代からの友人である僕が、その点は自信を持って保証できた。

　それにこの前の江の島デートで乃菜は言っていた。

　学校行事を楽しむなんて、キラキラした人がやることでしょ、と。

　やっぱり僕は乃菜にも学校生活を楽しんでほしいと思う。

　小学校、中学校と楽しい思い出がなかったんだったら尚なお更さらのことだ。

　次の東京散策は乃菜にとって楽しかったと思えるような思い出になってほしい。

　そのためなら、自分にできることはなんでもしてやりたかった。

「そうは言われても、せっかく同じ班になったんだ。ハブってる感じになるのも嫌だし、詩音や隆一と仲良くなれるように一肌脱ぐことにするよ」

「だから、それがお節介なんだって。やっぱり魔が差して、奈良岡さんの誘いなんて受けなきゃ良かった……」

　そんな僕の言葉に、乃菜は迷惑だと言わんばかりに額を押さえるのであった。
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　東京散策の班決めをした翌々日の昼休み。

　僕と詩音は隆一の席へと集まっていた。

　本来この前のホームルームでは、班決めの後に回るコースを決めなければいけなかった。

　しかし、僕らの班は班員不足というアクシデントがあって、メンバー決めに時間を食ってしまったため、コースについてろくに話し合うことができなかった。

　コースは来週までに教師に提出すればいいため、締め切りまで日数的にはまだ余裕がある。

　だけど、土日を挟んでしまうため、金曜日である今日のうちにある程度決めておく必要があった。

　昼休みの時間を使って、東京散策のコースについて話し合うことになったのだが、今回の班員は僕ら三人だけではない。

　残る一人を詩音が呼びに行く。

　しばらくして姿を現したのは、もう一人の班員であり、僕の恋人でもある乃菜だった。

「急に奈良岡さんに呼ばれたんだけど……」

　昼ご飯の途中だったのだろう。コンビニで買った食べかけの菓子パンを持ちながら、立ち呆ほうけている。

　困惑の表情を浮かべる乃菜に向かって、詩音が手招きをした。

「楠木さん、こっちこっち！　今から東京散策のコース決めするから！」

　詩音は空いていた隆一の前の席に座ると、隣の机を叩たたいた。この席に座ってという手振りだ。

　そのジェスチャーに乃菜は顔をしかめる。

「コース決め？　私はどこでもいいよ。そっちで勝手に決めておいて」

　そのまま身を翻し、颯さつ爽そうと立ち去ろうとする乃菜。

　相変わらずの唯我独尊っぷりだ。どうやら人に合わせるという概念を持ち合わせていないらしい。

　詩音は乃菜の拒絶にもめげず、両手を彼女の肩に置いて言う。

「そう言わずに！　みんなでコース決めした方が絶対楽しいって！」

「別に楽しくなくてもいいんだけど……」

　不服そうな表情を浮かべながらも、足を止める乃菜。

　詩音の押しもあって、自分の席へ帰ることは諦めたようだ。

　せめてもの抵抗だろうか。指定された詩音の隣には座らず、反対側となる僕の斜め後ろへと陣取った。

「楠木とは話すの初めてだよな。自己紹介でもするか？」

　隆りゆう一いちが乃菜に気を遣って話しかける。それに続いたのは詩音だ。

「そうだね！　わたしも楠木さんのこと知りたいし、自己紹介しよ！」

「えっ……」

　困ったようにこちらに視線を向けてくる乃菜。

　わかる。自己紹介って難しいよな。

　僕も学年始めのクラスでの自己紹介とか苦手だし、やりたくない気持ちも理解できる。

　人に自信を持って言えるような、趣味とか特技とかないしな。

　すぐさま助け舟を出すことにした。

「仲良くなるには、お互いのことを知っていくのが一番だしな。自己紹介いいんじゃないか？って言っても、一応同じ委員会だから、僕の分はいいか」

　もちろん助け舟といっても、詩音と隆一への助け舟である。

　これで乃菜に自己紹介をさせることができるし、自分が自己紹介をしない流れもできた。完璧な一手である。

　後ろから「裏切り者……」という小さな呟つぶやきが聞こえてきたが、気づかなかったことにする。

「じゃあ、わたしから行くね！」

　詩うた音ねはその場で挙手をして、真っ先に名乗り出た。

「ええと、奈な良ら岡おか詩音です。みんなからは詩うたとか詩音とか詩ちゃんとか呼ばれているから、好きな呼び方でいいよ。ここにいる隆りゆうくんとは隣の家に住んでいる、いわゆる幼おさな馴な染じみってやつだね。秀しゆうくんとは中学からの友達」

　そう言って、詩音は僕へと視線を向けてくる。

　目が合った。変な緊張を感じて、自然と背筋が伸びてしまう。

　動揺を悟られないよう、慌てて笑って誤魔化すことにした。

　詩音が自己紹介の続きを口にする。

「好きなものはドラマかな。あと甘いものも好き！　楠木さんもメロンパン食べてるし、甘いもの好きなの？　もし良かったら、今度一緒にスイーツ食べに行かない？」

「別に好きじゃないし、行きもしないけど」

　即答だった。詩音の誘いをばっさりと切り捨てる。

　そこはＯＫしとけよ。噓うそでもいいからさ。社交辞令ってもの知ってる？

　彼女のコミュニケーション能力に多大な不安を覚えたが、幸いなことに詩音は言葉一つで誰かを嫌うような小さな人間じゃない。

「あんまり甘いもの好きじゃなかったかぁ……」と残念そうに肩を落とすのみに終わった。

「じゃあ、次隆くんの番だね」

　空気が切り替わり、隆一へと自己紹介のターンが回っていく。

「俺か……」

　隆一は頭を搔かいて、髪をぼさぼさにしながら口を開いた。

「名前は真ま島しま隆一。それくらいは知っているか。二人との関係は詩が言った通りで、後はなんだ？　好きなものか？って言われても、飽き性だからずっと好きなものってないんだよな。ちょっと前まではジグソーパズルにハマってたな。今は別のものに興味が出て、全然手をつけてないけど」

「この前作っていたやつ、すごかったよね。二千ピースだっけ？」

「二千十六ピースだ」

　十六ピースくらい誤差の範囲だと思うのだが、そこは譲れないポイントらしい。

　隆一って凝り性なところあるんだよな。集中すればすごいっていうか。

　本人の言う通り、長続きはしないんだけど……。

「実は私もそれ作るの手伝ったんだよ」

「三十ピースくらいしか手伝ってないけどな。途中からずっと飽きてテレビ観みてただろ？」

「そうだったっけ？　忘れちゃった」

　何それ。初耳なんだけど、その話。

　どうやら知らないうちに、隆一の家でジグソーパズルを作るという楽しそうなイベントが行われていたらしい。

「なんで誘ってくれなかったの？　超面白そうじゃん」

「もしかして、秀しゆう侑ゆもジグソーパズルに興味があったか？」

「あるある。超ある。休日はいつもジグソーパズルの世界大会の動画見てるくらいだし」

「初めて聞いたんだが、その話……。まずジグソーパズルに世界大会ってあるのか？」

　知るか、そんなもの。

　さらに言うなら、ジグソーパズルにも興味はなかった。

　ただ僕に内緒で二人で遊んでいるという状況に羨ましさを覚えているだけである。僕も誘われたかった……。

「もしかしてハブられてるの？」

　こっそりと僕にだけ聞こえる声で乃の菜なが呟いてくる。

　こいつ、人が弱みを見せると、ここぞとばかりにいじってくるな。

　やめろよな。明るく振る舞っているけど、心の中では泣いているんだから。

　多分あれだ。二人は家族ぐるみの仲で、お互いの家を頻繁に行き来しているため、その延長線上でジグソーパズルを作っていただけだろう。

　二人の家族同士のイベントには自分は呼ばれないしな。

　誘われないのも当たり前のことである。決してハブられているわけじゃない。

「でも、ジグソーパズル飽きちゃったんだよな。また今度やりたくなったら誘うわ」

　隆一に軽く断られた後に、詩音が口を開く。

「じゃあ、次楠木くすのきさんの番だね」

　隆一の自己紹介が終わると、既に知っている仲の僕の番は飛ばされるため、乃菜の番となった。

　彼女は頰を引きつらせている。やっぱり自己紹介に苦手意識を感じているらしい。

　口をもごもごと動かして、三人の顔色を窺うかがう。

　やがて逃れられないと判断したのか、ため息を吐つきながら声を発した。

「……楠木乃菜。人に紹介できるようなことなんてない。強いて言うなら、静かなのが好きだから、無理に話しかけてこないでいいってことくらい」

　そう言って、話を締めくくる。

　やはり事前の宣言通り、乃菜はこのグループに溶け込むつもりはないらしい。初手で牽けん制せいときた。

　自己紹介で話しかけてくださいって言う奴やつはよく見るけど、話しかけてこないでいいって言う奴は初めて見たわ。

　案の定、詩音と隆一はどう反応したらいいか戸惑っている。二人とも苦笑いに近い表情を浮かべていた。

　乃菜と二人を仲良くすると決めた手前、この空気を放置するわけにはいかない。僕は一肌脱ぐことにした。

「紹介するようなことがないって好きなものとかは？　乃菜にだって趣味くらいあるんじゃない？」

「……乃菜？」

　詩音の呟きとともに、乃菜から突き刺さるような視線を向けられる。

　ヤバっ。いつもの勢いで下の名前で呼んじゃった。

　手助けをしたつもりが、逆に変な空気になってしまった。

　この事態をどう収拾しようか頭をフル回転させていると、乃菜が不機嫌そうに口を開いた。

「その気安く下の名前で呼んでくる冗談やめてって、いつも言っているじゃん」

　なるほど。冗談ということにするのか。

　確かに教室での僕のお調子者キャラなら、ギリギリ言いそうなラインの冗談だ。

　実際のところは女子慣れしていない僕が、普通のクラスメイトの女子を下の名前呼びすることなんてないのだが、少なくとも本当は付き合っていて下の名前で呼び合っているなんていう事実よりは現実味があった。

　乃菜の頭の回転の速さに感心していると、詩音が両手に拳を作る。

「いいね、その呼び方！　わたしも乃菜ちゃんって呼んじゃおうかな！」

「……」

　静かに僕の背中をつねってくる乃菜。

　誰かさんのせいで下の名前呼びになっちゃったじゃん、という無言の抗議であった。

　一応加減はしてくれているため、痛みは感じなかったが、つねるというボディータッチは完全に仲の良い男女の距離感のそれだ。

「……ごほん」

　正面にいる隆一たちに見み咎とがめられると、僕らの仲を疑われる可能性もあるため、咳せき払ばらいをして冷静になるよう促す。

「やめて欲しいって言ってるんだけど……。まあ、勝手にすれば……」

　詩音の自由奔放っぷりを止められないと悟ったのか、乃菜は呆あきれたように肩を落とした。

　どうやら乃菜は詩音の下の名前呼びを認めることにしたようだ。

　不幸中の幸いというか、怪け我がの功名というか。

　僕が口を滑らしたことで、詩音が呼び名という距離を縮めるきっかけを得ることができた。

　後で乃菜からはクレームを入れられるんだろうけど、結果的にはプラスだったんじゃないだろうか。

「そうだ！　乃菜ちゃん大丈夫だった？」

　何を思い出したのか、突然詩音が声を上げる。早速、下の名前呼びを使っていた。

　脈略のない詩音の問いかけに、乃菜は困った表情を見せる。

「えっ、何が？」

「この前一週間休んでたよね？　何か大きな病気になっちゃったんじゃないかって心配したんだけど……」

「ああ、あれね……」

　乃菜は気まずそうに視線を逸そらす。

　体調不良という体で学校を欠席していたが、本当のところは中学時代の過去が明らかになったことによる精神的ショックで学校を休んでいただけである。

　風邪を引いていたわけでもなければ、大病を患っていたわけでもない。

　心配の言葉をかけられても、ばつが悪いだけである。

「まあ、うん……別に……」

「そうなの？　今とかも顔色悪いけど、本当に大丈夫？　体調無理してない？」

「心配しないで大丈夫だから……。誰だって体調崩して、一週間休むことくらいあると思うし……」

「一週間休むってよっぽどじゃない？」

　乃菜の何かを誤魔化そうとするかのような物言いもあって、詩音の案じる度合いがどんどんと増していく。

　乃菜の顔色が悪いのは気まずさを感じているせいもあるだろうが、大部分は元々のものだ。あまり指摘しないでやってほしい。

　これ以上放置していても両者が無駄な気苦労を負うだけなので、割って入ることにする。

「その件なら心配いらないらしいぞ。楠木曰いわく、学校に行きたくなくてズル休みしただけだったみたいだから」

「ず、ズル休みって！」

　乃菜は目を見開いて何か言いたそうな顔をしていたが、そこまで間違った表現でもないだろう。

　あれは広い意味ではズル休みみたいなものだ。

　世の中や自分の人生に嫌気がさして、ふてくされて学校に来なかっただけである。

　乃菜も自分に非があることを自覚しているからだろうか。結局それ以上は何も言ってこなかった。

「そうだったんだ。なら、良かった」

　元気そうな振る舞いをする乃菜を、詩うた音ねは満面の笑みで見つめる。

　果たしてズル休みは良いことなんだろうかと疑問に思ったが、彼女が良かったと言うのなら良かったのだろう。

　詩音に惚ほれているため、基本的に彼女にはイエスマンであった。

「っていうか、コース決めについて話さないの？　昼休みの時間もそんなにないよ」

　乃菜は黒板の上にかけられた白と黒のシンプルな時計を眺めて言う。

　昼飯を購買で買ってから、この集まりを開いたため、昼休みの時間はだいぶ経たっていた。

　さらに言うなら、次の授業は体育である。

　着替えや移動の必要があるため、いつもより早めにご飯を食べ終えなければいけない。

「えーっ、そんなの後でいいよ！　もっと乃菜ちゃんの話聞かせてよ！」

「コース決めについて話し合うために呼んだんじゃないの？」

「まあまあ。そんなに焦らないでも」

「来週まででしょ？　今日金曜日だし、もうちょっと焦った方がいいと思うんだけど……。私が間違っているのかな？」

　詩音のマイペースさは今に始まったものじゃないしな。

　僕と隆りゆう一いちにとっては慣れっこの光景だが、ほぼ初対面で免疫のない乃菜が困惑するのも無理はない。

　面食らっている乃の菜なを置いてけぼりにしたまま、詩音は両手を打つ。

「そうだ！　じゃあ、土曜か日曜に集まって、コース決めをするってのはどう？」

「えっ、休みの日？」

「いい案じゃない？　どうせ昼休み中に決まらないだろうし、それなら乃菜ちゃんといっぱいおしゃべりできると思うんだけど」

　確かに昼休みの時間は限られているし、話が脱線しがちな詩音がいることだ。

　あと二十分で東京散策のコースが決まるはずがなかったので、とても良い提案のように思えた。

　そもそも三人だけだったら、学校内の時間じゃなくて、休日や放課後に集まって話し合っていた。

　乃菜が班に加わったからといって、そこは通常通りでもいいのかもしれない。

「駄目だった？」

　詩音は首を傾けながら乃菜に尋ねる。

　そのまっすぐな視線に、乃菜はすかさず顔を横に逸らした。

「いや、私は予定あるから……三人だけで集まれば……」

　クラスメイトと関わろうとしない乃菜のことだ。誘いを断ろうとするのは予想通りでもあった。

　ここぞとばかりに口を挟むことにする。

「この前の司書番で、今週の土日は暇だって言ってたじゃん」

「朝あさ井いくんっ！」

　まさか僕に裏切られると思ってはいなかったのだろう。

　乃菜は声を裏返しながら、近くにあった机を叩たたく。

　残念だったな。逃げ道は封じさせてもらおう。

　ちなみに今週の土日が暇と言っていたというのは完全な噓うそである。

　どうせ乃菜のことだから、休日に予定なんてあるわけがないという決め打ちであった。

「じゃあ、予定あるって何の予定なの？」

「えっと……それは……」

　案の定、こちらの質問に言葉を濁していた。

　予定があると言ったのも誘いを断るための方便だろう。

「ないんだろ？　気持ちはわかるよ。休日に予定がないっていうのも、なんか遊ぶ友達いない人みたいで、あまり人に知られたくないよな」

「そんな恥ずかしい理由で噓ついたわけじゃないんだけど……」

　そんなこともちろん知っているが、詩音たちと遊びたくないから断ったんだろ、と馬鹿正直に指摘して波風を立たせる必要もなかった。

　乃菜には悪いが、身から出た錆さびだと思って汚名を着せられてもらおう。

「どうせ暇なんだろ？　噓って認めたことだし、ここは諦めて休日に集まることにしよう」

「あっ……」

　ようやく自身の失言に気がついたようだ。

　乃菜は口元に手を当てながら、目を泳がせていた。

「じゃあ、楠木くすのきも行けるみたいだし、土日のどっちかに集まるってことで」

「うん、そうしよ！」

「だな。この昼休み中にはコース決まらなそうだしな」

　隆一も賛同してくれたことで、三対一。

　休日に集まるが多数派となり、コース決めが土日に持ち越されることが決定された。

　これでよっぽどのことがない限り、来週の期限までにコースが決まらないということはないはずだ。

　ただ一人、反対意見を無視された乃菜はこちらを恨めしそうに睨にらんでいたが、視線が怖かったので気づかないふりをしてやり過ごすことにした。




２




　後日へと持ち越された東京散策のコース決めは、その週の日曜日に開かれることになった。

　集まる場所は学校周辺でも良かったのだが、僕ら三人が同じ地域に住んでいるということもあって、乃菜の方からこちらの地元でいいという提案があった。

　具体的に話し合いを行う場所を決めるまでの時間はなかったので、とりあえず地元の最寄り駅で集まることにする。

　僕ら三人は電車を使わないで済むため、先に集合場所に到着していた。

　立ち食いそば屋の前に並び立つ詩音と隆一に目を移す。

　詩音は緩めの白いＴシャツに、シュッとしたデニム生地のオーバーオール。

　全体的に青と白でまとめ上げていて、夏らしく爽やかだ。

　オーバーオールからはみ出たシャツのプリントがいい感じのアクセントとなっていて、おしゃれさんって印象も与えていた。

　隆一は下手をしたら僕以上に服に興味がないため、ポロシャツに短パンといったシンプルな服装であった。

　ただ背丈があって、顔もかっこいいため様になっている。

　イケメンって何着ても着こなしている感出るの、なんなんだろうな。本当、理不尽である。

　集合時間まではあと少しだ。もうすぐ乃菜も姿を見せる頃合いだろう。

　そういえば付き合って最初の勉強会も、今みたいに立ち食いそば屋の前で待っていたな。

　制服姿の乃菜の印象が強くて、隣に立たれるまで私服姿の乃菜に気がつかなかったのが記憶に新しかった。

　前は二人だけだったが、今日は詩音や隆一もいる。

　ついこの間まで、乃菜と二人で出かけるのに違和感しかなかったが、今では詩音たちがいることに違和感が拭えない。

　当たり前じゃなかったことが、いつの間にか日常の一部に置き換わっているのは面白い感じがした。

　それくらい乃菜との恋人生活も板についてきたということだろうか？

「あれ、乃菜ちゃんじゃない？」

　詩音が改札の方を指差しながら、声を上げる。

　遠目だが、黒い服を着た乃菜らしき人物が見て取れる。

　段々と近づいてくる彼女を眺めながら、詩音が顔を引きつらせる。

「乃菜……ちゃん……？」

　彼女が声を曇らせるのも当然のことだ。

　やって来た乃菜の服装は黒字のＴシャツに、ベージュの七分丈のズボン。

　だが、ただのＴシャツではなかった。

　真っ黒な生地の正面には白字で大きく『江の島』と書いてある。

　江の島デートのとき、部屋着くらいしか使い道がないだろうと思っていた、例のお土産品であった。

　しかも、それを上に何も羽織ることなく、素の状態で装着していた。

　怖い怖い怖い。めっちゃ怖いんだけど！

　確かに乃菜のファッションセンスが壊滅的なのは知っていたし、それをすっかり失念していて、まともな服で来るようにという指示を出し忘れていたのはあったけど！

　よりにもよって、詩音や隆一がいるときにダサさの過去最大を更新してくるとは思わないじゃん！

　今までは中学生ファッションだったり、謎のキャラものがプリントされた服だったりと、百歩譲れば理解できたのだが、今回の江の島Ｔシャツに限っては何の擁護もできなかった。

　詩音は口をあんぐり開けているし、隆一なんてスマホから顔を上げて四度見していた。

　しかも、ちゃっかり七分丈ズボンの外側に折られている裾が、チェック柄になっているのも腹が立つ。

　何、中学生ファッションの面影残しているんだよ。

　Ｔシャツだけでもキャパオーバーなのにヤバい服装を重ねてくるな。ダサさの大渋滞起きているから。

　とりあえず一番気になっている点を尋ねることにした。

「電車に乗ってきたのか……？」

「当たり前じゃん。電車以外に何があるっていうの？」

　何、馬鹿なこと言ってるの？　とばかりに目を細める乃菜。

　いや、違う違う。そういう言葉通りの意味じゃないから！

　その格好で電車に乗ってきたのか？って驚きよう愕がくしているんだけど！

　乃菜のファッションセンスのなさの質が悪いところは自覚症状がない点だ。

　自分の異常性に気づかず堂々としているため、なかなか指摘しづらいのだ。

「斬新だね……」

　詩音も、乃菜がダサさに無自覚なことに気がついたのか、全然フォローになっていない表現でお茶を濁す。

　こういう場合、気を利かせられるのが隆一の良いところである。

　皆の視線が乃菜のＴシャツへ行っていることを察して、話の方向性を変えてくれる。

「楠木は江の島行ったのか？」

「あっ……」

　しまった。このＴシャツは秀しゆう侑ゆくんと遊びに行った江の島で買ったものだった。

　とでも言いたげに口元を押さえる乃菜。

　言っておくけど、お前の失敗は僕とのデートの物証を着てきたことというより、激ダサＴシャツを着てきたことだからな。

　そこのところをはき違えないでほしい。

「うん、家族と……」

　訊きかれてもいないのに誰と行ったか答えるのは不自然な感じもしたが、幸いにもそのくらいで怪しまれることはなかったようだ。

　二人は乃菜の激ダサＴシャツから逃げるように話題を切り替えた。

「で、どこで話し合うことにするんだ？」

「うーん、ぱっと思いつくのは駅前のカフェとか？」

「今月、金欠なんだよな。できる限り金がかからないところがいいんだけど」

「えーっ！　この前一緒に買い物に行ったときも言っていたじゃん、それ！」

「金が降って湧かない限り、金欠なのは変わらないだろ。来月の東京散策は小遣いが入ってくるから大丈夫だけど、それまでは我慢してくれ。まあ、詩うたが恵んでくれるっていうなら話は別だけど」

「残念。わたしも買い物で今月のお小遣いはほとんど使っちゃったから、隆りゆうくんに恵んであげる分のお金はないのでした」

　和気あいあいとしたやり取りを繰り広げる詩うた音ねと隆りゆう一いち。

　二人の仲睦むつまじい会話に入りあぐねていると、同じく置いてけぼりを食らっていた乃の菜なが小声で囁ささやいてくる。

「へぇー、私の知らないところで、ちゃっかり奈な良ら岡おかさんと買い物行ってたんだ……」

「いや、知らない知らない。僕も初耳だから。多分二人で行っていたんじゃない？」

　僕も知らないところで買い物に行かれていたことにショックを受けている最中なんだから。

　浮気を疑うような目でこちらを見ないでほしかった。

　こっちもこっちで内緒のやり取りを交わしていたところ、突然隆一の方から投げかけられてくる。

「秀侑の家はどうなんだ？」

「えっ、何が!?」

「何がって、話し合う場所をどこにするか決めてるところだろ？　いつものように秀侑の家じゃ駄目なのか？って訊いたんだけど」

「そういうことね……」

　乃菜との小声のやり取りに夢中になっていて、隆一たちの会話を追うのを忘れていた。

　確かに三人で遊んだり勉強会を開いたりするときは僕の家に集まることが多い。

　というのも、僕の親は子供に不干渉の態度を取っている。

　誰を部屋に呼んでも文句を言われることはないし、こうしてお金をかけたくないときはよく家に招き入れていた。

「駄目ってことはないけど、詩音はカフェじゃなくていいのか？」

「よく考えたら、わたしもお金なかったしね。エアコンがあって涼しい場所ならどこでも満足だよ」

「楠木は？」

「やだ。なんか朝あさ井いくんの家って汚そう」

　おい、お前は一度行ったことあるだろ。

　なんなら整理整頓されているんだねっていうお墨付きまでもらったんだが？

　朝井家の出禁を言い渡してやろうかと考えていたところ、詩音がフォローを入れてくれる。

「そんなことないよ。秀しゆうくんの家は結構行ってるけど、毎回綺き麗れいでびっくりするんだから」

「……マウントのつもり？」

　詩音を睨にらみつけながら、僕にだけ聞こえるような小声で乃菜は呟つぶやく。

　いや、違うと思う。マウントじゃない。ただの偶然だ。絶対、詩音に悪気はない。

　そもそもお前が人の家を汚そうとか暴言を吐かなければ、こんなマウント事故は起こらなかったんじゃないか？

　僕の家に行ったことをカミングアウトしてしまわないか内心ひやひやしていたが、さすがの乃菜もそこまで馬鹿じゃないようだ。

　不機嫌さを声に漂わせたまま、詩音に問いかける。

「奈良岡さんの家は駄目なの？」

「えっ!?　わたしの家!?」

　上半身を引いて、戸惑いの表情を見せる詩音。

　こいつは常識というものを知らないのか？

　いきなり家に行けるかと言われても、普通の人は困るに決まってるだろ。

　人を家に上げるって、本来ハードルが高い行為だし。

　さすがは長年ぼっちをやっているだけある。クラスメイトとの距離感の取り方が下手くそだった。

　案の定、詩音は目を泳がせて、乃菜の問いかけに答えていた。

「ほら、わたしの家はあれだから。あれだよ、あれ」

「あれじゃわかんないけど」

「友達とか呼ぶのＮＧな家だから」

「そういう家もあるんだ……」

　友達付き合いの経験がない乃菜にはピンとこないかもしれないが、詩音のような家が少数派というわけではない。むしろ多数派なんじゃないだろうか？

　アポなしで訪問可の僕の家が珍しいくらいである。

「ほら、我わが儘まま言わない。僕の家で我慢しろ」

　ということで、乃菜を無理やり納得させて、僕の家へと向かうことにしたのであった。







　僕は歩きで来ていたが、遠くに住む詩音と隆一は駅まで自転車で来ていたようだ。

　電車で来ていた乃菜も歩きなので、僕ら二人に合わせて自転車を引いて歩いてくれる。

　そして、十分ほどで僕の自宅へと到着した。

　身体からだに染みついた手つきで玄関の鍵を開けると、三人を家の中に招き入れた。

　いつもの流れで二階へと上がっていく隆一と詩音を他よ所そに、乃菜はさっと寄って呟いてきた。

「今日はお母さんいないんだね」

「仕事だからな。なんでそんなこと訊いてくるんだ？」

「前に一度私が来たところ見られちゃったじゃん。そのことを奈良岡さんたちの前で言われちゃうとまずいかなって……」

「ああ、そういうこと」

　乃菜が僕の家に来ることに執しつ拗ようなまでに反対していた理由がようやくわかった。

　どうやら母親経由で付き合っていることがバレるのを恐れていたようだ。

「それなら大丈夫じゃない？　母さんは僕の交友関係に不干渉だから。何か言われることはまずないよ」

「秀侑くんのお母さんがあっさりしているのは知っているけど……。ひょっとしたらっていうことがあるかもしれないじゃん」

「母さんだって前に乃菜を家に連れてきた時点で、付き合っていることは察しているだろうし、そこのところは気を遣ってくれるんじゃない？」

「えっ!?　もしかしてお母さんに付き合っていること知られてるの!?」

「直接訊かれたわけじゃないけど、多分ね。女子一人を家に呼ぶことなんて初めてだったし、確信とまではいかないまでも気づいていると思うよ」

　気を利かせたのかわからないけど、現に僕らが部屋に入った後すぐに外出していたし。

　別にただ勉強をするだけで、気遣いなんていらなかったのだが、律義に外で昼ご飯を食べ、夕飯時近い時間に帰ってきていた。

　その後夕ご飯の食卓で一切乃菜のことに触れてこなかったのは、さすがは不干渉を貫いているだけあるといったところだろうか。

「乃菜ちゃーん！　上、来ないの？」

　一階の廊下で会話に耽ふけっていた僕らに疑問を覚えたのか、詩音が階段の上から顔を覗のぞかせる。

　これ以上、二人で会話をし続けるのも不自然だ。

　しっしっと手を扇あおいで、乃菜を追い払うことにする。

「さあ、部屋に行った行った。こっちは一人で飲み物を用意しておくから」

「衝撃の事実に動揺しているところなんだけど。まあわかった……」

　納得がいってなさそうな表情を浮かべながらも、階段を上がっていく乃菜。

　そんな彼女の後ろ姿を眺めながら、母に恋人が罰ゲームレベルのダサいＴシャツを着ているところを見られるのもキツいものがあるし、やっぱりいなくて助かったと思い直していた。

　キッチンで四人分の冷たいお茶をコップによそった後、僕も自室へと向かっていく。

「おっ、やっと来たな」

　部屋に入ると、第一声を放ったのは隆一であった。

　部屋の中央に正方形のテーブルがあって、窓側に座っているのが彼である。

　テレビの正面、ベッドを背もたれにしてクッションの上に陣取っているのが詩音。

　乃菜は隆一の反対側、テーブルから距離を置き、クローゼットの扉に寄り添うように座っていた。

「なんか人多いな」

　座る場所を探しながら、とりあえず空いていた乃菜の前方に腰を下ろす。

　正面にいる隆一が反応した。

「楠木くすのきがいるからじゃないか？」

「この三人で集まっているところに乃菜ちゃんがいるの、新鮮でいいね」

　確かに三人で集まっているときは、自然と定位置みたいなものが存在した。

　どうりで座る場所に一瞬困ったわけだ。

「暑かったからエアコン勝手にいれといたよ」

「ありがとう。むしろ助かる」

「でしょ？　もう秀くんの家マスターだからね。リモコンの位置もばっちしだよ」

　胸を張って、得意げな表情を浮かべる詩音。

「……またマウント？」

　後ろの乃菜から不穏な小声が聞こえてきたが、何も聞かなかったことにしておく。

「じゃあ、早速コースについて話し合う？」

　気を取り直して、今回の集まりの本題である東京散策のコース決めを始めることにする。
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「そうだな。詩うたは行きたい場所あるか？」

「もちろん！」

　隆りゆう一いちに話を振られた詩うた音ねは指を折りながら答える。

「渋谷でしょ？　あと原宿。あえて近場の池袋とかもありかも」

「おお、たくさん出てきたな」

　前から考えていたとばかりに、どんどんと地名を挙げていく詩音。

　どうやらこの東京散策を相当楽しみにしていたらしい。スラスラと行きたい店や食べたいものも挙げていく。

　まあ、詩音は学校行事に乗り気なタイプの人間だしな。

　事前に行きたい場所をリストアップしていても全然おかしくない。

　学校行事はやり過ごすものだと考えている、どっかの根暗女子とは大違いだ。

「せっかくの学校行事なんだし、どうせなら普段行かないようなところの方がいいんじゃないか？」

「確かにそうかも！」

　隆一の発言に手を打って納得する詩音。

「渋谷とか原宿はすぐ行けちゃうもんね。全部やめにして、別の場所にしよ！」

「ほっ……」

　乃の菜なが胸を撫なでおろしているのを見逃さなかった。

　カラオケですらワイワイした人がいく場所だと避ける彼女のことだ。

　渋谷とか原宿なんていうワイワイの聖地に行ったら、アレルギー反応を起こして死んでしまう可能性まであった。

「でも、普段は行かないような場所って言われると、すぐに思いつかないなぁー」

　詩音はベッドに寄りかかりながら、身体を伸ばす。

「隆りゆうくんは行きたい場所ある？」

「正直、東京の遊ぶ場所なんて全然知らないしな。秀しゆう侑ゆは？」

「僕も思いつかないな。こういうのは都会の遊びに詳しそうな楠木に――」

「私のこと馬鹿にしてるの？」

　会話に加わっていない乃菜を混ぜてやろうと、冗談を振ったら思いっきり睨まれてしまった。

　しまった。悪ノリが過ぎた。乃菜の声には不機嫌さが滲にじんでいる。

「そういう無茶ぶり止やめてくれない？　私、上う手まく返せないから」

「えっ!?　乃菜ちゃん、都会の遊びに詳しいの!?」

「話聞いてた？」

　そこでぶっこみに行くのか、詩音。

　いくらおふざけキャラの僕でも、その追撃を行う勇気はないぞ？

　まあ、乃菜も詩音相手には毒舌で強く返すといったことはできなかったようだ。

　口を開いては閉じを繰り返し、やがてこちらを睨んできた。

「ほんと朝あさ井いくん最悪なんだけど……」

「八つ当たりやめてくれない？」

「いや、正当な当たりだと思うけど……」

　確かに僕の悪ノリがきっかけだったが、自分に不都合な発言は無視するに限る。

　代わりにコース決めの話へと戻していった。

「楠木は行きたい場所とかないのか？」

「あるわけないじゃん。インドア筆頭みたいな私に」

「そんな自信満々に言われても困るけど……」

　期待していたわけじゃないけど、乃菜からもコースの候補が挙がってこないとなると、話し合いが行き詰まってしまう。

　沈黙の空気が流れると、隆一が口を開いた。

「とりあえずネットでなんか調べてみるか」

　隆一はポケットからスマホを取り出して、机の上へと置いた。

　そのまま人差し指で画面をスクロールすると、詩音がスマホを横から覗き込んだ。

「うわっ、いっぱいページあるね」

「まあ、東京だからな。遊ぶ場所はたくさんあるだろうし」

「こことかどう？　浅草！　面白そうじゃない？」

「確かに普段遊びに行くような場所じゃないし、かなりありだな」

「あっ、お台場もいいかも！　あと豊とよ洲すって名前はよく聞くけど、何があるんだろう？」

「詳しく調べてみるか」

　肩と肩が触れ合う距離で、一つの画面を共に眺める詩音と隆一。

　よく目にする二人の日常だが、詩音への未練を捨て切れていない僕にとっては憧れを抱いてしまう光景だ。

　あの近い距離感は幼おさな馴な染じみだからと言われてしまえば納得するほかないのだが、傍はたから見るとどう見ても恋人のそれである。

　付き合ってはいないと公言しているものの、本当のところはどうなんだろう？

　僕の知らないところで遊びにも行っているみたいだし、家族同士の付き合いもあるときた。

　周りの人に隠れて付き合っているという可能性だって大いにあった。それこそ、僕と乃菜みたいに。

「こっちも調べてみるか？」

　二人の距離感が羨ましく思えて、彼らに倣うようスマホを取り出した。

「うん。二人に任せっきりにするのは悪いし」

　乃菜の同意ももらえたことだし、検索欄に「東京　遊ぶ場所」と試しに打ち込んでいく。

　この検索ワードで正しいのかわからなかったが、いくつかのランキングサイトが出てきた。

　そのうちの一つを開いて、画面を下に送ってみる。色々な観光スポットの概要が出てきた。

　誰でも知っているような観光名所から、名前も聞いたことない場所まで。様々な施設の情報が並んでいる。

　なかなか乃菜が隣にやってこないことに気づいて、背後に目を向ける。

　乃菜はクローゼットの扉を背に、自分のスマホをいじっていた。

「……何してるんだ？」

「朝井くんに言われた通り、東京の遊べそうな場所を調べているんだけど」

　そう言って乃菜が見せてきたのは、僕が見ているのと同じサイトであった。

「……」

　まあ、そうなりますよね……。

　二人ともスマホを持っているんだから、別々に見るのが普通であった。

　一緒のスマホを見ている隆一たちが、むしろ変なのだ。

「なんでちょっとがっかりしている顔しているの？」

「楠木は何も悪くない。こっちが勝手に変な期待をしちゃっただけだから」

　やっぱり詩音と隆一の距離感は単なる幼馴染のそれじゃないんじゃないだろうか？

　恋人同士である僕と乃菜がこれなんだから。

　なんてことを気に病んでしまう僕であった。
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「じゃあ、決定ということで！」

　夕ゆう陽ひが差し込む部屋の中、詩音が拍手をしながら宣言する。

　これにて長かった東京散策のコース決めは終わりとなった。

　僕らが回ることにしたのは浅草周辺の下町だ。

　浅草寺やスカイツリーなど有名な観光スポットが多く、周辺に美お味いしい食べ物屋もたくさんあるため、遊ぶ場所に困らないというのが理由として大きかった。

　時計を見ると、今の時刻は午後五時前。

　夕方まで時間がかかってしまったが、話し合いが難航したというわけではない。

　詩音が話を脱線させたり、途中でテレビをつけて再放送中のドラマを観みだしたりしたため、話がなかなか進まなかったのだ。

　昔から付き合いのある僕と隆一は詩音の自由奔放さに慣れているが、つい最近関わるようになった乃菜はそうではない。

　詩音がコース決めに関係ないことをするたびに、苛いら立だたしそうにしていた。

　顔をしかめるくらいならまだ誤魔化しようがあるが、「奈な良ら岡おかさんって一人っ子？」という嫌みを言い出したときには焦った。

　いつになく場の空気が凍ったしな。

　僕が「楠木こそ、ザ・一人っ子みたいな性格してるけどな」ってツッコミを入れなかったら、一体どうなっていたんだろう。

「そろそろ時間だね」

　詩音がスマホの画面に表示された時計を眺めながら言う。

　なんの時間だろう？　僕が疑問に思っていると、隆一が反応した。

「そうだな。六時前に帰ってこいって言われてるもんな」

「隆一たちってそんなに門限厳しかったっけ？」

「違うわ。親おや父じとお袋が家にいないから、詩の家で夕飯食うことになっているんだ」

　なるほど。よくある二人の家族間の用事ってやつか。

　詩音と隆一は幼馴染であり、家もお隣さんだ。

　同年代の子供がいるという共通点からか家族間でも交流があり、よくお互いの家を行き来していた。

「じゃあ、ここらで解散するか」

　中学からの付き合いでしかない僕は、二人の家族同士のイベントに参加することはない。

　胸を衝つくような疎外感を覚えるが、こんなのはいつものことだ。

　僕は二人の幼馴染じゃない。途中から知り合っただけの友人。

　共に歩んできた思い出の量が違うんだから、関係が平等じゃないのは当たり前だ。

　いくら嘆いたところで二人の幼馴染という関係は変わらないし、後から知り合った僕が二人の歩んできた時間を追い越せるわけもなかった。

「寂しいけど、そうだね。部屋貸してくれてありがとう」

　詩音はスマホをバッグに入れて立ち上がる。

　別れを惜しむ言葉もただの社交辞令なんじゃないだろうか。

　なんて穿うがった見方をしてしまう僕はさぞ心が汚れているんだろう。

　こんな卑しい考え方しかできない自分が嫌になってくる。

「乃菜ちゃんも帰るでしょ？」

「もう話し合うことがないんだったら」

　詩うた音ねの問いかけに乃菜が答える。

　乃菜も二人に合わせて帰り支度を始め、それが終わるとみんなで部屋を出た。

　僕も彼女たちを見送るために一階に下りることにする。

「駅の場所わかる？　良かったら送っていこうか？」

　外に出ると、詩音は自転車の鍵を外しながら親切な提案をする。

　乃菜はバッグの肩かた紐ひもを握りしめながら、ふるふると首を横に振った。

「いいよ。来た道はわかるから」

「すごい！　わたし、道覚えるの苦手なんだよねー。一回行っただけじゃ絶対に覚えられない」

　乃菜がうちに来たのは先月の勉強会ぶり、二回目のことだ。

　二回も来ていたらさすがに道を覚えるだろうが、僕らの交際関係を把握していない詩音がそんなことを知る由もない。

　改めて確認をしてくる。

「本当に大丈夫？　遠慮しなくていいよ？」

「いいって。子供じゃないんだから。一人で帰れるよ。そもそも奈良岡さんは用事があるから早く帰らなきゃいけないんじゃないの？」

　詩音と隆りゆう一いちの家は駅とは別の方向にある。

　乃菜を送っていくとなると、遠回りになることは否めなかった。

　それがわかっているからだろう。詩音はとんでもない提案をしてくる。

「そうだ！　秀しゆうくんに送ってもらえば？」

「はぁ？」

　僕らが付き合っていることを知っても、同じことが言えるんだろうか？

　いや、付き合っていたら、むしろ送るのが普通なのか。

　男女交際って難しいな……。

　少なくとも前回彼女を一人で帰した僕は間違っていたような気がした。

　今日は詩音の提案に便乗して、乃菜を送ることにでもするか。

「どう？　いい案じゃない？」

「いらない。むしろ、朝井くんと帰るくらいなら一人で帰りたい」

「……おい」

　人がせっかく反省していたのにそれはないだろう。

　こう見えて僕、君の彼氏ですよ？

　もう少し優しい言葉をかけてくれてもいいんじゃない？

「秀くん、振られちゃったね」

「なんで他ひ人と事ごとっぽい顔してるの!?　変な提案をした詩音が悪くない!?」

「どんまい。落ち込まないで」

　こちらの肩を叩たたいて、慰めの言葉をかけてくる詩音。

　かわいい顔して、結構やってることえげつないからね。天使の顔をした悪魔だよ？

　まあ、ボディータッチをしてくれたから全然許しちゃうんだけど。

　詩音にはとことん甘い僕であった。

「それに道に迷ったらスマホ使うから」

「その手があったね。乃の菜なちゃん、頭いい！」

「別に普通のことだと思うけど……」

　乃菜は冷めた目をしながら、ため息を吐つく。

　そろそろ頃合いだと思ったのか、詩音と隆一は自転車へと跨またがった。

「じゃあねー、二人とも！」

「また明日、学校でな」

　手を振って、自転車を漕こぎ出す二人。

　道路脇を縦走していき、交差点の曲がり角へと消えていった。

　すると、乃菜が正面に立って尋ねてくる。

「どうする？」

「どうするって？」

　突然の問いかけに質問の意味がわからなかった。

　すかさず問い返すことにする。

「帰るんじゃないのか？」

「まあ、そうなんだけど……」

「だったら、なんなんだよ」

　要領を得ない物言いをする乃菜に疑問を覚えていると、彼女はもごもごと口を動かした。

「せっかく二人になれたんだし、もう少し一緒にいない？」

「……えっ？」

「コース決めのせいで、デートもできなくなっちゃったし」

「……」

　なんだよ。かわいいかよ。

　急な不意打ちにうろたえてしまう。

　さっきまで冷たく拒絶してきたくせに、急に恋人らしい一面を見せてこないでくれ。そういうのに弱いんだから。

　にやけそうになる僕であったが、先ほど受けた恨みも忘れていなかった。

　ここぞとばかりに仕返しをしてやることにした。

「僕と帰るくらいなら、一人で帰りたいって言ってなかった？」

「うっ、それは……」

「あーあ、僕は乃菜に振られちゃったからなー」

「あれは奈良岡さんたちの前の方便というか……」

　方便だったとしても、あそこまで酷ひどい言い方をしなくてもよくなかったか？

　あれは完全に過剰な攻撃だった。付き合ってなかったらマジで傷ついていたやつである。

「心に傷を負ったから、一人部屋に戻って枕を濡ぬらすことにするよ」

「……ごめん。言いすぎたかも」

「かも？」

「かもじゃないです。ごめんなさい。今日はこのまま帰ることにします」

「いやいや」

　しょんぼりと背中を丸めながら、去ろうとする乃菜を慌てて引き留める。

「傷ついたってのは冗談だから。何、真に受けているんだよ」

「冗談？」

　乃菜の視線がぎゅっと引き締まる。

「そうそう。ちょっと仕返しをしてやろうと思って――」

「やっぱり今日はこのまま帰ることにする」

「おい、待てって」

　今度は違う理由で帰ろうとする乃菜を引き留めようとするが、彼女の足取りは本気であった。

　こちらの制止を気にも留めず、怒りのオーラを振りまきながら駅へ続く道をずんずんと進んでいく。

「ごめん。僕が悪かったから。機嫌直してよ」

「やだ。意地悪してくるんだもん。ついてこないで、ストーカー」

「誰がストーカーだ。っていうか、そっちが意地悪なこと言ってきたのが元々の元凶だろ？　そこのところはどうなんだ？」

「……ノーコメントで」

　こいつ、自分のことを棚に上げやがった。

　啞あ然ぜんとする気持ちもあったが、乃菜もそこまで本気で怒っているわけではなかったようだ。

「ねえ、そこの公園で話さない？」

　ローラー付きの滑り台がある道路沿いの公園を指差しながら言う。

　僕としてもこのまま別れてしまうのは寂しかった。

　前回の反省を活いかして、ここは素直に彼女の提案に従うことにする。

　入った公園は滑り台の形は特徴的なものの、他の遊具はありきたりなものだ。

　遅めの時間ということもあって、僕ら以外に人はいなかった。

　乃菜は近くにあった木製のベンチを通り越して、二席あるブランコの片一方に座る。

　僕も隣のブランコに腰を下ろし、足を伸ばすことにした。

　錆さびだらけのチェーンが軋きしむ音が聴こえてくる。

「ブランコに乗るのって久しぶりだな」

「だね。小学生のとき以来かも」

「漕いでみないの？」

「いいよ。もう高校生だし」

　だったらなんでブランコに乗ったんだよ、と思わないでもなかったが、彼女と二人でブランコに乗るというシチュエーションも悪くない気がしたので黙っておくことにした。

　こういうなんてことのない会話が一番楽しかったりするものだ。

「今日はどうだった？」

「どうだったって、決まったコースのこと？」

「それもそうだけど、一番は詩音たちと外で遊んだこと自体だな」

　友達のいない乃菜は、こうして外でクラスメイトと集まったりすることもないはずだ。

　今日のイベントに彼女がどういう感想を抱いたのか訊きいてみたかった。

「どうだったって訊かれても……。普通ってしか答えられないんだけど……」
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「訊き方が悪かった。じゃあ、詩音たちと仲良くなれそう？」

　せっかく僕以外の人間と関わる機会を得られたのだ。

　これを機に乃菜には友達を作ってほしいと思っていた。

　人間、友達がいなければ死ぬわけではないが、友達がいない人生より、友達がいる人生の方がずっと楽しいはずだ。

　今まで辛つらいことばかりだった分、乃菜には楽しいと思えるような学校生活を歩んでほしかった。

　そんなこちらの内心を知ってか知らずしてか、乃菜は言い捨てる。

「無理なんじゃない？」

「無理なのかよ。無愛想なお前にあんなに話を振ってくれる人、そういないぞ？」

「無愛想で悪かったね」

　乃菜はむすっと頰を膨らませる。

　しおらしい表情を浮かべているが、こいつの無愛想さに関しては意図的なものも含まれているので騙だまされてはいけない。

　乃菜は足を揺らしながら、夕暮れの空を仰ぎ見る。

「確かに奈な良ら岡おかさんや真ま島しまくんはいい人だと思うよ。まだ少ししか話してないけど、それくらいは私でもわかってる」

「だったら、尚なお更さらどうしてだ？」

「既に関係が出来上がっている集団の中に入るのって難しくない？　少なくとも友達作りのファーストステージとしては向いていない気がする」

「まあ、言いたいことはわからないでもない……」

　既にグループが出来上がっていると、内輪ネタや独自の空気が形成されちゃうからな。

　そこに入っていくとなると、グループ形成時から在籍している場合より、ハードルは高くなってしまうのはある。

「じゃあ、クラス替えがある来年まで待つの？」

「クラス替えって言っても、三年にもなると、ある程度みんな知ってる仲になっちゃうじゃん。だから大学生になったらでも……」

「簡単に高校生活を棒に振ろうとするな」

　そもそも大学生になったらって苦手なことを先延ばししようとする奴やつは、大学生になってもやらないものだ。

　こいつは放っておいたら、どんどん駄目人間になってしまう気がする。

　自分の彼女の将来に不安を覚えていた。

「それにやっぱり奈良岡さんたちとの間に壁を感じるんだよね」

「壁？」

「うん。秀しゆう侑ゆくんたち三人は元々仲良しで、私だけが部外者なわけじゃん」

「部外者っていうほど、冷たい扱いしてたか？」

「じゃあ訂正して客人で。丁重にもてなされている感もあったしね。とにもかくにも既に関係が完成していて、私の入り込む余地なんてないように思えるんだよね。なんか邪魔しちゃいそうっていうか」

「邪魔だなんて、詩うた音ねも隆りゆう一いちも思わないだろ」

「そうだとしても新参者の私には気を遣うだろうし……。気を遣われてまで友達の輪に入れてもらうのは申し訳ないかなぁって」

「人に申し訳ないなんて思える感情あったんだ」

「私のこと、なんだと思ってるの……」

　目を細めながら、こちらをじっーと見つめてくる乃菜。

　文句を言いたい気持ちはわかるが、自分の学校での立ち振る舞いを思い返してから発言してほしかった。

「申し訳ないと思える感情があるなら、人に気を遣わせることより、話しかけてきたクラスメイトに素っ気ない態度しか取らないことを申し訳ないと思え」

「それはまあ、そうだけど……」

「僕なんて一年の最初の頃、無視までされてたからな？」

「あれは鬱陶しく話しかけ続けてきた秀侑くんが悪い」

　僕に対しては申し訳ないと思ってくれないのかよ……。

　こちらが話しかけ続けなければ、今のような関係には絶対になっていないと思うのだが、そこのところの考慮はないらしい。

「乃の菜なもあんな風に自分から話しかけるようになれば？　友達ができるかもよ？」

「私のキャラだと、秀侑くんみたいに急に馴なれ馴なれしく話しかけたら、ドン引かれると思う……」

「確かに……」

　教室内での乃菜といえば、孤高に生きる静かな女子というイメージだ。

　そんな人物がいきなり距離を詰めて話しかけてきたら、クラスメイトたちも何事かと困惑するだろう。

　僕がクラスメイトの立場だったら、絶対戸惑う自信があった。

「それにそんな勇気もないしね。誰かさんみたいに奈良岡さんと真島くんの間にずけずけと入っていくのは無理かな」

「その言い方だと、まるで人がずけずけと入っていったみたいな言い方だな」

「違うの？　よくあの二人のところに、最初入っていこうと思ったよね……」

「いや、自分から入っていったわけじゃないから。最初に隆一に話しかけられて仲良くなって、しばらく二人でいるうちに、いつの間にか詩音とも仲良くなったんだよ」

「自分から入っていったわけじゃなかったんだ。それなら納得かも」

　当たり前だ。あんなに仲の良い二人に自分から混じれるわけないだろ。

　お調子者キャラを演じているとはいえ、僕だってある程度の遠慮する心は持っている。

　そもそも転校した当初はキャラも定まっておらず、ここまで明るい立ち振る舞いもしていなかった。

　隆一と詩音が常に一緒に行動していたなら、自分から絡みにはいけなかっただろう。

「今考えると、二人と仲良くなれたのは奇跡みたいなものなのかも。違う関わり方をしてたら、ここまで仲良くなってなかったと思うし」

「そうなの？　気が合う友達なら、出会い方が違くても仲良くなれるものなんじゃないの？」

「いや初対面が二人同時だったら、絶対壁感じて距離置いちゃうでしょ。隆一と詩音は昔からの幼おさな馴な染じみなんだよ？」

「今まさに私がその状況なんだけど……。秀侑くんたちは中学からの仲良しグループなんでしょ？」

　乃菜の言い分ももっともだった。

　詩音たちとの間に壁を感じると言っていた彼女の気持ちが、今では理解できるような気がした。

「なんかごめん……」

「謝んないでいいよ。というか、秀侑くんでも二人との間に壁を感じそうって思うんだ」

「だって、あの二人仲良すぎない？　今日一緒に過ごしていたら、乃菜だって感じただろ？　幼馴染って本当にずるいよな」

「確かに。特別な存在なんだなってのは感じたかも」

　やっぱり感じたのか。心のどこかでは「三人とも同じくらい仲が良さそうに見えたけど」って答えを期待していたが、距離感が違うのは事実なんだから仕方ない。

　二人は家が隣同士の幼馴染だ。物心つく頃からお互いの顔を知っていて、幼稚園小学校とずっと一緒に遊んできた。

　対する僕は中学からの付き合いだ。知り合ってまだ五年目。

　共に歩んできた時間が違うので、距離感が違うのは当然であった。

「たとえばどんなところ？」

　よせばいいのに尋ねてしまう。

　二人の仲が良いところなんて知れば知るほど傷つくだけなのに、どうしてこんな質問をしてしまうのだろう。

　決して悪気はないのだろう。乃菜は訊かれたままに率直な答えを口にした。

「奈良岡さんが家に友達を呼ぶのはＮＧって言ってたのに、真島くんとは家で一緒に夕ご飯を食べるみたいなところかな」

「ああ、あれね」

　言われてみればその通りだ。

　幼馴染という友達以上の関係の隆一は、しばしば詩音の家に呼ばれている。

　対する友達にしかすぎない僕は、詩音の家に一度も上がったことがなかった。

　これは詩音が僕と隆一を同列の知人と扱っていない最たる証拠だろう。

　まあ、隆一は詩音の家族とも面識があるわけだし、例外と言われてしまえばそうと納得するほかないんだけど、それでも心に引っかかるものがあるのも事実であった。

「他にも二人で買い物に行ってたみたいなことも言ってたよね」

「会話しているときの距離も近かったよな」

「秀侑くんもよく見ているんだね」

　当然だろう。詩音に恋心を寄せている以上、二人の親密な光景には自然と目が行ってしまう。

　僕と乃菜はブランコに隣り合って座っているため、お互いの距離は一メートルないくらいの間隔を保っている。

　司書番で図書室の椅子に座っているときと同じくらいの近さだ。

　付き合ってから手を繫つないだりすることはあるものの、まだこれくらいが僕らにとっての一番自然な距離であった。

　肩肘を張ることもなく、慣れ親しんだ会話ができる間隔。

　詩音と隆一の自然に感じる距離は、僕らのものよりずっと短いのだろう。

　関わってきた時間の長さが両者の物理的な距離に反比例するのなら受け入れられるけど、世の中はそんな単純な法則で成り立っていない。

「ねえ、やっぱり詩音と隆一って付き合ってるのかな？」

「知らないよ。なんでまともに話したことない私に訊くの……」

「いや、女の勘的なのに期待して――」

「女子力のない私にそんなものが備わっていると思ってるの？」

　女の勘と女子力って関係している要素なの？

　甚だ疑問だったが、近くにいては見えないものもあると思うので、第三者からの意見を取り入れたかった。

「適当でいいから。感じたままの考えを言ってくれれば」

「そんなこと言われても困るんだけど。彼氏彼女がいる知り合いもいないから、恋人が醸し出す雰囲気ってやつもわからないし」

「まあ、そうか」

「それにそういうのは、いつも一緒にいる秀侑くんの方が感じ取れるんじゃない？　秀侑くんはどう思っているの？」

　自分がどう思っているか、か……。

　どうなんだろう。詩音と隆一が本当は付き合っているのかもという疑念は中学の頃から持っていた。

　でも、ここ最近にきて、疑念は強くなってきた気がする。

　それは詩音と隆一の距離が縮まったというわけではなく、僕自身の変化が原因なのだろう。

　乃菜と付き合う前の僕にとって、女子と付き合うことはファンタジーみたいなものだった。

　彼女がいる知り合いはいたし、将来は僕も誰かと付き合うことになるんだろうという漠然とした展望はあったが、身近な現実として受け止めてはいなかった。

　だけど、乃菜という彼女を得て、恋人という存在がファンタジーから現実へと堕おちた今、ごくありふれた身近なものだということに気づいてしまった。

　今では詩音と隆一が付き合っている可能性が決して低くはないと思っている。

「確信はないけど、付き合っているのかもなぁって……。本来なら、こんなことで悩んでちゃいけないはずなんだろうけど……」

　僕には乃菜という彼女がいる。

　それにもかかわらず、詩音への未練を捨てられなくて、恋人の有無に気を揉もむのは彼女への裏切りだ。

　あまつさえ、本人の前で隠そうともしないのだから救いようがなかった。

「いいんじゃない？　好きなものは仕方ないよ。恋愛感情なんて自分ではコントロールできないものだしね」

「でも……」

「でもも何もないよ。最初からそういう条件で付き合ったんじゃん。私だって別に秀侑くんのことが好きなわけじゃない。お互いに妥協ありきの気楽な恋人関係でしょ？　だから、自分を責めなくていいんじゃない？」

　そうは言っても、付き合っている彼氏が他の女子に想おもいを馳はせていたらいい気分はしないだろう。

　現に乃菜は、僕の家に入りなれている発言をした詩音に反抗的な言動を取っていた。何も感じないということはないはずだ。

「乃菜は優しいんだな」

　こちらを気遣って肩の荷を下ろすような言葉をかけてくれる彼女の優しさを、僕は感じ取っていた。

　乃菜の友達作りを手伝おうと動いていたはずなのに、逆に励まされてしまった。

　情けなさとありがたみを覚えながら、乃菜の顔をじっくりと見てみる。

　当の彼女は眉をひそめて、戸惑いの表情を浮かべていた。

「何それ。人生で初めて言われたんだけど……」

　優しいなんて誰だって人生で一度は言われたことがあるような、ありきたりな褒め言葉筆頭候補だ。

　こんな単純な言葉で、いちいち戸惑われても困ってしまう。

　親がまともだったり、友達が一人や二人いれば、きっとこれが初めての言葉になることもなかったのだろう。

　出来ることなら乃菜の良さに気づける人がもっと現れますように。

　そのためにも次の東京散策で彼女の友達作りをなんとしてでも成功させようと心に誓うのであった。
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　月も変わって七月になり、東京散策の当日がやってきた。

　集合場所は学校だ。朝一で体育館に集められると、学年主任から今回の遠足について注意事項などの説明を再度聞かされる。

　話が終わった後は待ちに待った出発の時間だ。

　詩うた音ねや隆りゆう一いち、乃の菜なと合流した後、学校を出て東京へと向かう電車に乗り込む。

　班のコースは午前中に浅草を回って、そこで昼ご飯を食べて、午後はスカイツリーやその周辺で遊ぶというものだ。

　電車の乗り換えを駆使して、予定通り最初は浅草駅へと向かっていく。

　駅に着くと、浅草の観光名所として有名な雷門は一旦後回しにして、これまた有名な遊園地へと足を運んでいった。

「ここだな」

　隆一がスマホの地図を使って道案内をしてくれたおかげで、迷うことなく遊園地の入り口へたどり着くことができた。

　高校生用の学生料金がないため、大人四枚。

　係員からチケットを購入すると、早速園内へと入っていく。

　この遊園地は都会のど真ん中にあるということもあり、一般的な遊園地よりも敷地は広くないようだ。園内はアトラクションが密集している印象を受けた。

　入ってすぐの右手側にはメリーゴーランド、道を挟んで左手側には水に浮かぶ白鳥の乗り物がある。

　他にも風車のような小屋だったり、園内をぐるっと回るジェットコースターだったりと、雑多なアトラクションで満たされていた。

　平日だからだろうか。時間が早いということもあって、他の来場者はあまり見かけなかった。

　この混雑具合なら、ほとんど並ぶことなくアトラクションに乗ることができそうだ。

　隆一が入り口脇のホルダーからパンフレットを取ると、詩音が先頭を切って舗装された道を歩いていく。

「意外と昔と変わってないんだね」

「前に来たことがあるの？」

「あっ、うん」

　いきなりの質問に驚いたのか、詩音は一拍置いた返事で答える。

　パンフレットを読みながら歩いていた隆一が補足を入れた。

「子供の頃の話だろ？　俺と詩うたの家族とで一緒に行ったことがあるんだよ」

「そうそう。懐かしいよねー。また来てみたかったんだー」

　東京散策のコースを決めるにあたって、この遊園地を一番に推していたのは詩音だ。

　子供の頃の思い出の場所だったからこそ、もう一度行きたいと思ったのかもしれない。

　僕の知らない二人の過去に触れてしまって、つい居心地の悪さを感じてしまう。

　別に二人に悪気はないだろう。僕を除のけ者ものにしようと言っているわけではないのは知っている。

　だから、これは僕の自意識の問題だ。

　自分一人だけが中学からの付き合いなことに負い目を感じて、過剰に反応しているに過ぎない。

　駄目だな。せっかくの東京散策なのに。こんな後ろ暗い気持ちでいたら。

　そもそも今回の遠足は自分が楽しむことを二の次にしようと考えていた。

　一番は乃菜だ。彼女が詩音や隆一と友達になれるよう、サポートに徹すると決めたのだ。

　彼女の友達作りを成功させるためにも、今は邪魔になりそうなくだらない感傷は捨てなければいけない。

　乃菜の方に目を向ける。偶然、目が合ってしまう。

　切り揃そろえられた黒髪の向こう側にある瞳からは感情が窺うかがえなかった。

　やがて彼女は視線を外して、口を開いた。

「また二人にしかわからない話？　ここが思い出の場所なのか知らないけど、付き合わされる私たちの気持ちにもなってよね」

　あの、乃菜さん。人がせっかく友達作りを手伝おうとしているのに、空気を凍らせるような爆弾ぶっこまないでくれない？

　二人とも驚いて、目をぱちくりさせてるから。

　あと、「私たち」ってさりげなく僕のことまで巻き込まないでほしい。

　僕まで不満に思っているみたいな感じになっちゃうから。

　詩音はすぐさま両手を合わせて、謝罪の言葉を口にする。

「ごめんね。そういう意味じゃなかったんだ。もしかして遊園地好きじゃなかった？　無理やり付き合わせちゃったかな？」

「そういうわけじゃないけど――」

　乃菜は言葉を淀よどませながら俯うつむく。やがて薄い唇が動いた。

「……そもそも行ったことないから、好きとか嫌いとかわからない」

「えっ!?　乃菜ちゃん、遊園地初めてなの!?」

　詩音が驚きの声を上げる。

　僕としても驚く気持ちはあったが、乃菜の生い立ちを考えてみたら、それも当然のことのように思えた。

　乃菜の母親は常日頃から乃菜に暴力を振るっていたらしい。

　当然彼女を遊園地に連れていってあげるような人間には思えなかったし、乃菜が祖父母に引き取られたのは中学生の頃だ。

　その歳としになれば家族と遊園地に行くことはないだろうし、友達がいない乃菜が遊園地に行ったことがないのも納得できた。

　このまま子供の頃の話に向かっていくのは乃菜としても本望じゃないだろう。

　話の方向性を変えるために口を挟むことにする。

「確かに遊園地って知名度の割にあんまり行く機会ないよな。ランドとかシーならまだしも、普通の遊園地になると特に」

「朝あさ井いくんって舞浜にあるイケイケな人専用の遊園地に行ったことあるんだ……」

　フォローをしたつもりが、裏切られたとばかりに距離を取られてしまう。

　っていうか、ランドとかシーを「舞浜にあるイケイケな人専用の遊園地」って呼んでる奴やつ、初めて見たよ。偏見がすぎる。

　まあ、僕も昔同級生に誘われて付き合いで行ったことがあるだけで、自分から好んで行くようなタイプではない。

　偏見を持ちたくなる気持ちはわからなくないんだけど……。

「ランドやシーはイケイケな人専用の場所じゃないよ！　行ってみると誰でも楽しめると思うから！」

　イメージ通りというか、案の定そういうのが好きそうな詩音が反応してくる。

　両手を握り締めながら、乃菜へと熱く迫っていった。

「ねえ、今度一緒に行ってみようよ！　絶対後悔させないから」

「遠慮しておく。キャラクターとか知らないし」

「知らなくても楽しめるから！　乗り物とか乗るだけで楽しいし！」

　熱くなるあまり乃菜の両肩を摑つかんでいた。

「そうだ！　今日遊園地の楽しさをわかってくれれば、一緒に行ってくれるよね？」

「気に入っても、奈な良ら岡おかさんと行くことはなさそうだけど……」

　僕とだったら行ってくれるのか？

　なんて疑問が過よぎったが、詩音たちがいるところで指摘するわけにはいかないので黙っておくことにした。

「で、どれに乗るんだ？」

　今回の東京散策では回る場所を詰め込んでいるため、一ヶ所にいられる時間は限られている。

　このまま詩音を放置していては今後の予定に響く可能性もあるので、隆一が仕切ってくれた。

「うーん、どうしようね。乗れる回数は限られているんだもんね」

　詩音が悩む素振りを見せるのも無理はない。

　この遊園地は入園料が安い代わりに、アトラクションに乗るのがチケット制になっていた。

　場内にある券売機でチケットを買って、その分のアトラクションに乗ることができるため、アトラクションに乗り放題というわけではなかった。

　もちろん乗り放題になるフリーパスもあるが、今回は他に行く場所も多いため、滞在時間は短めに設定している。

　フリーパスを買わないで、チケットを利用する方針でいこうと決めていた。

「まずは王道のメリーゴーランドじゃない？」

「どこが王道だ。乗れる回数限られてるって言ったの自分だよな？　普通その状況でメリーゴーランド選ぶか？」

「えーっ！　メリーゴーランドいいじゃん！　何が駄目なのよ！」

「いや、ただ回っているだけだろ。あれって一体何が面白いんだ？」

　隆一のメリーゴーランドに対する表現が辛辣すぎる。

　確かに子供向けのアトラクションっぽいところはあるが、それを言うならジェットコースターだって、ただ速く走って落ちるだけである。

　すべてのアトラクションに言える悪口だった。

「でも、遊園地って言ったら、メリーゴーランドじゃない？」

「楠木くすのきは初アトラクションなんだぞ？　がっかりさせない保証があるんだったら、それでもいいけど」

「ジェットコースターにしよう！」

　急な手のひら返し。どうやら詩音もメリーゴーランドでは乃菜を拍子抜けさせてしまうと思ったようだった。

　僕としてはメリーゴーランドも充分立派な乗り物だと思うんだけど……。

　二人がそう考えるなら仕方ない。ここは口を挟まないでおこう。

「じゃあ、これ乗るか？」

　隆一がパンフレットを見ながら道案内をしてくれたおかげで、ジェットコースターの乗り場には簡単に着くことができた。

　待機列に並んでいる人もいないため、今走っているコースターが戻ってくれば、すぐに乗ることはできそうだ。

　チケットをバッグから取り出して乗る準備をしていたところ、乃の菜なが声をかけてきた。

「なんか、朝井くんさっきから大人しくない？」

「そ、そう？」

「それに顔も引きつってる気がするし」

「……気のせいだよ、きっと」

「なんか怪しい」

　そう言って、顔を覗のぞき込んでくる乃菜。

　デート中ならともかく、隆りゆう一いちたちもいるところで見つめ合っているわけにはいかないので視線を逸そらす。

「目逸らしたし……」

「そりゃあ、目を見られたら反射的に逸らしちゃうだろ」

「もしかして、ジェットコースター苦手なの？」

「……」

　こいつ核心を突いてきやがった。

　せっかく人が我慢して隠していたのに勝手に秘密を暴かないでほしい。変なところで察しがいいんだから。

　案の定というか、詩うた音ねが食いつきを見せる。

「秀しゆうくんジェットコースター苦手なの!?　あんなに面白いのに！」

　そのひと言でスイッチが入ってしまった。

　相手が詩音だとしても関係ない。僕は遠慮なしに開戦することにした。

「ジェットコースター擁護派はいつもそうだな」

「ジェットコースター擁護派!?　何その単語!?　初めて聞いたんだけど！」

「ジェットコースターを楽しめるのが普通だと思い込んで、乗れない人間を少数派だと嘲あざ笑わらう奴らの総称だ」

「嘲笑ってないけど!?」

「いや、あいつらは僕みたいな人間を馬鹿にして、迫害してくるんだ。でも、逆に考えてみろ。命のスリルを味わうだけの乗り物がどうして楽しいんだ？　人間が高いところを怖がるのは当然の本能じゃないか？　それを嬉き々きとして味わおうとする奴らの方が異常なんだ」

「う、うん。そうだね……」

「ジェットコースターが好きな人間になんの恨みがあるんだよ……」

　詩音の引いた顔と、隆一のツッコミによって冷静さを取り戻す。

　いかんいかん。つい熱くなりすぎた。

　過去に同級生に誘われて行った舞浜の遊園地で、ジェットコースターが苦手にもかかわらず、面白がられてノリで乗せまくられたトラウマがフラッシュバックしてしまった。

　あのときから僕はジェットコースターだけでなく、ジェットコースターを楽しめる人間すら恨む悲しきモンスターになってしまったのだ。

「っていうか、ジェットコースターが苦手なら先に言ってくれよ。コースから遊園地を外したのに……」

　だから、言うのが嫌だったんだ。

　僕がジェットコースターを苦手としていることを知ったら、このメンバーなら気を遣ってコースを変えてくれるだろう。

　それはなんか悪い気がする。自分のせいでみんなの遊びたい場所に行けなくなるのは申し訳なかった。

　誰かを遠慮させてしまうくらいなら、自分が我慢して苦手なジェットコースターに乗ればいい。要はこれも妥協である。

「いや、カミングアウトするタイミングがなかったというか……」

　取り繕うための方便を口にすると、隆一が気を遣った提案をしてくれる。

「どうする？　乗らないという手もありじゃないか？」

「でも……」

「苦手なら無理に乗ることないだろ。もちろん俺ら三人は乗るけどな」

　自分一人が乗らなくて済むなら、三人には迷惑はかけないし、問題はないかもしれない。

　僕の懸念を払拭する提案をしてくれた隆一に感謝したい気持ちだった。

　こういう場合は変に遠慮されるよりも、明け透けな対応をしてくれた方が助かるんだよな。

　今回はありがたくその提案に乗ることにしよう。

「じゃあ、そういう形でお願いします」

「うん。隆りゆうくんの言う通り、無理することはないしね」

「詩音もありがとう」

「それじゃあ、私も乗るのやめようかな。別に乗りたいわけじゃないし」

　せっかく話がまとまりかけていたのに、乃菜は変に気を遣いださないでくれない？　そういうのが一番困るんだから。

　確かに僕はジェットコースターの面白さがわからない人間だが、世の中には絶叫マシンを楽しめるタイプの人間がいることも理解している。

　まだジェットコースターに乗ったことのない乃菜が、そっちの人種な可能性も大いにありえた。

　せっかく自分の好きなものを知れる機会をふいにするのももったいないだろう。

　彼女には僕に遠慮せず乗ってほしかった。

「いや、お前はジェットコースター初めてなんだから、経験しておけよ」

「そう？　楽しくないって言うなら、乗りたくはないんだけど……」

「僕が好きじゃないってだけだ。詩音は好きなんだろ？」

「うん、楽しいよ！　ねえ、一緒に乗ろうよ」

「まあ、そういうことなら……」

　詩音の誘いもあってか、乃菜は渋々了承する。

　コースターが戻ってきて、二人組の大学生と思わしき乗客が降りてきた。

　赤と白の車体を眺めながら、苦手な絶叫マシンに乗らなくて済むことにほっとしていると、隆一が口を開いた。

「座り方どうする？　横に二人しか座れないっぽいけど」

　ジェットコースターを見ると、二席の組が八つほど縦に並んでいる。

　僕が抜けて奇数になったことで、誰か一人が余る計算となっていた。

「私が一人でいいよ」

　真っ先に乃菜が発言をする。すぐさま反応したのは隆一だ。

「女子同士で乗った方がいいんじゃね？　俺が一人になるわ」

「いやいや、わたしが一人でいいよ。隆くんは乃菜ちゃんの隣に乗ってあげて」

「あんまり話したことない俺が隣に来たところで、楠木も気まずいんじゃね？」

「うん」

「話を振った俺が悪いのかもしれないけど、いくらなんでも素直すぎるわ。少しはオブラートに包んでもいいんだぞ？」

　誰が一人になるか話し合いだす三人。

　譲り合いの精神は大事だが、時と場所を考えてほしい。

　コースターで待機している係員は戸惑っているし、次の乗客が来たら邪魔になってしまう。

「楠木と仲良くなりたいって言ってただろ？　これを機に仲を深めれば――」

「逆に絡みがない隆くんと乃菜ちゃんが乗った方が――」

「いつも仲良しな二人が、隣になればいいじゃない？」

「詩うたとはいつも一緒にいるし、こんなときくらい別の席でもいいわ」

「酷ひどいっ！　私のこと嫌いなの？」

「なんでそうなる!?　今、そういう流れの話じゃなくない？　ややこしくなる悪ノリやめてくれ」

「あはは。なんか昔来たときも、こうして誰が誰の隣になるか言い争ったよね。今みたいに奇数になっちゃって」

「そんなことあったか？　あんまし覚えてないけど……。って、話を逸らそうとするな」

「つい思い出しちゃって……」

「お前ら……」

　一向に話が進まない様子に痺しびれを切らして、話に割って入ることにする。

「もういい。僕も乗るよ。四人になれば問題ないでしょ」

「えっ？　乗るの？」

　乃菜が目を瞬またたかせながら振り向く。

　あどけない表情を浮かべる彼女に向かって問い返した。

「なんだよ。悪い？」

「悪いとかじゃなくて、苦手なんじゃ――」

「昔、苦手だっただけだ。今、見たらなんか行ける気がしてきた」

　全然噓うそである。今だって普通に怖い。

　だけど、僕が名乗りを上げなかったら話が纏まとまらない気がするし、何よりジェットコースター初体験の乃菜の隣を詩音たちに譲るのは惜しいように思えた。

　自分の彼女が感動的な体験をする瞬間くらい隣にいたいと思うのは彼氏として間違っているだろうか？

「僕が楠木の隣に座るから、それで丸く収まるだろ？」

「秀しゆう侑ゆがそれでいいなら、俺としては何も言わないけど……」

「うん、無理しないでね」

　みんなに心配されながら、僕はジェットコースターへと乗る覚悟を決めたのであった。







「いやぁ、楽しかったねー」

　ジェットコースターから降りた詩音が、身体からだを伸ばしながら言う。

　コースターは遊園地の内周を走るコースとなっており、僕ら四人は上下に揺られながら園内を一周していた。

　手荷物置き場からバッグを取って外へと出ると、隣にいた乃菜に感想を訊きく。

「どうだった？　初めてのジェットコースターは」

「普通だった。怖くはなかったけど、面白さもわからなかったかな。朝あさ井いくんは大丈夫だったの？」

「まあ、なんとか耐えられた」

「耐えられたって……」

　そうとしか言いようがないんだから仕方ない。

　実際、ここのジェットコースターの落ちる高さは控えめで、距離も短かったため、今まで乗ったジェットコースターの中では難易度が低めだった。

　とはいえ、僕はジェットコースターという概念自体に苦手意識を持っている。

　乗る時点で既に恐怖を覚えており、心を閉ざして無になっているうちに、いつの間にか終わっていたというのが正直なところだった。

　これでもし、もっと高い場所から落ちたり一回転するようなやつなら、ショックで気を失っていた可能性はある。

　ジェットコースターで彼女の隣に座って気絶するのはダサすぎるので、本当そうならなくて良かった……。

「その様子だと、次は絶叫系じゃない方がいいか？」

「そうしてくれると助かります」

　隆りゆう一いちからの提案に何度も首を縦に振りながら答える。

　視界の端にちらちらと映っている、乗る場所がコーヒーカップのように回るバイキングみたいなやつは絶対にいけない感じがした。

「そうなるとお化け屋敷か？　お化け屋敷はいけるのか？」

「僕をなんだと思ってるんだ。多分いける」

「多分って、確実じゃねえのかよ……」

「だって、入ったことないんだもん。お化け屋敷ってジェットコースターに並ぶ遊園地二大アトラクションぶってるけど、あんまり入る機会なくない？」

「入ったことはさすがにあるけど、気持ちはわからなくもないな。あれだろ？　水族館と動物園みたいな。ぶっちゃけ水族館の方が行く機会多いよな」

「ナイス喩たとえ！　お前は天才か？」

「……両方とも行かなくない？」

　約一名例外がいたみたいだが、その呟つぶやきは無視することにした。

　今度のデートでは水族館か動物園に連れて行ってやることにしよう。

「詩はそれでいいか？」

「オ、オバケヤシキ？」

　隆一の確認に片言で返す詩うた音ね。

　なにやら旗色が悪くなってきた。

「ああ、そういえば詩は幽霊とかビックリ系とか苦手だったな」

「苦手ジャナイヨ。ヨユウヨユウ」

　全然余裕の顔じゃなかった。ジェットコースターに乗る前の僕くらい血の気が引いている。

「どう見ても、苦手のような……」

「秀侑くんが苦手なジェットコースターに乗ったんだもん。わたしも乗らないと――」

「いやいや、無理して入ろうとしなくていいから！　僕が好きで乗っただけだし！っていうか、やっぱり苦手なんじゃん」
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「苦手じゃないよ。身体ががくがく震えて、足が動かなくなるくらいだから」

「世間一般ではそれを苦手と言うんだ」

　僕が無理をしたことで、詩音が変な義務感を抱くようになってしまった。

　こんなことになるならジェットコースターに乗らなければ良かった。後悔の念が湧いてくる。

　苦手なことに付き合わされる辛つらさはわかっているので、逃げ道を作ることにする。

「お化け屋敷以外にもアトラクションはあるし、別の場所にしても――」

「やだ。絶対お化け屋敷。お化け屋敷以外行かない」

　なんの駄々だよ。苦手なものにここまで真剣に駄々こねている奴やつ、初めて見たわ。

　こうなったら詩音は梃て子こでも動かない。

　長い付き合いの隆一もそれを知ってか確認を取る。

「そこまで言うなら入るけど、本当にいけるのか？」

「うん、なんかいける気がする。前日の夜中三時まで動画とか観みちゃって試験範囲の勉強が半分しか終わらなかったときのテスト当日に何な故ぜか湧き出てくる自信くらい、いける気がするよ」

「それはいけないやつだ」

　かなり不安な発言だったが、本人がそこまで言うのなら止められない。

　パンフレットの地図に従って、四人でお化け屋敷がある建物に向かうことにする。

　入り口でチケットを渡すと、係員に注意事項を説明された後に中へと入っていった。

　並び順は詩音と隆一が並んで前に。そして、その少し後ろに僕と乃の菜なという形だ。

　僅かな光源はあるものの、通路は靄もやがかかったように暗い。

　また暖の簾れんなどによって視界が遮られているため、先頭の詩音たちは順路を進むことですらやっとのようであった。

「もうこの時点で怖いんだけど。こっちでいいのかな？」

「多分な。このまま真まっ直すぐ進めばいいんじゃないか？」

「えっ、やだ。何、この道。絶対、お化け出てくるじゃん」

　そう言って、隆一の方へと身体を寄せる詩音。

　声も小刻みに震えており、彼女が本気でビビッてることが伝わってきた。

「うぎゃっ！　なんか出てきたんだけど！」

「おお、押してくるな」

「だって、横から出てきたんだもん！　仕方ないじゃん！」

　先頭を歩けば怖いのかもしれないが、後ろを歩くとなると正直微妙なところだった。

　先の人のリアクションで恐怖心は削そがれるし、驚かせてくるポイントが大体わかってしまう。

　どちらかというと、薄暗闇のせいで周囲がぼやけてしか見えないことの不快感の方が強かった。

　歩くペースを落としながら、斜め後ろを歩く乃菜の様子を確かめることにする。

「どう？　初めてのお化け屋敷は？」

「うーん、想像してたより怖くないかも」

「ジェットコースターといい、意外とこういうタイプに強いんだな」

「そうなのかな？　それよりちょっと前見て」

「えっ、何？　なんかいるの？」

　お化けの出現に身構えながら前を見るも、特に何も見当たらない。

　強いて言うなら、怯おびえながら隆一の腕を摑つかんでいる詩音くらいしかいなかった。

「ねえ、もう無理なんだけど！　帰りたい！」

「途中退出はできないって言ってただろ。あともうちょっとだから頑張れ」

「まだ全然歩いてなくない!?　絶対三分目くらいだよ！」

「なんでそういうところだけ冷静なんだよ……」

　何か変なところがあっただろうか？　もしかして詩音の背後に本物の幽霊が見えるとか？

　もしそうだったら、普通に怖いんだけど……。

　作り物のお化けならまだしも、心霊現象には人並みの恐怖を覚える人間だ。

　本物が出るお化け屋敷の噂うわさとか聞いたことあるし、なんか全体的に暗黒属性を纏っている乃菜だったら、霊視くらいやってのけそうな気がした。

「奈な良ら岡おかさんの腕見てみて」

「やっぱり幽霊が見えるのか？」

「は？　見えるわけないでしょ。何ふざけたこと言ってんの……。そうじゃなくて、真ま島しまくんの腕摑んでるじゃん」

「摑んでるね」

「なんかお化け屋敷っていう状況を活いかして、意図的にボディータッチしてるって感じがしない？」

「考えすぎじゃない？」

「私、ああいうの苦手……。怖がっているふりをして男の子に甘えようとするぶりっ子の女の子」

「……」

　なんか、うちの彼女が女の陰湿さを見せてきたんですけど。

　怖い怖い怖い。変な幽霊より怖いまである。

　まあ、乃菜が陰湿な性格をしているのは今に始まったことじゃない。

　人を褒めるより、僻ひがんだり貶けなしたりしているときの方が嬉き々きとしている人間だ。

　悪質な陰口を叩たたいたりせず、思ったことは直接言ってしまうタイプなので、陰湿度合いでいったら質たちはまだ良い方なんだろうけど。

「離れているからまだいいものを、詩音の前でそれ言うなよ」

「……善処する」

　善処じゃなくて約束してほしかったが、さすがの乃菜もそこまで馬鹿ではないと信じることにした。

　そんなこんな話しているうちに、いつの間にかお化け屋敷の順路は終わっていた。

　角を曲がると出口があり、暗さに慣れた網膜に光が差し込んできた。

　手でひさしを作りながら外に出ると、頭上には灰色の雲に覆われた空が。

　久しぶりの外の空気に新鮮さを感じていると、隆一が投げかけてきた。

「詩うたは結構ビビッてたけど、秀しゆう侑ゆたちはどうだった？」

「女って怖いね……」

「なんか俺に見えてないもの見えてた!?」

　なんて反応をされながらお化け屋敷を後にしたのであった。




２




　お化け屋敷の後はアトラクションを二つほど体験して、遊園地を出ることにした。

　昼ご飯にしては少し早い時間だったが、詩音がリサーチしてくれた店が歩いてすぐのところにあったので、そのままの足で向かっていく。

　その店で天ぷらの盛り合わせを食べると、時間は十二時になっていた。

　次に到着したのは浅草一の観光スポットと言っても差し支えないであろう名所、雷門だ。

　黒文字で大きく「雷門」と書かれた赤い提ちよう灯ちんや、風神像と雷神像が左右に奉られている朱色の門は誰しもが一度はテレビかなんかで目にしたことがあるだろう。

　門の周りには観光客がちらほら見受けられ、記念撮影をしている者も多い。

　例に漏れず詩音もスマホを取り出して、皆に呼びかける。

「ねえ。どうせだし写真撮ろうよ」

「おお、いいぜ」

「女子ってすぐに写真撮ろうとするよね……」

　即座に了承の言葉を述べる隆一に対して、乃菜は顔をしかめながらひと言。

　どうしてお前は黙って流れに乗れないんだ。

　女子にもかかわらず、女子の習性に苦言を呈する乃菜に呆あきれてしまう。

　普通そういうのって、男子が文句を言って女子に怒られるパターンじゃない？

　結局乃菜の発言はスルーされ、四人で記念写真を撮ることにした。

　面倒くさそうな足取りで寄ってくる乃菜を待って、雷門を背景に全員がカメラの画角に収まるよう集まる。

　詩音がスマホの画面をポチっと。カメラのシャッターが切られた。

「どう？　これ、良く撮れてない？」

　詩音はスマホの画面をこちらに見せてくる。

　写っているのは雷門をバックに、四人が身体からだを寄せ合っている写真だ。

　詩音を先頭に、その両側に僕と隆りゆう一いち。乃菜は僕の右隣に立っていた。

「どれどれ。おっ、いいじゃんか」

「でしょ？　隆りゆうくん！」

「そう？　よく見ると、朝あさ井いくんが半目になってない？」

「本当だ！　ちょっと半目になってる！　よく気づいたね」

「当たり前でしょ。こんな変な顔してたら」

「変な顔で悪かったね。言っておくけど、お前も一人仏頂面で目立ってるからな」

「二人とも、もしあれだったら撮り直す？」

「「いいです」」

「いがみ合ってたのに、そこは息ぴったりなんだな……」

　お互いに写真を撮られるのが好きでもないため、揃そろって拒否の姿勢を見せる。

　何度撮ったところで僕の写真写りが悪いのも、乃菜の仏頂面も変わらないだろうしな。

　これも一つの思い出ということで、そのままにしておくことにした。

「じゃあ、あとでメッセージグループに送っておくね」

　詩うた音ねがスマホをバッグにしまうと、四人揃って雷門をくぐることにする。

　雷門の先に広がっているのは左右一列に小店が並ぶ仲なか見み世せ通りだ。

　お土産や食べ物を売っている店が所狭しと並んでおり、有名店と思わしき店舗の前では行列もできていた。

「うわぁー、おかきだって！　美お味いしそう！　食べたい！」

「さっき食べたばかりじゃね!?」

　詩音の食欲に忠実な発言に、隆一はツッコミを入れる。

　チッチッチと舌を鳴らして、詩音は答えた。

「全然わかってないね。甘いものは別腹なのだよ。ね、乃菜ちゃん？」

「私、奈良岡さんと違って食いしん坊キャラじゃないから……」

「えっ、裏切られた!?　女の子だったら絶対わかってくれると思ったのに！」

「写真に乗り気じゃなかった時点で楠木くすのきが普通の女子じゃないってことに気づくべきだったな」

「そもそもおかきは甘いものに含まれるのかどうかについて誰か触れねえか？」

　最初の頃は乃菜の空気を読まない発言にひやひやしていたが、半日以上一緒にいたからか、会話のテンポも自然と合ってくるようになっていた。

　この東京散策を機に、乃菜には二人と友達になってほしいと考えている。

　現状で僕はささやかなフォローを入れる程度のことしかしていないが、このまま何もしないまま時間が進んでいっても、三人の仲は勝手に深まっていくことだろう。

「あっ、きびだんごもある！　どっちも食べたいかも！」

「そんなに食べて太らない？」

　まあ、発言自体は多少アウトな気がしないでもないけど。

　二人も乃菜のキャラをわかってきたのか、それが許される空気が出来上がっていた。

「ほら、今日たくさん歩くから！　それでカロリー打ち消せるんじゃない？」

「そう思ってるんだったら、奈良岡さんは食べれば？　私は食べないけど……」

「乃菜ちゃん細いんだから、ダイエットなんて考えないで大丈夫だよー」

「してないから。ただ単純に天ぷら食べた後だから、お腹なかいっぱいなだけ」

「えっ、ダイエットしてないのにそんなに細いの!?」

　両手をわきわきさせながら、乃菜へと迫っていく詩音。

　僕からすれば、詩音も充分細いように思うんだけど……。

　クラスの女子の中でもダントツにスタイルがいい方だし。

　それに乃の菜なの細さは病弱的な細さだ。

　ちゃんとご飯食べてるの？　そう心配したくなるときがある。

「詩音も全然細くない？」

「わかってないなぁ。秀しゆうくんは」

　ため息を吐つきながら、詩音はわざとらしく肩を竦すくめる。

　すかさず隆一が口を挟んだ。

「やめておいた方がいいぞ、女子のスタイルや体重の話に口出すの。大抵面倒なことになるから」

「そうだよ！　頑張って維持してこれなんだよ！　男子はそんな努力を知らないのにすぐ口出してくるんだから！」

「詩とずっと一緒にいるけど、頑張ってって言う割には馬鹿食いしているところしか見ないけどな」

「こら！　そこ！　余計なこと言わない！」

「お前も口出してるじゃんか……」

「いや、ツッコミ待ちのボケかと思って……」

　隆一は幼おさな馴な染じみにポコポコと背中を叩かれていた。

　いいなぁ。自分もポコポコ叩かれたい。今からなんか余計なこと言おうかな？

　まあ僕の場合、本当に怒らせることを言ってしまいそうだから自重しておくけど。

「もういいもん。みんながいじめるから食べないもん」

「これからスカイツリーに行くしな。その周辺にも美味しい店たくさんありそうだし、そっちで食べた方が良くないか？」

「それもそうだね！　この後のためにお腹取っておく！」

　満面の笑みで答える詩音。一秒前の食べない発言はどこいった？

　そうして仲見世通りを通り抜けると、雷門とはまた別の門が。

　雷門のように門の中心に赤提灯が垂らされているが、提灯に書かれている文字は違っていた。

　その門を潜くぐると、左手側には立派な五重塔が見える。

　正面にはこれまたテレビかなんかで見たことがある、線香が差してあって煙の立ち込める壺つぼが。

　柄ひ杓しやくで水を掬すくう場所に行って、手や口を清めると、奥にある本堂へと入っていった。

　寺に来たとあれば、もちろんお参りする流れになる。

　本堂の奥には賽さい銭せん箱ばこがあり、四人同時に並べるほどの大きさであった。

　財布から小銭を取り出し、賽銭箱に投げ入れる。

　お参りの正式な方法に自信はなかったので、とりあえずそれっぽい感じで礼をする。

　さて、何を願おうか。頭を下げきった段階で、自分が願いごとを考えていなかったことに気づく。

　世間一般の学生は、参拝でどんなお願いごとをするのか？

　部活の大会で勝てますようにとか、志望校に合格できますようにとか、その辺りが妥当なのだろう。

　だけど、僕は部活に入ってないし、現在は高校二年の夏。行きたい大学も決まっていなかった。

　日頃の悩みもこれといってないのが現状だ。

　昔は詩音に振り向いてもらえますようになんて神頼みをしたことはあったが、今は乃菜という彼女がいる。

　詩音に振り向いてほしいというよりは、詩音への恋心を諦めたい気持ちの方が強い。

　――詩音への恋心を諦められますように。

　なんて神様や仏様に縋すがるのはなんか卑ひ怯きような気がする。

　僕の中学からの片かた想おもいは自分の力で整理をつけるべきだ。

　だったら、こんなところだろうか。

　――この東京散策が無事に終わって、乃菜が詩音や隆一と友達になれますように。

　うん、しっくりくる。神様や仏様に頼むのはこれくらい実現しそうな願いがちょうど良かった。

「やけに長かったな」

　目を開けると、三人はお参りを終えて参拝の列から逸それていた。

　置いて行かれないように隆一たちの下へ小走りで駆けていく。

「そんなにたくさんの願いごとしてたのか？」

「いや、女子にモテますようにって三十回くらい唱えてた」

「へぇ……」

　横に目を向けると、冷たい視線を向けている乃菜を発見してしまう。

　しまった。恋人が傍そばにいることを忘れて、いつもの調子で適当な冗談を口にしてしまった。

「駄目だよ、秀くん。ちゃんとしたお願いをしないと。罰当たっちゃうよ？」

「うん、最低だと思う。本当の本当に」

　詩音はともかく、乃菜の目はマジだ。軽蔑の色が浮かんでいた。

　いや、違うんですって。口が勝手に動いちゃっただけなんです。

　モテモテになりたいなんて願っていませんから。本当の本当に。

「まあ、私の知ったことじゃないけど……」

　心の中の弁明は聞き入れられず、目を逸らされてしまう。

　弁明を口にしていないのだから、誤解が解けないのは当たり前っちゃ当たり前なんだけど、乃菜の冷ややかな対応に心が痛んだ。

　くそっ、二人きりの状況なら釈明できたのに……。

「ねえ、おみくじだって！　みんなでやらない？」

　そんなひと悶もん着ちやくがあった後、淀よどんだ空気を改めて、詩音が参拝列の横にあるおみくじコーナーを指差しながら言った。

「しかも、棚から取るタイプのやつ！」

　彼女のテンションが上がっているのは、おみくじが筒からくじを引いて、棒に書かれた番号の引き出しを開けるタイプのものだったからだ。

　確かにこの形のおみくじは珍しい気がする。

　最近ではお金を機械に入れると、自動的にくじが出てくるのもあるくらいだし。

　昔ながらのザ・おみくじって感じに興奮するのも理解できた。

「せっかくだし、やってみるか」

　隆一の言葉もあり、みんなでおみくじを引いてみることにする。

　料金箱に百円を入れて筒を振った。

「おっ、七十三番だ！　みんなはどうだった？」

「俺は二十番だな。秀しゆう侑ゆは？」

「なんだ。普通の五十八番か」

「なんだよ、普通の五十八番って……。普通じゃない番号があるのか？」

「いや、金色の棒が出てきたら大吉、みたいなのがあるかなって……」

「ソシャゲのガチャかよ。そんな確定演出ねえわ」

　なんてやり取りを交えながら、各々はくじに書かれた番号の引き出しを開いていく。

　紙の束から一枚引き抜くと、紙に書かれていた運勢は末吉であった。

　うーん、なんと微妙な運勢だ。リアクションに困る。

　大吉なら素直に喜べるし、凶なら凶で落ち込む素振りでもすれば場を盛り上げられるだけに残念だった。

「うわーん、最悪だよー！」

　そんなことを考えていると、横から悲鳴が上がる。

　詩音の広げる紙には凶の文字が。どうやら美味しい運勢を引いてしまったようだ。

「どんまい。残念だったな」

「そういう隆りゆうくんは何吉だったの？」

「小吉」

「また微妙なのきたな」

　そう言って、自分の末吉のおみくじを見せる。

　隆りゆう一いちは両者のくじを見比べながら言う。

「まあ、どっちも書いてあるのは、プラスのことばっかりだし運勢としては悪くないんじゃね？」

「詩うた音ねのとは違って？」

「酷ひどいっ！　秀くんがいじめてくる！」

「俺はあえて言わなかったのにな……」

　隆一の誘導にハメられていじってしまったばかりに、詩音から反感を買っちゃったじゃないか。

　抗議の視線を送っても、奴やつは涼しい顔のまま。全く自分は悪くないと言わんばかりの表情である。

　まあ、冷静に考えると誘導でもなんでもなかったので、百パーセント僕が悪いんだけどね。

「楠木くすのきは何吉だった？」

　密ひそかにおみくじをバッグにしまおうとしている乃菜に尋ねる。

　よっぽど悪い運勢だったのだろうか？　非常に気になるリアクションである。

　乃菜は折りたたんだ紙を開き直すと、静かにこちらに見せてきた。

「なんだ。大吉なのかよ」

　一番良い運勢を引いているのに、なんでサイレントでしまおうとしているんだよ。

　もうちょっと喜ぶなり、みんなを煽あおるなり、リアクションを取ってもいいんじゃない？

　せっかく会話の中心になれる話題があるのに自ら捨ててかかるのは、さすが乃菜といったところだ。

「すごい！　乃菜ちゃん大吉だったの!?」

　僕の発言を聞いて、乃菜へと駆け寄っていく詩音。

　紙を開いていた彼女は困ったように顔を背ける。

「別に騒ぐようなことじゃないでしょ。所詮おみくじなんて、ただのくじ引きなんだから。百パーセント書いてある通りの未来になるってわけじゃないんだし」

　おみくじにそれを言ったらおしまいだろう。もう少し遊び心というものを理解しておけ。

　冷めた発言をする乃菜に他の人がどんな反応をするのか心配だったが、逆に詩音は機嫌を良くしていた。

「だよねー。凶を引いたからって、悪い未来が待っているとは限らないんだから。聞いていましたか、秀くん。ちょっといい運勢を引いたからって調子に乗るんじゃないよ」

「さっきまで凶を引いて落ち込んでいた奴の発言じゃないな……」

　奇跡的に詩音と会話の波長が嚙かみ合う辺り、乃の菜なの大吉という運勢は案外正しかったのかもしれない。なんて思う瞬間であった。
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　おみくじを引き終わると、浅草寺での観光を終えることにした。

　本堂を左に出て、雷門とは別の出入口となる二天門へと歩いていく。

　二天門は雷門と比べると、だいぶ小さい朱色の門だ。

　抜けると、一般道へ。これで浅草寺の敷地からは出たことになる。

「あっ、スカイツリーだ！」

　歩道を歩いていき、交差点を右に曲がるとスカイツリーが見えてきた。

　次の目的地はあの白い電波塔そのものだ。距離的にはそう遠くないため、見える方向へ歩いていけば自然と着くはずである。

「ねえ、そういえば隆くんはさっきどんなお願いしたの？」

　歩いている道すがら、詩音が雑談交じりに隆一へと問う。

「お願いって浅草寺でのことか？」

「うん。秀しゆうくんのは聞いたけど、隆くんのは聞いてなかったなぁと思って」

「そういう詩うたは何を願ったんだ？」

　歩いていく距離は長いので、道中は雑談に花が咲くというものだ。

　僕は念のためスマホの地図アプリを開いてスカイツリーまでの道のりを確認していたので、会話には加わらないことにする。

「わたしはねー、部活の秋の大会で一回戦突破できるようにってお願いしたよ」

「一回戦突破でいいのかよ。夢はでっかく優勝とかにしないのか？」

「優勝できるほど強くないんだもん。万年初戦敗退だからね」

　右手でグーを作りながら答える詩音。

　そんなに自信満々で答えるようなことじゃないだろうに……。

　とツッコミたくもなるが、谷や津つヶが咲さき高校の部活の力の入れてなさ具合を考慮すると、一回戦突破が現実的なラインに思えてくるから不思議である。

「で、隆くんは？」

　次は隆一の番とばかりに訊きき返していく。

「俺か……。恥ずかしいからあんまり言いたくないんだけど、言わなくちゃ駄目か？」

「駄目だね」

「そこは容赦ないんだな」

　隆一は頰を搔かいて質問から逃れようとするも、詩音のきっぱりとした返答に誤魔化すことを諦めたようだ。

　肩を落として、大きく息を吐いた。

「ギターが弾けるようになりますようにって願いだよ」

「ギター!?　弾けるのか!?」

　意外な発言にスマホから顔を上げて反応する。

　隆一は苦笑いを浮かべながら答えた。

「そういう反応されるから言いたくなかったんだよ……。もちろん弾けないから。弾けないから弾けるようにって願うんだろ」

「でも、弾けるようにってことは練習はしてるってことだろ？」

「まあな。前に今はジグソーパズルじゃない別のものにハマってるって言っただろ？　それがギターってわけ」

「なるほどね。詩音は知ってたの？」

「いや、全然。全く知らなかったから驚きだよ」

「バレないように詩が家に来るときはギターを別の部屋に隠してたしな」

「酷いっ！　わたしたちの仲なのに秘密にしてたなんて！」

「だから、今言っただろ……」

　そうは言っているものの、一時は秘密にしようとしてたのは明らかだった。

　隆一のことだから、本当は知られたくなかったけど、噓うそはつきたくないから泣く泣く言ったというところだろうか。

　確かに楽器を始めるのって友達に知られるの恥ずかしそうだよな。

　僕が同じ立場でも、乃菜や隆一たちには秘密にしていたかもしれない。

「もう俺の話はもういいだろ……」

　これ以上の追及は終わりとばかりに話を打ち切る隆一。

　詩音も隆一の心情を察したのか、この件には深く突っ込まなかった。

「で、乃菜ちゃんは？」

「何が？　私はギターなんてやってないけど……」

「そうじゃなくて、何をお願いしたのって意味だよ」

　そういえばさっきの参拝で何をお願いしたか話している途中だった。

　隆一のギターを始めた話が衝撃的すぎて、僕も元の話題をすっかり忘れていた。

「何？　言わなくちゃ駄目？」

　詩音の問いかけに乃菜は顔をしかめる。

　それくらいさらっと言えばいいものを、謎の抵抗を見せるのはさすが乃菜といったところか。

「いいじゃん、教えてよー」

　詩音は乃菜の背後に寄って、両肩を揺すってみせる。

　ある程度会話を交わしてきたこともあって、親近感が増していったのか。

　スキンシップもどんどんと増している気がする。

　対する乃菜は無表情のまま揺すられながら答えた。

「やだ。言いたくない」

「なんでよー。乃菜ちゃんのケチ」

「言いたくないんだから、仕方ないじゃん」

　徹底して言いたくなそうな様子を見ると、逆にどんなお願いをしたのか興味が湧いてくるというものだ。

　詩音も好奇心が刺激されてしまったのだろう。肩を揺するのをやめて、ふふんと口角を持ち上げた。

「そんなに言いたくないって、恋のお願いだったり？」

「馬鹿じゃないの？　違うから。奈な良ら岡おかさんって頭がお花畑だよね」

「お花畑って、酷いっ！　確かによく言われるけど！」

　よく言われるのか。彼女の他人の恋バナにすぐ食いつく習性を考慮すれば、よく言われるのも納得できるけど……。

　それにしても乃菜は何をお願いしたのだろう？

　一応僕という彼氏がいる乃菜のことだ。

　前に好きな人はいないって言ってたし、本人の言う通り、恋愛方面のお願いということはないだろう。

　ここまで言いたがらない様子を見ると、お願いの内容は友達作りに関することだろうか。

　最近は素直になって、「友達はできないんじゃなくて作らないだけ」というスタンスも取っ払ったことだ。

　友達ができますように、という可愛かわいらしいお願いをしていてもなんらおかしくない。

　これで実は僕との恋人関係に不満を持っていて、恋愛方面のお願いをしてたとしたら泣いてしまう。

「で、どんなお願いごとしたの？」

「だから、言わないって」

「それくらい教えてやってもいいんじゃねえの？　言いたくない俺だって言ったんだし」

　先ほど詩音の尋問を受けた隆一までもが会話に加わった。

　二人の視線を受けた乃菜は不満そうに目を細める。

「言いたくないなら言わなければ良かったじゃん。私は真ま島しまくんと違って言わないから」

　本気で言いたくないなら、僕みたいに適当な噓を言って誤魔化せばいいものを。

　真っ正面から衝突してしまうところに、対人スキルの乏しさが表れていた。

　これくらいの強い言い方は僕なら慣れっこだし、むしろ馴な染じみ深くて心地いいまであったが、免疫のない隆りゆう一いちたちが引いてしまうのも無理はない。

　これ以上は追及しない方が良さそうだと判断して、撤退の姿勢を取る。

「まあ、そうだよな……」

「だね。スカイツリーまだ着かないかなー」

　隆一はともかく、詩うた音ねの話の切り替え方が下手だった。乃菜の目尻がぴくっと持ち上がる。

　あからさまな二人の反応に、変なスイッチを押してしまったようだ。

「言いたくないことを言わないからって、なんでそんな反応されなくちゃいけないの？」

　よせばいいのに、もう一度話をほじくり返す。

「言いたくないんだから別にいいじゃん。言いたくないことを無理して言ったってろくなことにならないんだから」

　乃菜のこの考えは過去の手痛い経験に由来しているのだろう。

　中学時代の彼女は自らがついた噓を同級生に打ち明けた結果、いじめられるようになって不登校にまで陥った。

　もしかしたら、乃菜の願いごとは隠したい家庭事情や中学時代の過去に関係するものだったのかもしれない、

「楠木くすのきの言いたいこととはちょっと違うかもしれないけど、優しい噓って言葉もあるくらいだしな。なんでもかんでも本当のことだけ言えばいいってわけじゃねえよな」

　隆一が上う手まい感じにフォローに回ってくれるが、空気を読むのが苦手な人間がここにも一人。

　いつもの自由奔放さで、何も考えずに詩音は言う。

「そう？　わたしは隠しごとされたら悲しいけどなー。隆りゆうくんには全部本当のこと言ってほしいし」

　詩音は個人的な意見として話したんだろうが、このタイミングだと聞いている乃菜としては考えを否定されたように感じるはずだ。

　すかさず嚙みついていく。

「何？　私が間違ってるっていうの？」

「そういうわけじゃないけどさ。でも、乃菜ちゃんだって、信頼していた人に隠しごとされてたらショックじゃない？」

「それはそうだけど……。でも、一般論として、言っても幸せにならない真実ってあると思う」

「もしそんなものがあっても、秘密にするよりかみんなでちゃんと話し合って、問題を乗り越えられたなら、そっちの方がハッピーじゃない？」

　乃の菜なはもちろんのこと、詩音の性格も同級生の中で見たら結構特徴的な方だ。

　乃菜が根暗の悲観主義者とするなら、詩音は明るい楽観主義者。意見が食い違うのも当然である。

　これはあまり良くない流れかもしれない。

　性格が正反対の二人。今までは奇跡的に会話が上手く嚙かみ合っていたが、ここに来て歯車がずれてしまった。

　詩音はまだ吞のん気きな表情を浮かべているが、乃菜はあからさまに険しい顔つきをしていた。

　緊迫した流れを一新するために何か冗談でも言ってみようかと思っていたところ、先に乃菜が口を開いた。

「奈良岡さんがそれ言うの？」

「どういう意味？」

　さすがの詩音もこの直接的な敵意がこもったひと言には顔が曇っていく。

　乃菜は目の前のクラスメイトの表情の変化を気にも留めず、そのまま言葉を続けていった。

「別に。深い意味はないよ。ただそこまで言うなら、奈良岡さんは隠しごとをしないんだなぁって」

「わたしは乃菜ちゃんに何かを隠して接しているつもりはないけど？」

「私に隠しごとなんていくらでもしていいでしょ。友達ってわけでもないんだし。でも、例えばそこの仲の良い朝あさ井いくんに対しても同じこと言える？」

　ここにきて僕かよ……。

　この緊迫した状況で話の矛先を向けられたことに戸惑いの感情を覚えてしまう。

　さて、突然の巻き込み事故を食らったわけだが、この悪くなった空気を放置しておくわけにもいかない。

　気難しいところがある乃菜を落ち着かせるよう説得するのは簡単なことじゃない。

　ひとまずは手を付けやすそうな詩音から宥なだめて、ヒートアップする空気を抑えていった方がいいだろう。

　そう判断して詩音の方に目を向けると、彼女の瞳には冷たい色が浮かべられていた。

「乃菜ちゃんには関係ないじゃん」

　えっ、何その答え……。どういう意味？

　まるで何か重大なことを隠しているような詩音の口ぶりに驚きが隠せなかった。

　詩音とは中学からの長い付き合いだ。

　昔から隆一と三人で遊んでいたし、同じ高校に進学して、同じクラスになった今はこうして課外活動の班も同じになっている。

　仲が良いと自信を持って言える、僕の数少ない友達だ。
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　そんな彼女が、信頼している人には隠しごとをしない方がいいと言いつつ、僕には何か隠しているときた。

　これにはショックを受けるなというのが無理があった。

　そんなに僕は信頼されていないのだろうか？

　動揺する心を置き去りにして、乃菜は追及を進めていく。

「そう言うってことは、やっぱり隠していることあるんじゃん」

「ちょっと黙ってよ」

　その嫌悪感を隠さない返答は、乃菜の発言への肯定そのものだった。

　詩音がここまで強い言葉を他人に向けて使っているのは、長い付き合いの中でも初めての出来事だ。

　そのくらい彼女の中では追及されると困る事実ということなんだろう。

　そして都合の悪いことに、僕は詩音が隠したがっている秘密の内容に心当たりがあった。

　もしかしたら詩音は、隆一と付き合っているんじゃないだろうか？

　それは中学の頃からずっと心の内に秘めてきた疑惑である。

　二人は小さい頃からずっと一緒に遊んでいるような幼おさな馴な染じみだ。

　高校になっても一緒に登下校をしているし、休み時間だって雑談をして過ごす。

　なかなかここまで仲の良い幼馴染はいないだろう。

　そんな二人が付き合っていないなんていう方がおかしいまであった。

　現に隆一は詩音が隠したがっている秘密の内容を知っているようである。

　驚くような表情も見せることなく、ただただ険しい顔つきで場を静観していた。

「何？　図星を指されたからって怒らないでよ」

　乃菜が詩音たちの抱える秘密に気づいてしまったのは、おそらく僕のせいだ。

　東京散策での二人の親密な振る舞いを目にしていたことも影響しているだろうが、一番はコース決めをするために僕の家に集まった後の帰り道で、詩音たちが付き合っているかもという疑惑を僕に聞かされたからだろう。

「秘密がいけないことみたいな言い方しておきながら、自分は友達に隠しごとをしているなんて本当に性格悪いね。見損なっちゃった」

「だから、ちょっと黙ってって言ってるじゃん。関係ないことに口を突っ込んでこないでよ」

　詩音が頑かたくなに秘密を守ろうとする原因は僕にあるのだろう。

　僕と詩音と隆一は三人組のグループとして今までやってきた。

　そんな中、三人の内の二人が付き合うようになったとあれば、残る一人の立ち位置は微妙なものへとなってしまうだろう。

　どうしても三人一緒の距離感ではいられないし、取り残された僕としても付き合っている二人に遠慮する気持ちが湧いてくる。

　徐々にフェードアウトしていって、最終的には二人と一人に分かれてしまう。なんて可能性は大いにあり得た。

　二人が付き合っていることを隠しているのも、そんな事態を考慮してのことだろう。

　事情が察せられるからこそ、僕は乃菜のように詩音を責める気にはなれなかった。

「そうだね。私は関係ないね……」

　ゆっくりと呟つぶやく乃菜。そのまま自嘲的な言葉を口にした。

「日頃から仲良くしているわけでもないし、数合わせのために班に入れられただけの部外者だもんね。奈な良ら岡おかさんが邪魔者扱いするのも当然か」

　言葉にしなくても誰しもが、この東京散策では乃菜も含めた四人組としてやっていこうと考えていた。

　にもかかわらず、詩音は乃菜に関係ないと言ってしまった。

　その発言はすべての頑張りを無駄にするものだ。

　たとえ喧けん嘩か腰ごしで迫ってきた乃菜に原因があったとしても、絶対に言ってはいけないことだった。

「なんか馬鹿らしくなってきちゃった。こんな仲良しごっこをするのも」

　乃菜は吐き捨てるように告げる。

「やっぱり私には無理だ。奈良岡さんたちと仲良くするのは。これ以上一緒にいても変な空気にさせるだけだよね」

　そう言ってバッグの肩かた紐ひもを握ると、背を向けて歩き出した。

「私は抜けるから。こっちのことは気にしないで三人で楽しんできなよ」

「それはないだろ、おい」

　こちらの制止を無視してスタスタと進んでしまう乃菜。

　そのまま交差点に差し掛かると、角を曲がって姿を消してしまった。

　マジかよ。あいつ、本当にいなくなりやがった。

　どうする？　という意味を込めて隆一に視線を向ける。

　彼は困惑の表情を浮かべながら、首を横に振っていた。

「こっちの問題もあるしなぁ……」

　詩音の方に目線を向ける。彼女は唇を嚙みしめながら俯うつむいていた。

　詩音があんなに他人に対して怒っている姿は初めて見た。

　乃菜のなんの発言がトリガーとなって彼女をそこまで怒らせたのかはわからないが、こっちもこっちでケアが必要だろう。

「僕は楠木のこと捜してくるから、詩音の傍そばにいてもらっていい？」

　詩音のことは、仲の良い幼馴染で秘密の内容も知っている隆一にフォローを任せるのが適任だろう。

　僕が彼女の隣にいても役に立たないのは目に見えていた。

「任せていいのか？」

「楠木とは委員会が同じ仲だし、宥めるなら隆りゆう一いちより僕が行った方がいいだろ」

　それに僕の彼女だし、という言葉を心の中で付け加える。

　かつての僕は傷心する乃菜を慰めることもせず、彼女の言葉に従うまま別れを受け入れてしまうという手痛い後悔を経験している。

　もう二度と同じような間違いはしたくない。

　たとえどんな状況であろうと、僕だけは一彼氏として彼女の味方をしてあげたかった。

「まあ、そうだけどな。秀しゆう侑ゆってあんまりそういうの得意そうじゃないから不安だわ」

「うるさい。余計なお世話だ」

　淀よどんだ空気を払拭するささやかなやり取りを隆一として、いなくなった乃菜を追いかけに行くのであった。




４




「やっと見つけた」

　隅田川沿いの遊歩道に着くと、制服姿の女子が手すりに肘をつきながら水みな面もを眺めていた。

　空一面を覆う灰色の雲によって、夏の日差しは閉ざされている。

　川辺を走る生ぬるい風に髪をなびかせていた彼女は、こちらの存在に気づくと低い声で言った。

「来なくて良かったのに……」

「『来なくて良かったのに……』じゃねえよ。だったら、いきなりいなくなるな」

　不ふ貞て腐くされた表情を浮かべている僕の彼女に物申しながら、ここに来るまでに上がっていた息を整える。

　そのまま川に沿うように足を進めていって、乃菜の横に並び立った。

「とりあえず居場所教えてくれてありがとうな」

「あんなメッセージが来たら教えないわけにはいかないじゃん」

　そう口を尖とがらせる彼女の右手には白いスマホが握られている。

　画面には僕とのメッセージのやり取りが表示されていた。
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　一ヶ月以上付き合ってきて、乃の菜なの人となりはわかってきたつもりだ。

　こいつは口が悪く、面倒くさい性格をしているが、根は優しい人間だ。

　そんな彼女ならこういう言い方をすれば、意地を張ることをやめて素直に居場所を教えてくれると踏んでいた。

　結果的に予想は当たって、こうして乃菜と会うことができたわけだ。

「秀侑くんって本当に意地が悪いよね」

「だって、こうでもしないとメッセージ無視し続けるつもりだっただろ？」

「そうだけど……」

　家に引きこもられたときのように携帯の電源が切れていたら詰んでいたが、この短い間で充電が切れることはまずあり得ない。

　とは言っても、メッセージ自体に気づかない可能性もあったので、そこのところはラッキーだったといえるだろう。

「ここ、いい景色だな」

　波打つ川かわ面もを眺めながら口にする。

　水はお世辞にも澄んでいるとは言えないが、川にかかった橋や川の先に見えるスカイツリーが風情を感じさせてくれる。

　一人で物思いに耽ふけるのに、ぴったりなロケーションのように思えた。

　空が晴れてなくて、この時期にしては気温が控えめというのもプラス材料だ。

「そんな話いいから。どうして来たの？」

「そりゃあ、いきなりいなくなったら捜すに決まってるだろ」

「私は抜けるって言ったじゃん。私のことなんて放っておいて三人で楽しんできなよ」

「そういうわけにはいかないだろ」

　東京散策のルールとして班員の別行動は禁止されているというのもあるし、そんなルールがなくても乃菜を一人置いていくつもりはなかった。

「なんで班からいなくなろうとするんだよ」

「だって、私がいても迷惑かけるだけじゃん」

　乃菜は手すりに体重を預けながら言う。

「勢いに任せて結構なこと言っちゃったし……。あんなギスギスした雰囲気にさせた張本人がいるわけにはいかないでしょ」

「今戻っても、二人は許してくれると思うけどな」

「嫌だよ。別にまだ奈良岡さんのこと許したわけじゃないし」

　乃菜は手すりの上に腕を組み、そこに顎を乗っける。

　頑なに目を合わそうとしない彼女に向かって、僕は言った。

「ありがとうな。僕のために怒ってくれて」

「……は？」

「大丈夫。わかっているつもりだから」

　確かに乃菜はコミュニケーション能力が壊滅的で、クラスでも浮いているような社会不適合者だが、別に怒りっぽい性格をしているというわけじゃない。

　むしろ、本質はその逆。臆病で、他人に自分の本心をさらけ出すのが苦手な人間だ。

　クラスメイトに話しかけられると無視やそっけない態度を取ってしまうのも、怒っているというわけではなく、ただ距離を取りたい故の不器用な振る舞いだ。

　僕の前で怒った素振りを見せることが多いのは、僕が彼女のパーソナルスペースにずかずかと入り過ぎているか、こいつになら強く出てもいいと見下されているからだろう。

「僕が相談したからなんだろ？　詩うた音ねと隆一が付き合ってるんじゃないかって気に病んでいることを」

「……違うから。秀侑くんはなんも関係ないから」

「だったら、なんで答えるまでに間があったんだ？」

　彼女が怒りの感情を見せたのは、詩音のあのひと言がきっかけだった。

　――もしそんなものがあっても、秘密にするよりかみんなでちゃんと話し合って、問題を乗り越えられたなら、そっちの方がハッピーじゃない？

　僕が悩みを打ち明けてしまったことで、詩音が言葉とは真逆の選択をしていることを乃菜は知っていた。

　だから、怒ってくれたのだ。秘密によって、僕が傷ついていることがわかっていたから。

　自分のためじゃなく、僕のために怒りを露あらわにしてくれた。

　その証拠に乃菜はこう言っていた。

　――私に隠しごとなんていくらでもしていいでしょ。友達ってわけでもないんだし。でも、例えばそこの仲の良い朝あさ井いくんに対しても同じこと言える？

「上う手まくいかないもんだね……」

　乃菜は手すりに手を置きながら、項うな垂だれるようにしゃがみ込んだ。

　おかっぱ頭の黒い髪が彼女の顔を覆い隠す。

「何が大吉なの……。お賽さい銭せんまで入れてお願いしたのに、全然上手くいかないじゃん」

「ずっと気になっていたんだけど、その詩音に言いたがらなかったお願いってなんだったんだ？　問題ないなら訊きいていい？」

「もう失敗しちゃったから隠す意味もないか……。秀侑くんと奈な良ら岡おかさんたちの間にある溝が解決しますようにってお願いしたんだよ」

　乃菜は諦めがこもった声で言う。

「今日の東京散策はなんとかして詩音さんたちの口から本心を訊き出して、秀侑くんが心の底から東京散策を楽しめるようにするって決めてたんだけどね……。そのためなら悪者にでもなろうって決めてたのに……。全部失敗しちゃった」

　なんだよ、それ。誰もそんなこと頼んでないじゃんか。

　僕は今回の東京散策で、自分のことは二の次でいいと思っていた。

　ただ乃菜に友達ができて、彼女がこの学校行事をいい思い出にすることができたなら、それだけで満足だと思って、フォローに徹しようと決めていたのだ。

　それなのに当の乃菜は正反対の志を掲げていた。

「そんなの上手くいくはずないじゃん……」

「そんな意地悪な言い方しないでよ！　私だって自分なりに精一杯頑張ろうとしたんだからっ！　ただやり方が最悪だったせいで、大失敗だったけど……」

「大失敗どころじゃないけどな……」

「うぅ……」

　乃菜は絞り出したように声をあげた。

　もし詩音や隆一の秘密を明らかにしたいなら、正面から訊きでもした方がもっとマシな結果になっただろうに、喧けん嘩か腰ごしで挑んでしまうという手段を取ってしまうところに乃菜の不器用っぷりが表れていた。

「上手くいくはずないってのはこっちの話だ。僕がさっきのお参りで何を願ったか知ってる？」

「モテモテになりますようにじゃないの？」

「あんなの隆一たちを誤魔化すための方便に決まってるだろ。真に受けるな」

「だって、秀侑くんならそれくらい本当に願ってそうだし……」

「僕のことなんだと思ってるんだ？」

　一応、僕の彼女なんだよな？　もうちょっと彼氏のこと信用しても良くない？

　そう文句を言いたくなる気持ちをグッと堪こらえて、正解を口にする。

「この東京散策で乃菜に友達ができますようにって願ったんだよ」

「何それ……」

「それをどっかの誰かさんが、余計な計らいをして台無しにしやがって――」

「余計な計らいはそっちじゃん。私は別にそんなこと頼んでないし」

「そうだな。なんか馬鹿みたいだな、僕ら……」

　乃菜は僕のために、詩音と隆りゆう一いちの関係の真相を暴こうと悪者を演じて。

　僕は僕で乃菜の東京散策を嫌な思い出で終わらせないよう、詩音たちを放って乃菜を追いかけて。

　お互いがお互いのために自らを犠牲にして動いていった結果、どっちの願いも叶かなわないという最悪の展開になってしまった。

「これじゃあ、共倒れじゃないか。変な企たくらみをしようとするなら事前に相談してくれない？　勝手に動かれると予定が狂うんだけど」

「それはこっちの台詞せりふなんだけど。秀しゆう侑ゆくんがお節介を焼いてくるのがいけないんじゃん」

「いや、今回のお節介は乃菜の方だろ」

　僕らは互いの顔を見合わせる。

　怒っている顔をしようとしたが、僕と似たような表情をしている乃菜がおかしくて思わず噴き出してしまう。

　同じタイミングで乃菜も笑い出した。
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「ふっ、何してたんだろうね。私たち」

「本当だよ。呆あきれて笑っちゃうわ」

「変なところで気が合っちゃったね……」

「似た者同士で付き合うのも、こういう弊害が起こるんだな」

　盛大なすれ違いに、二人して頰を緩める。

　今回の東京散策は僕らにとって散々な目であった。

　乃菜は詩音と喧嘩して班に居づらくなるし、僕も僕でせっかく詩音や隆一と一緒の班になれたのに、二人との間にさらに距離を感じる羽目となった。

　だけど、不思議と嫌な感じがしないのは、乃菜が僕のためを思って行動してくれたという事実があったからだ。

　誰かに思われるというのは、ここまで心を満たしてくれるものなのか。

　詩音たちの取った対応には傷つくところもあったけど、それを上回る優しさを乃菜から受け取ることができた。

　乃菜もこのやり取りで、僕と同じような温かい気持ちを感じていればいいのにと思う。

「また秀侑くんにお返しできなかったね」

　ひとしきり笑い合った後、乃菜が口を開いた。

「お返し？　なんのこと？」

「私が学校に行かなくなったとき、家に来て呼び戻してくれたでしょ？　今回こそはそのお礼をしたいって思ってたのに失敗しちゃったなぁって」

「そんなことに恩を感じなくていいのに」

　しょんぼりと首を垂らす彼女を一笑に付す。

「それにお返しなら成功してるよ。乃の菜なの優しさは充分伝わってきたし」

「結果は散々だったのに？」

「結果なんてどうでもいいよ。大事なのは気持ちじゃない？」

「私としては結果も伴いたかったけどね。フォローありがとう」

　波打つ濁った川を背景に、乃菜は顔をほころばせる。

　太陽は未いまだ雲に覆い隠されている。湿った風が僕らを無視するように通り過ぎていった。

「そういえば、隆一たちに連絡しないとな」

　ポケットからスマホを取り出す。画面にはこちらの動向を心配するメッセージの通知が何件も来ていた。

　彼らを安心させるためにも乃菜と合流できた旨を伝えたかったが、勝手に連絡を取られるのもいい気分がしないだろう。

　念のため確認を取っておくことにする。

「乃菜と合流できたこと伝えてもいいか？」

「まあ、いいよ」

「そうだ。これからどうする？」

「どうするって？」

「詩音たちのところに戻るかどうかってことだよ」

「あー、そうだね……」

　乃菜は忘れていたとばかりに視線を逸そらす。

　言い争いが起こって班の雰囲気が最悪になってしまったからといって、東京散策はそのまま終わってくれるわけじゃない。

　現在の時間は午後一時。解散時間が五時半なことを考えると、まだ折り返し地点ともいえる時間帯だ。

　僕らの都合を無視して、今日という日は続いていく。

「あんなことを言った手前、正直私としては戻りたくない気持ちでいっぱいだけど……」

　そう前置きをして、乃菜は言う。

「戻ることにするよ。秀侑くんが今回の東京散策を楽しみにしていたのは知っているし、このまま戻らないって我わが儘ままを言って迷惑かけるわけにはいかないしね」

「そうか。わかった」

　乃菜の気持ちが知れたところで、隆一と詩音との三人のトークグループにメッセージを送ることにした。

　文章をすべて打ち終えると、画面を落としてスマホをポケットに戻した。

「じゃあ、東京散策後半戦も楽しみますか」

「奈良岡さんたちどこいるって？　別れた場所にいるの？」

「さあ？」

「『さあ？』って……。居場所訊いてないの？　もしかして向こうがこっちに来てくれるの？」

「何、言ってるんだ？　詩音たちとはこれから別行動だぞ？」

「は？」

　目を瞬またたかせる乃菜に向かって、ポケットに入れたスマホをもう一度取り出し、隆一に送った文章を見せることにした。

「今さっき、午後は別行動しようってメッセージ送ったばかりだから」

「えっ、何してるの!?　私は戻ってもいいって――」

「でも、戻りたくはないんだろ？　だったら、無理して戻ることもないでしょ。午後は二人で好きなところ回ることにしようよ」

　先ほど彼女の気持ちは確かめたところだ。

　――あんなことを言った手前、正直私としては戻りたくない気持ちでいっぱいだけど……。

　乃菜がそう言うのなら、その思いを尊重してあげたい。

　彼女の気持ちを無視して、無理に詩うた音ねたちと引き合わせようとしたことが午前中の失敗だった。

　だったら、午後はその反省を活いかして行動すべきだろう。

「せっかく奈良岡さんたちと同じ班になれたんでしょ!?　それなのになんで自分から台無しにするの!?」

「いや、今から戻っても気まずいだけじゃない？　乃菜は当たり前だけど、僕だってなんか隠しごとされてるみたいだし。一緒に回ってもぎくしゃくするだけかなぁって」

　別に秘密をひた隠しにしている詩音や隆一に反感を覚えているわけじゃない。

　誰だって秘密の一つや二つはあるものだ。それこそ僕にだって。

　姉にまつわる家庭環境の崩壊についての話は隆一たちにしたことがなかったし、それこそ乃菜と付き合っていることだって隠している最中だ。

　人間、知らない方がいいことはある。

　隆一たちがそうだと判断したのなら、秘密を無理に暴くつもりはなかった。

　だけど、論理と感情は別だ。わかっていても、折り合いがつかないものはある。

「だったら、気兼ねなく一緒にいられる乃菜と行動した方がマシなんじゃないかなって思ったわけよ」

「本気なの？　私に遠慮しているわけじゃないんだよね？　本当にそれでいいの？」

「ああ。言っただろ？　人生はつまるところ妥協だって。どうせ戻ったって、隆一たちとの溝がなくなって、乃菜も詩音と仲直りをして友達になれるなんていう完璧な結末は待っていないんだ。だったら、そんな妥協案もありかなって」

　叶う保証のない理想を追い求め不幸になるくらいなら、たとえ理想通りにいかなくとも幸せな未来の方がいい。

　そういった考えの下、僕は生きている。

　成功したときのことより、失敗することを考えてしまう自分は悲観主義者なのだろう。

　だけど、そんな悲観主義者だからこそ見つけられる人生の喜びもある気がした。

「それに妥協案って言ったけど、案外乃菜と二人で東京の街を回るのも悪くない考えだと思うんだよ。だって、デートみたいで楽しそうじゃない？」

「私も楽しそうだとは思うけど……。いつものデートと一緒になっちゃうし、せっかくの学校行事なのに秀侑くんに悪いかなぁって……」

「わかってないなぁ、お前は」

　大おお袈げ裟さに肩をすくめて言ってみせる。

「せっかくの学校行事だからいいんじゃん。学校をサボって恋人とデートをする。そのスリルと背徳感が非日常性を演出して、雰囲気を盛り上げてくれるんじゃん」

「何、馬鹿なこと言ってるの……って呆れたいところだけど。少し理解できちゃう自分が悔しい」

　どうやら乃菜も僕の言いたいことはわかってくれたようだ。

　今すぐ手を伸ばして、目の前の同志と握手したい気分だった。

　似た者同士が付き合う弊害はついさっき身をもって味わったわけだが、こういうときばかりは似た者同士で良かったと思う。

「恋愛小説とかでもよくある展開だしね。それこそ『終わる世界で何度も君と恋をする』もそんな感じだったよね」

「前に映画で観みて、乃菜が本まで買ってくれたやつな」

　初めて一緒に映画を観て、プレゼントまでしてもらった、僕にとって非常に思い出深い作品である。

　あの後、図書室で読んだ原作の感想を伝えたら、数十分マシンガントークに付き合わされたのは記憶に新しかった。

「うん。あれは学校の授業をサボって、遠くに行ったりする感じだったけどね」

「じゃあ、今度授業サボってどこか遊びに行く？」

「いや、あれは物語の中だからできるんで、現実で学校をサボったら家に連絡くるでしょ」

「僕の家は連絡来ても大丈夫だから」

「うちは大丈夫じゃないんだけど？　おじいちゃんとおばあちゃんに変な心配かけちゃうから」

「そこは心配いらない。ほら、僕って乃菜のおじいちゃんとおばあちゃんに面識あるでしょ？　お宅のお孫さんとデートさせていただきますって事前に伝えておけば大丈夫じゃない？」

「むしろ、心配でしかない……」

　良い案だと思ったのだが、残念なことに乃菜はあまり乗り気じゃないようだ。

　まあ、今度乃菜のおじいちゃんとおばあちゃんに内密に話をつけておいて、急に授業をサボって外に連れ出すっていうサプライズをやるのはありかもしれない。

「っていうか、今話してて思ったんだけど、奈な良ら岡おかさんたちと別行動すること先生にバレたらマズいんじゃない？　朝の朝礼でも班分かれるの禁止って散々言ってたし……」

「バレなきゃいいんだよ、そういうのは」

　注意するってことは僕ら以外にも同じようなことをしようとしている生徒が毎年いるってことだ。

　東京は広い。教師の目がすべて行き届くわけもない。

　有名な観光スポットにはチェックポイントとして教師が配置されているが、そこさえやり過ごせられれば、班を分かれて行動してるのがバレることはないはずだ。

「バレたらどうするの……」

「そのときはそのときでこっぴどく怒られればいいんだ」

「秀しゆう侑ゆくんって意外に悪わるだよね……」

「乃菜が真面目すぎるんだ」

「でも、奈良岡さんたちが見つかっちゃったら？」

「そのときには詩音たちにもこっぴどく怒られてもらおう」

　巻き添えにしてしまうことは忍びないが、元はといえば詩音たちの方にも原因はあるのだ。

　そのくらいの被害は甘んじて受け入れてもらうことにしよう。

　あの二人なら怒られるくらいのことで僕を責めたりしないだろうという確信もあった。

「それじゃあ、二人で回るんでいいか」

「……うん。秀侑くんがそれでいいなら」

　乃菜はゆっくりと頷うなずいた。

　こうして東京散策の午後は二人っきりのデートへと成り代わった。

「で、どこ行くの？　決めたコースは回らないってことだよね？」

「そのつもりだけど。隆りゆう一いちたちと鉢合わせするのも気まずいしな」

　さらに言うなら、他の知り合いに見つかるのも避けたいところだ。

　せっかくのデートの時間なのだ。クラスメイトに目撃されて、冷やかされて変な空気になるみたいな展開は避けたいところだった。

「そうだ。一つ気になる場所があったんだけど――」

「何？」

「さっき水上バスって看板見つけたんだけど、乗ってみない？」

「それっぽいの、さっき川通ってたかも。透明のドームみたいな船」

「ますます興味出てきたんだけど。乗ってみようよ」

「うん、私も乗ってみたいけど。一体、どこに向かう船なの？」

「さあ？　どこ行っても面白そうじゃん」

「東京を離れちゃったらどうするの……。秀侑くんって本当適当なんだから」

　これくらい適当でいいのだ。きっと乃の菜なとなら、どこに行っても楽しめる。

　たとえ太平洋だろうと、名もなき島だろうと、海の向こう側の国だって。

　こうして僕らは東京散策の時間が終わるまで、二人だけの時間を過ごすことにした。
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「なあ、勉強の進捗状況はどうよ？」

　七月の頭の東京散策が終わると、一学期も終わりに近づいて期末試験の時期がやってきた。

　テスト開始は来週の頭と試験まであと一週間ない計算だ。

　ついこの前まで中間試験をやっていた気がするのに、気づいたらまた新しいテストが待っているときた。

　どうして学生という身分はこう勉強に追われっぱなしなのだろう。

　学業が本分だからと言われてしまえば言い返す術すべはないのだが、それでも腑ふに落ちないものはあった。

「まあ、そこそこって感じ？」

　今は二限目と三限目の間の休み時間。

　隆一の問いかけに平然とした態度で答えることにする。

　東京散策では乃菜と詩音のトラブルにより別行動をしたものの、その後も二人との交流は続けていた。

　そもそも東京散策の終了時には班ごとに点呼を取る必要がある。

　最後まで班が分かれたままだと教師にバレてお[image: ]りを食らってしまうため、スマホで連絡を取って合流するほかなかったのだ。

　そのとき詩音は乃菜に謝っていたが、秘密に対しての言及はなかった。

　そのまま共に帰路につき、翌日には秘密の存在が明らかになる前と同じような学校生活が待っていた。

　結局、現実は何も変わらないのだ。

　二人が何か隠しごとをしているからといって、それを突つついてすべてを明らかにする勇気は僕にはない。

　詩音たちも同じだ。秘密を打ち明けて、今までの関係が変わってしまうことを恐れている。

　だから、僕たちは三人の間に横たわる溝をなかったことにして、今までと同じような日常をなぞることにした。

　もちろん口裏を合わせたわけじゃない。

　口裏を合わせるということは、秘密の存在を認めることと同義である。

　そんな直接的な解決手段を取れるわけもなく、僕らは示し合わせたかのように三人の間に漂う違和感に見て見ぬふりをしていた。

「いいなぁ、私はまだぼちぼちって感じだよ」

「そこそことぼちぼちってあまり変わらなくね？」

「違いがわからない男だねー。秀しゆうくん言ってやりなさいよ」

「いや、僕もわからないんだけど……」

　いつもと変わらないやり取り。

　そのはずなのに虚むなしさを感じてしまうのは、僕自身の心境の変化によるものだろう。

　あんなに楽しかったはずの二人との会話が今は息苦しい。

　冗談を言い合っていても、裏があるんじゃないかとどこか勘ぐってしまう。

　実は僕のことを友達だと思ってないんじゃないだろうか？　本当は邪魔者だと思っているんじゃないだろうか？

　そんな考えが過よぎってしまい、心の底から笑うことができない。

　きっと三人の仲を一番信用していないのは、詩うた音ねでも隆一でもなく僕なのだ。

　中学の頃から二人と幼おさな馴な染じみではないというコンプレックスを抱き続け、現在に至るまで三人の間の友情を信じられないでいる。

　だから、たかが一つ秘密ごとがあるというだけで、こうも心が揺らいでしまうのだ。

　詩音や隆一は悪くない。悪いのは二人のことを信じることができない僕自身だ。

　誰だって秘密の一つや二つはあって然しかるべきなのだから。

　裏切られたなんて感情を抱くのはなんともおかしい話だった。

「そうだ。秀侑は今週の土日はどうなんだ？」

「どうなんだって？」

「詩うたといつもの勉強会やろうとしているんだけど、来られるのかって話だ」

「ああ、なるほどね……」

　突然の提案につい言葉が詰まる。まさか勉強会に誘われるとは。

　よくよく考えたら、今までと同じような仲を装っているんだから誘われて当たり前だ。

　それにもかかわらず勝手にないものだと考え、前回のように休日には乃菜との勉強会の予定を入れてしまった。

　完全にこちらのミスである。

「ごめん。今回も実は用事があって――」

　両手を合わせて二人に頭を下げることにする。

「えー、またー？」

「まあ、僕も巷ちまたの女子高生に人気だからな。そう簡単に予定が空いてないんだよ」

「その巷がどこ統計なのかは気になるところだが、空いてないんじゃ仕方ねえな。次のテスト前は空けとけよ」

「うん、そうしとくよ」

「絶対だからね！」

　断ったにもかかわらず、相変わらず隆一と詩音は優しい対応をしてくれる。

　そんな二人の言葉が社交辞令に感じてしまう辺り、僕の心は捻ひねくれているのだろう。

　今は二人とのどんな些さ細さいなやり取りでも、裏があるように思えてしまう。

　すべての言葉が噓うそに思えて、何を信じていいかわからない。

　そして、親友の言葉すら信じられない自分自身に一番嫌気が差す。

　これは乃菜との勉強会の予定を入れておいて正解だったかもしれない。

　こんな何気ないやり取りに動揺してばかりじゃ勉強が手につくわけもなかった。

　数学の公式や英単語が頭に入らず試験当日に悲惨な目に遭うくらいなら、二人との勉強会は断った方がいいように思えた。

「あと、テスト終わりのお疲れ様会をするための予定は空けといてよ？」

「もうテスト終わったときのこと話すなんて、詩はお気楽だなー」

「だって、なんか忙しいみたいだから、先に言っておかないとって」

　こうして変な配慮させてしまうことにも心苦しさを覚える。

「まあ、そのとき予定が空いてたらね」

　それにもかかわらず、誘いに乗る勇気が湧かなくて中途半端な答えしか口にできないのだから救いようがなかった。

「行けたら行くってやつじゃん。それ行かないやつだよね？」

「そうとは限らない。行けたら行くだからな。その日になってみないとわからない」

　とか言いつつ、その日になっても行かないんだろうなという予感があった。

　結局、僕は弱い人間なのだ。

　これ以上詩音や隆一に近づいて傷つくくらいなら、二人と適度な距離を保って、傷つくことのない日常を歩みたい。

　人生はつまるところ妥協なのだ。すべてが思い通りに上う手まくいくはずもない。

　僕は二人と友達で居続けられるなら、それだけで満足だった。

「お前なぁ……」

　隆一の呆あきれ声ごえを耳にしながら、心では別のことを考えていた。

　そうだ。試験が終わったら、乃菜とテスト勉強お疲れ様会を開くのもありかもしれない。

　共に孤独な者同士、手を取り合って寂しさを紛らわせてもバチは当たらないだろう。

　きっと付き合う前の乃菜も同じような気持ちだったのだろう。

　一人ぼっちでいるのは辛つらくて、苦しいことだ。

　人間、誰からも必要とされないのが一番心に応える。

　誰でもいいから、どんな形でもいいから助けが欲しい。

　そう考えてしまうのは自然なことである。

　だから、乃菜は妥協をして、僕と付き合うことにしたのだろう。

　別に僕は誰でもいいから乃菜を誘おうだなんて酷ひどいことを考えているわけじゃない。

　でも、自分が孤独になって初めて、彼女が僕なんかを彼氏に選んだ理由が理解できた気がした。

「ちゃんと予定空けとけよな。二週間くらい前から予約してるんだから」

　そんな隆一の発言もふざけ交じりに受け流すことにする。

「何を言っているんだ。バイトのシフトだって一ヶ月前には出すものだろ。二週間じゃ短いくらいだ」

「忙しいってお前もしかしてバイトしてたのか？」

「いや、してないけど。そもそもうちの学校バイト禁止じゃん」

「そうだけど……。じゃあバイトのシフトが一ヶ月前に出さなきゃいけないってどこから出てきたんだ？」

「いや、姉さんが大学生だから、その話を聞いたときに――」

「あれ？　秀しゆう侑ゆも姉ちゃんいたんだっけ？」

　しまった。家庭内の複雑な事情を悟られないために、隆一たちの前では姉の存在を隠していたんだった。

　電話越しでの約束もあり、この前珍しく姉の家に遊びに行ってしまったばかりに、不用心にも姉にまつわる話題を出してしまった。

　乃の菜なの前では姉の存在を隠さないでいいというのも、気の抜けていた要因だった。

「まあ、その話は置いておいて。今はどうして日本史の鈴すず木き先生の授業はあんなに眠くなるのか話している途中だろ？」

「全くそんな話してねえけど!?」

　こうやって強引に話題を逸そらして、姉のことを隠し続けようとしている時点で、秘密を明らかにしようとしない詩音たちを責める権利はなかった。

　キャラにそぐわない過去を知られることで、自分が仮面を被かぶって接しているのを知られるのが怖い。

　本当は陽気な性格なんかじゃなく、卑屈な人間だということが明るみになり、二人からの視線が変わってしまうのに耐えられない。

　結局僕という人間は、どこまでも友達という存在を信用していなかった。

「えっ、もしかして私も間違ってた!?　今、鈴木先生の話してたと思ってたんだけど!?」

「詩なぁ……。お前の口から鈴木の『す』の字も出てなかったじゃねえか」

「そうだったっけ？」

　幸いにも詩音が乗ってくれたことで、姉の件や期末試験お疲れ様会の件から話が逸れてくれた。

　このまま追及されていたら、更なる不信感を二人に与えていた可能性もある。

　隆りゆう一いちには悪いが、ここは詩音のアシストに乗っかって有う耶や無む耶やにさせてもらおう。

「話は戻るけど、なんで鈴先の授業ってあんなに眠くなるんだろうな」

「戻ってねえけど!?」

「私は教師は表の顔で実は催眠術師だったに一票！」

「催眠術師なのは百歩譲って納得するとして、授業中に生徒を眠らせる意味は!?」

「そりゃあ、大人数の前で注目されながら授業するのが恥ずかしいからだろ」

「そんな奴やつ、教師やめちまえ」

「やめちゃえなんて酷い。鈴木先生いい先生なのに」

「そうだったらって話だからな。本当に思っているわけじゃねえから」

　なんていつも通りのようなやり取りに戻って、短い休み時間を終えたのであった。
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　長い一週間も後半に差し掛かった木曜日の午後。

　月曜から始まった期末試験も終盤戦へと移り、残る科目も明日の化学と現国の二科目となった。

　あと二科目と考えれば気分は楽になるが、ここで油断して手を抜くと足元を掬すくわれる可能性がある。

　残る二科目の追い込みをかけるためにも、僕と乃菜は学校終わりに一緒に勉強をしていた。

　場所は毎度恒例となる僕の家でも良かったのだが、この前の日曜日も家で勉強会をしていたため、気分転換がてら喫茶店に変えることにした。

　学校の人や昔の知り合いに出くわさないようにと、両者の家や学校の近くでない喫茶店を探さなければいけないという面倒くさい工程はあったものの、見つけた店の雰囲気が良く、混雑もしていなかったため場所としては満足であった。

「あーっ、もう疲れたー」

　化学の参考書の問題を丸付けしていると、対面の乃菜が声をあげる。

　丸付けする手を止めて、机にぐでーっと倒れ込む彼女に目を向けた。

「また集中切れたのか？」

「だって、もう一週間以上勉強漬けだよ。体力の限界」

「その気持ちはわかるけど、机は揺らさないでくれ。丸が変な形になっちゃったじゃん」

「あっ、ごめん……」

「そこは素直に謝るんだな」

　いつもはああ言えばこう言うくせに急に真面目に謝らないでくれ。こっちとしても冗談で難癖つけているんだから。

　乃菜は上目遣いになりながら言う。

「ノートを綺き麗れいに取りたいタイプだったら悪いかなって」

「僕のノート見て、そんな風に思える？」

「うーん、前にノート貸してもらったときは読みにくい場所たくさんあったかも……」

「今度から学校休んでも絶対ノート見せてやらないからな」

「急に罠わなしかけてくるのやめてくれない!?」

　自分から振っておいてなんだが、そこは否定してほしかったというのが面倒くさい心情である。

　ボールペンを置いて、卓上のアイスコーヒーに手をつけた。

　僕としてもちょうど解いた問題の丸付けが終わったところなので、一区切りついた形である。

　息抜きがてら雑談に付き合うことにした。

「どう？　今回のテストいけそう？」

「良い点数取れるんじゃない？　誰かさんに前回よりも手厚く勉強させられているし」

「だからなんで恨み言風なんだよ……」

　乃菜の勉強嫌いは今に始まったことじゃないが、毎回そう言われてしまうと誘っているこちらとしても要らぬ世話だったんじゃないかと不安になってしまう。

　やっぱり迷惑だったかなと心配していたところ、乃菜が尋ねてきた。

「っていうか、秀侑くんは大丈夫だったの？」

「何が？　試験の手応え？」

「そうじゃなくて、今日も私と勉強することになっちゃったじゃん」

「もしかして、学校が終わった後まで顔を合わせるのは鬱陶しいと思ってる？」

「彼氏にそんな酷いこと思ったりしないから」

　そのひと言にほっとしていると、乃菜は続けた。

「そうじゃなくて、日曜も勉強に付き合ってくれたのに今日まで私に付き合わせちゃって悪いかなぁって」

「悪いも何もこっちから誘ったんだから心配することないだろ。大体こういう試験最終日前って一人で勉強しようとすると身が入らなくて、次の日の結果が散々になるんだよな。だから、誘ったら必ず来てくれるのはありがたいくらいだ」

「誘ったら必ず来てくれるって、もしかして私のこと暇人だって馬鹿にしてる？」

「おい、被害妄想やめろ」

　馬鹿にしているわけではないが、内心で思っているのは事実であった。

　乃菜はストローに口をつけ、冷たいココアをすすった後に言う。

「でも、日曜日は真ま島しまくんたちからの誘いを断って私と勉強したでしょ？　今日は真島くんたちの方を誘っても良かったんじゃない？」

「いいんだよ、隆一たちの話は」

「もしかして、あの日から気まずいままなの？」

　急所を突く質問に言葉が詰まってしまう。

　乃菜の指摘は何も間違っていない。僕は東京散策の日から隆一たちとの会話に気まずさを感じている。

　だけど、それを素直に認めたくない自分もいて、捻ひねくれた答えで返してしまう。

「別に普通だよ。誰かさんみたいに喧けん嘩かをしたわけじゃないし、今まで通り接しているつもりだ」

「そう？　傍はたから見ると、少し距離を置いているように見えるけど。休み時間も他の人のところに行くことが増えてない？」

「人のこと良く見てるんだな。ストーカーか？」

「心配して言ってるのにそうやって茶化すんだ。最低」

「ごめんなさい……」

　むくれっ面を浮かべる乃菜に頭を下げることにする。

　まさか傍から見ている彼女に違和感を抱かせてしまうとは。

　これはもしかすると、当事者である隆一たちにまで距離を取っていると察知されている可能性はある。

　今後は露骨な行動を控えた方がいいかもしれないと考えていると、乃菜が口を開いた。

「やっぱり私のせいだよね……」

「なんでしょんぼりしているんだ」

「だって、余計なことを奈な良ら岡おかさんに言っちゃったから、秀侑くんが気まずさを感じるようになったわけで――」

「いやいや、乃菜は何も悪くないから」

　俯うつむく乃菜に、手を扇あおいで言う。

「乃菜は僕のためを思って言ってくれたわけだろ？　それに気まずさを勝手に感じるのは僕の方だ。罪悪感なんて覚える必要は全くないでしょ」

「でも――」

「でもも何もあるか。百対零で悪いのは僕だから。そういう反応されるのが一番困るからやめてくれ」

　残りのコーヒーを飲み干すと、未いまだに顔を曇らせている乃菜に言ってやることにした。

「それに隆一たちと遊ばなくなったってこうして乃菜がいるんだ。案外現状も捨てたもんじゃないだろ？」

　隆一や詩うた音ねと距離を取るようになっても、今の僕は一人じゃない。

　孤独な者が手を取り合う異質な恋人関係。その恩恵を目一杯享受しているともいえる状況だ。

　こればかりは乃菜と付き合う判断をした過去の自分を褒めたいくらいであった。

「散々乃菜のこと友達いないとか言っておきながら同類になっちゃったな」

「いや、秀しゆう侑ゆくんは他のクラスメイトとも普通に話しているじゃん。私とは全然違う世界の人間でしょ」

「悲しいこと言わずにそこは同意してくれよ」

　あまり雑談に興じていても、勉強会を開いた意味がなくなってしまう。

　ここらで勉強を再開した方がいいだろう。

　シャーペンを手に取り、参考書のページをめくることにする。

「そうだ。スマホ貸してくれない？」

「また？」

「さっき問題解いてて疑問に思った箇所があったからさ。ネットで調べたいなぁって」

「自分のスマホ持ってるでしょ？　そっち使ってよ」

「いや、僕のスマホは勉強に集中するために電源落としてるじゃん。またつけるの面倒だからお願い」

「はぁ……勉強に支障きたしているんだったら、もう電源つけなよ」

　両手を合わせて頼み込む僕に、乃の菜なは大おお袈げ裟さなため息を吐ついて答える。

　今日のこの勉強会が始まってから、このスマホを借りようとするくだりも四回目だ。

「はい。次頼んできたら秀侑くんのスマホ、一週間没収するからね」

　毎度呆あきれられながらも、こうして律義に自分のスマホを差し出してくれる辺り、彼女の優しさが滲にじみ出ていた。

「ありがとうございます」

　感謝の言葉を述べながら、乃菜からスマホを受け取る。

　側面のボタンを押して画面をつけると、中央には何件かの通知が来ていた。

「うわっ、乃菜のスマホにメッセージの通知が来ている!?」

　驚きながらもプライバシーを考慮して、中身を見ないよう咄とつ嗟さに画面を伏せた。

「あのね……メッセージが来ただけで驚くって人に失礼だと……えっ、本当に!?」

　僕同様に乃菜も驚きの声を上げていた。

「もしかしておじいちゃんとおばあちゃんから？」

「いや、二人ともまだガラケーだよ？　メールしか使えないから……。本当にメッセージアプリの通知だった？」

「じっくりとは見てないから確信はないけど、色的に多分……。あっ、わかった！　企業の公式アカウントだ！」

「そういうの登録してないから。というか、さっきから失礼のオンパレードすぎない？」

　少し調子に乗りすぎたかもしれない。

　ごめんごめんと謝りながら乃菜にスマホを返すことにする。

　彼女は返ってきたスマホの画面を確認すると、眉をひそめながらじっと固まっていた。

　何か問題があったのだろうか？　反応が気になって尋ねることにする。

「誰からだった？」

「奈良岡さん」

「マジ？」

　予想外の人物の名前が出てきたことに驚きが隠せない。

　一応乃菜もクラスのメッセージグループには入っているし（というか勝手に入れて怒られた）、東京散策の班を組むときも四人のメッセージグループを作ったため、詩音は乃菜の連絡先を知っている。

　だけど、そもそも二人は気軽にメッセージのやり取りをするような仲ではない。

　この前の東京散策であんなことがあった手前、メッセージの内容に不安を覚えてしまう。

「どんな内容？」

「待って。今、詳しく見てるから」

　乃菜は画面に顔を近づけながら、人差し指でスクロールしていく。

　真剣な眼まな差ざしを向けている姿についからかいの言葉が出てしまう。

「この前盛大に喧嘩してたし、果たし状的な？」

「あながち間違いじゃないかも……」

「間違いじゃないの!?」

　まさかの答えに僕としても声を張り上げてしまった。

　マジか。冗談のつもりだったのに真実を言い当ててしまったとは。

　果たし状を送りつけられるくらい詩音の恨みを買ってしまった彼女に同情を禁じ得ない。

「どうして目を瞑つぶって両手を合わせてるの？」

「ご愁傷様だなって。さすがに現役バスケ部で運動神経も良い詩音には、運動音痴な乃菜もボコボコにされるでしょ」

「奈良岡さんってそんな拳で解決するような武闘派だったの!?　あのね、勘違いしてるから。果たし状は盛った表現で、実際はテストが終わった日の放課後会って話したいっていう内容がきてるだけ」

　なんだ。本物の果たし状じゃなくて良かった。

　詩音が殴り合いの喧嘩をするなんて話は聞いたことないし、喧嘩っ早い性格でないことも知っているので、そこまで心配していたわけじゃないんだけどね。

「絶対この前の東京散策の件絡みだよな……」

「だろうね。文脈的には謝りたいみたいなこと書いてあるけど、正直今さら掘り返されても困るっていうか……」

「呼ばれたものは仕方ないから、大人しく従っておけ。僕は家に帰って、ベッドでゴロゴロしながら報告待ってるから」

「いや、秀侑くんも来るみたいなこと書いてあるよ？」

「なんで!?」

　実際に詩音から来たメッセージを見せてもらうことにする。

　確かに東京散策のメンバーで集まるみたいなことが書いてあった。

「そんな話、一度も聞いてないんだけど!?」

「秀侑くんの方にもメッセージ来てるんじゃないの？　電源消してるから気づかなかっただけで」

「それだ」

　まさか勉強に集中するためにスマホを消していた弊害がこんなところに出てくるなんて。

　急いでバッグからスマホを取り出し、電源をつけることにする。

「遅いっ！　なんでこういうときすぐに起動してくれないんだよ！　誰だよ、スマホの電源切ったやつ！」

「自分でしょ」

　乃菜の冷静なツッコミは無視することにした。

　スマホの電源がつくと、すぐにメッセージアプリを立ち上げる。

「本当だ。来てた」

「なんだって？」

「こっちの方は『期末試験お疲れ様しよー！』だって。東京散策のメンバーで」

「微妙に誘い文句が違うね……」

「いや、でも『大事な話があるから絶対来てね。絶対絶対ぜったーいだからね』って付け加えられてるわ」

「行くの？」

「行きたくないけど、追伸で『来ないと一生恨むから』って書いてあるんだけど……」

「行くしかないね……」

「だな……」

　人の予定を全く考慮していない強制的な誘いだった。

　期末試験が終わったら乃菜とでもお疲れ様会をやろうかと思っていたが、当の乃菜も予定が埋まってしまったとあれば仕方ない。

　僕も一生恨まれては困るので、行く方向で話を進めることにする。

「とりあえず誘いには乗るけど、大事な話ってなんなんだろうな……」

「やっぱり秘密にしていること関連の話なんじゃないの？」

「なのかな？」

　自分としても咄嗟に思いついたのはそのことだったが、乃菜と喧けん嘩かしてまで詩音が言いたがらなかった秘密である。

　そう簡単に心変わりして打ち明けてくれるのかは疑問なところだ。

「もちろん乃菜も来るよな？」

「えっ、どうしようかな……」

　こちらの問いかけに逡しゆん巡じゆんする反応を見せる乃菜。

「そうだ。もう一度そっちに来た文面見せてよ」

「いいけど。はい」

　乃菜からスマホを受け取ると、すぐさま画面をフリックしていく。

「ねえ。何か打ち込んでない？」

「気のせいでしょ。……うん、これで良しと」

「やっぱ絶対打ち込んでるよね!?　一旦返して」

「人を疑うなんて酷ひどいなぁ」

　そう言いながら、乃菜にスマホを手渡しで返すことにする。

　画面には僕が打ち込んだ詩音へのメッセージが表示されていた。
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「死にたいの？」

「自分でも打った後にやっちゃったかもって後悔してます……」

　乃菜のことだからなかなか了承しないだろうと思って、勝手に誘いに乗る返事を打ったのだが、ついふざけたい欲望に負けてしまった。

　案の定、正面の彼女からはお[image: ]りの言葉が飛んでくる。

「どの口で人を疑うなんて酷いって？」

「はい、すみません」

「すみませんで済まないから。何、『行く行く！』って！　秀しゆう侑ゆくんにもそんなテンションの高いメッセージ送ったことないんだけど？」

「面白いかなぁって……」

「何も面白くないから。シリアスな雰囲気の文章送られているのに、返信がハイテンション過ぎでしょ。これじゃあ空気の読めない頭のおかしい人みたいじゃん」

「ほんと、やりすぎたって反省しているんで……」

「悪ふざけじゃ済まさないからね。向こうは秀侑くんと一緒にいること知らないんだよ？　どう言い訳するの？」

「このままメッセージだけはハイテンションなキャラでやり過ごしてもらうしか――」

「絶対反省してないでしょ」

　いや、本当に反省しています。ただふざけられるタイミングがあると、いつもの習性でついふざけてしまうだけなんです。

「これはいくら謝っても許されない案件だからね」

「どうしたら許してくれるでしょうか……」

「何かお詫わびをすれば許してくれるだろうって魂胆が見え隠れしてるから許さない」

「本当に悪かったと思ってるから！　勘弁して許してください！」

　この後、一日中乃の菜なに謝り続けることになったのは言うまでもなかった。
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　期末試験の最終日も無事に終わり、遂ついにやってきた放課後。

　僕と乃菜は学校が終わると、詩うた音ねたちに言われるまま電車に乗っていた。

　僕たちの最寄り駅まで着くと、電車を降りて三人の家がある西口方向へと進んでいく。

「どこ向かってるんだ？」

　行き先はまだ聞いていなかった。駅前のショッピングセンターを通り過ぎたところで気になって尋ねることにする。

　駅を離れるとカフェなどもなく、話をできるような場所は少なくなる。

　こちらの方向は僕の家とも別の方向なので、いつものように僕の家で集まるということもないはずだ。

「秘密だよ。別に怪しいところに行くわけじゃないから、このままついてきて」

　自転車を押す詩音たちに続いて歩くこと二十分以上。

　見覚えのある住宅街に差し掛かってきた。

「もしかして、隆りゆう一いちの家？」

　詩音の家には入ったことはないが、隆一の家には何度か通してもらったことがある。

　隆一の家に来るときにこの道を通った記憶があった。

「残念。外れだね」

　そう言って詩音が立ち止まったのは、見覚えのある家の隣の一軒家だった。

　その家の表札には「奈な良ら岡おか」という文字が彫られている。

「詩音の家!?」

「そうだよ。前に乃菜ちゃんも来たがってたでしょ？」

　そうは言われても今まで入ったことがないばかりに、突然入っていいと言われても驚いてしまう。

　案の定、乃菜も同じ気持ちだったようだ。詩音に訊きき返していた。

「言ったけど……。奈良岡さんの家って友達入れるのは駄目じゃなかったの？」

「その訳も含めて、中で話すことにするよ」

　いまいち意味を摑つかめない表現を口にしながら、詩音は玄関の鍵を開けていく。

　一応この家の住人がいいと言っているわけだし、何やら考えもあるようなので、詩音に続いて中に入ることにした。

　玄関に置かれた靴や綺き麗れいに掃除された廊下を眺めていると、詩音が訊いてくる。

「どう？　わたしの家に入った感想は？」

「感無量っていうか、未いまだに本当に入っていいのか不安なんだけど……。勝手に入れてお母さんに怒られない？」

「大丈夫だよ。怒られるも何も、そもそも友達入れるの禁止されているわけじゃないしね」

「……そうなの？」

　驚きの発言を口にしながらリビングへと通してくれる詩音。

　促されるままに僕と乃菜はソファーに腰を掛けた。

　すかさず詩音がペットボトルのお茶とコップを持ってきてくれる。

　どうやら現在、この家に詩音の家族はいないようだ。家には僕たち四人の気配しかしない。

　ペットボトルを手に取ってコップにお茶を注つぐと、テーブルの上へと置いた。

　対面に座っていた詩音はお茶に口をつけず、ぎこちない笑みを浮かべる。

「一体、何から話そうね……」

「そもそもの話、今日の用件ってなんなんだ？　はぐらかされるままにここまで来たわけだけど」

「今までずっと秀しゆうくんに秘密にしてたことを話そうと思うの」

「――っ」

　覚悟の籠った視線に思わず息を吞のんでしまう。

　やっぱり事前にしていた予想通り、僕たちが呼ばれたのは秘密を打ち明けるためだったようだ。

　そしておそらく詩音が抱えている秘密とは、幼おさな馴な染じみの隆一と付き合っていることだろう。

　僕のことを友達として信用して秘密を打ち明けてくれるのはありがたいが、その事実は僕の中学からの片かた想おもいに終止符を打つものである。

　聞きたいような、聞きたくないような。

　尻込みする気持ちが勝って、逃げの言葉を口にしてしまう。

「別に無理して言わなくていいよ。秘密ごとなんて誰にでもあるものだし。僕は気にしてないから」

「ありがとう。でも、隆りゆうくんと一緒に話そうって決めたから。言うことにするよ。いつまでも秀くんに内緒にしているのは良くない気がするしね」

　詩音が隆一に目配せをする。目配せをもらった彼はそれに頷うなずいて答えた。

　もう逃げられないということか。心の中に観念する気持ちが湧いてくる。

　僕は奈良岡詩音という女子が好きだった。中学一年生の頃からずっと。

　詩音のことを見ているだけで胸はときめいたし、会えると思っただけで学校に行くのが楽しくなった。

　彼女が僕のことをどう思っているのか考えるだけで不安で胸がいっぱいになったし、詩音のことを想って眠れない夜だっていくつもあった。

　でも、そんな生活は今日でおしまいだ。

　いつか終わりが来ることはわかっていた。

　彼女の隣には僕よりも長い時をともに過ごし、ずっと魅力的な幼馴染がいるのだ。

　僕の片想いが実ることは永久にない。

　だから、乃菜と付き合うという選択肢を取ったわけだが、終わりが来るとわかっていたといえど、いざ終わるとなると悲しいものがあった。

　出来ることならこの恋は、自分の力で折り合いを付けたいと思っていた。でも、もうその願いは叶かなわない。

　猶予はたくさんあった。にもかかわらず、ずるずると引き延ばしてきたのは他の誰でもない僕自身だ。

　そのつけが払われるときが来てしまったということだろう。

　息を止めながら詩音の言葉を待つ。

　彼女はゆっくりと口を開いた。

「ねえ、秀くんが転校してくる前、実は私たちそんなに仲が良い状態じゃなかったって言ったら信じる？」

「……えっ？」

　失恋の決定打となる言葉に身構えていた手前、予想もしない角度からの問いかけに戸惑ってしまう。

　どういう意図の質問なのだろう？

　意味がわからず、思ったままの答えを返すことしかできなかった。

「仲良かったんじゃないの？　昔から一緒に遊んでたって話は聞いてたし……」

「まあ、小さい頃はね。小学校の真ん中くらいまではよく三人で遊んでたよね」

「三人？」

　ここに来て、またわからない発言が出てきた。

　詩音と隆一は二人で遊んでいたんじゃないのか？

「他に誰かいたの？」

「うん、わたしのお姉ちゃんがね」

「お姉ちゃん？」

　詩音に姉がいたなんて情報は完全に初耳だった。

　聞き間違いだったと言われる方がまだ信じられる。何かの間違いではと再度確認することにした。

「それはお姉ちゃんみたいな存在の友達がいたっていう話じゃなくて？」

「違うよ。血が繫つながった本物のお姉ちゃんだよ。だよね？　隆くん」

「ああ、家が隣同士だったからな。詩うたの姉ちゃん――華はなとはよく一緒に遊んでもらったよ」

「本名は華はな音ねだけどね。隆くんは華って呼んでたよね」

　詩音が補足を入れる。いきなりもたらされる新情報に頭は混乱していた。

「ねえ、聞いて。酷ひどいんだよ。小さい頃の隆くんったらお姉ちゃんのことが好きだったからって、すぐに除のけ者ものにしようとしてきたんだから」

「しょうがないだろ。あのくらいの年齢の男子は年上の女の子を好きになっちゃうものなんだ。若かりし頃の過ちということで大目に見てくれ」

　この歳としまで誰かに告白することもなければ、告白されても断っていた隆一が女子に熱を上げていたなんて話は信じられない気持ちでいっぱいだったが、少なくとも詩音に姉がいたという話は真実なのだろう。

　突拍子もない話のように聞こえたが、思い返せば直近でも違和感の残るやり取りはあった。

　東京散策で遊園地に行って、ジェットコースターの席順をどうするかで揉もめているとき、詩音はこう言っていた。

　――あはは。なんか昔来たときも、こうして誰が誰の隣になるか言い争ったよね。今みたいに奇数になっちゃって。

　詩音は小さい頃、家族と隆一とで遊園地に来たと言っていた。

　詩音の家は僕の家みたいに父親と母親が別居しているというわけではないので、メンバーは詩音と隆一、そして詩音の両親の四人となるはずである。

　それにもかかわらず、奇数になるとは変な話だ。

　父親か母親のどちらかしか来ていなかったり、それこそもう一人いるでもしない限り、一人余ることはない。

　僕がうっかり姉の話をしてしまったときもそうだ。

　――あれ？　秀しゆう侑ゆも姉ちゃんいたんだっけ？

　隆一の発言を受けて、僕は一瞬引っ掛かりを覚えた。

「も」とは誰と比較しての「も」なのだろう。

　隆一にも詩音にも兄弟姉妹はいないはずだ。隆一は知らないだろうが、その場にいた乃の菜なも一人っ子である。

　普通なら「秀侑も」なんて表現は使わないはずだ。

　そのときは他の知り合いの誰かに姉がいたのかとスルーしてしまったけど……。

　それにしても四年以上友達をやってきて、詩音に姉がいることを知らなかったとなると、意図的に隠していたと考えるべきだ。

　それこそ僕が姉の存在を隠していたみたいに。

　しかも、二人から小さい頃の思い出話はよく聞いていた。

　本当はその輪の中に姉も一緒に入っていたとなると、情報を作為的に切り取りでもしない限り、僕が気づかないなんてことはなかった。

「ねえ、一ついい？　どうしてさっきから全部過去形なの？」

　一番気になっていた点を尋ねることにする。

「遊んでた」とか「好きだった」とか、二人は姉の話を過去のものとして語っている。

　そこに現在へと継続する表現は一つもなかった。

「それはもういなくなっちゃったからだよ」

　詩うた音ねは小さな声で呟つぶやく。

　その意味を僕は瞬時に理解できなかった。

「死んじゃったんだ。わたしのお姉ちゃん」

　死んじゃった。死んだとはそのままの意味だろうか。

　突然の告白に頭が追いつかない。

　有名人の訃報や殺人事件などのニュースで死という言葉に触れる機会は多いが、僕は実際に人の死に触れたことがなかった。

　両親は健在だし、祖父母などの親戚はみんな生きている。クラスメイトなどの知り合いだって死んだ人はいなかった。

　だから、僕は死というものをテレビやネットの画面越しでしか知らない。

　概念は知っていて、本当に存在していることもわかっているけど、いまいち現実的なものとして捉えられなかった。

「わたしが小学三年生のときかな？　病気が見つかってね。しばらくの間は入院とかして色々治療してたんだけど、結局良くならなくてね。今でもその日のことは鮮明に覚えてるよ。六年生の六月になってすぐの朝、お姉ちゃんの容体が急変したって病院から電話がかかってきて。急いでみんなで病院に向かったら――」

　それ以上は話すのが辛つらいとばかりに詩音は口を閉ざす。

　しばらく待っていると、話を再開した。

「お姉ちゃんが死んじゃって、わたしたちの生活は大きく変わった。お姉ちゃんの死はショックだったし、楽しみにしていた放課後や休日のお見舞いの時間もなくなっちゃった。今まで歩んできた日常がごっそり抜け落ちるような、毎日が虚むなしい気持ちでいっぱいになった。でも、それはわたしだけじゃなくて隆くんも同じだったんだよね」

　詩音は隆りゆう一いちの方に視線を向ける。

　隆一は口元を結んだまま静かに頷いた。

「隆くんにとってもお姉ちゃんは家族みたいな存在だった。小さい頃からずっと一緒に遊んできた本当のお姉ちゃんみたいな存在だった。それだけじゃない。隆くんにとっては初恋の人で、ずっと好きだった女の子だった」

　自分の好きな人が死んでしまうというのはどういう感情なのだろう。

　わからない。想像もできない。想像したくもなかった。

　自分の姉が死んでしまったら。詩音が死んでしまったら。

　一体どういう状態になってしまうのだろう。考えるのも怖かった。

「わたしたちはずっと三人だった。幼稚園に通う前から三人で遊んで。お姉ちゃんの病気が見つかっても、お見舞いには隆くんと一緒に行った。だから、お姉ちゃんがいなくなって、わたしたちは二人での過ごし方がわからなかった。どうしても一緒にいると、お姉ちゃんのことを思い出して辛い気持ちになっちゃうし、自然とお互いを避けるようになっていった。だよね？」

「ああ。この時期は詩の家もバタバタしてて、家族同士の付き合いもなかったからな。最終的には全く話さなくなったな」

「うん、学校でも別々の友達といるようにしてたもんね」

　まさか詩音と隆一にそんな時期があったとは。

　二人の仲の良い姿しか見ていなかった僕にとって、にわかに信じがたい話だ。
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　隆一と言えば詩音。詩音と言えば隆一。二人で一つのセットみたいな印象がある。

　二人でいることが不自然だったなんて、話を聞いた今でも想像できなかった。

「そんな時期が一年近く続いて、中学校に上がっていった。隆りゆうくんと話せなくなったことは悲しかったけど、しょうがないことだとも思っていた。お互いが過去に縛られて動き出せない状態だったしね。このまま疎遠になって、ただ家が隣ってだけの同級生になるものだと思っていた。大人になったら名前だけは辛うじて思い出せるくらいの昔の知り合いになっちゃうんだろうなぁって」

　二人の姿を長い間目にしていたせいか、僕は幼おさな馴な染じみという関係をどこか神聖視している節がある。

　隣の芝生は青いじゃないけど、自分にないものは総じて価値のあるように見えるものだ。

　だから、幼馴染という繫がりはそんなに容易たやすく途切れるものではないと思えてしまう。

「でも、結局は今みたいに気兼ねなく話せる関係に戻ったんでしょ？　だったら、仲直りできる運命だったんだよ」

「それは違うよ。運命なんかじゃない。全部秀しゆうくんのおかげなんだよ」

「……僕？」

　予想もしていなかったところで名前が出て、呆ぼう然ぜんとしてしまう。

　どうして詩音のお姉さんの話に部外者なはずの僕が関わってくるのか。

　全くもって理解できなかった。

「そうだよ。接点がなくなって、すっかり話さなくなったわたしたちを最初に繫いでくれたのが秀くんなんだよ。覚えてない？」

　そんなことをいきなり言われても困ってしまう。

　隆一が最初に話しかけてくれて友達になったのは覚えてるけど、それ以外のことってあまり覚えていないんだよな……。

　詩音と最初に話したときの記憶もないし……。

　一体、どんなきっかけで詩音と話すようになったんだっけ？

　なんの接点もない女子にいきなり話しかける度胸はないので、おそらく隆一が関連しているだろうと思うのだが、正直自信はなかった。

「ごめん。隆一と最初に話したときのことは覚えてるんだけど、詩音と最初に話したときの記憶ってないんだよね……」

「酷いっ！　わたしはすごい印象的だったのに！」

「そんなに変なこと言ってたの？」

「ああ、あれはすごいびっくりしたな」

　隆一は苦笑を浮かべて、肩をすくめた。

「最初のところは正確に覚えてねえけど、髪の色とか目立つ見た目してるからだっけ？　なんかの流れで詩の話になったんだよ。それで俺がつい『詩』って呼んじゃったら、『何、その呼び方？』ってツッコまれて。仕方なく幼馴染だっていう話をしたら、俺の小さい頃の話聞きたいって、急に近くの席にいた詩を呼んできたんだよ」

「そうそう。わたしたち、気まずい関係になっている最中だったのにね。びっくりしちゃったよ。隆くんのいるところに呼んでくるの!?って。とりあえず、昔のエピソードを訊きかれたから、お姉ちゃんのことは隠しつつ話してね」

「華のこと隠すんだと思って、俺も詩に合わせたりしてな。これ以上はボロが出そうだから深く訊かないでくれって何度も心の中で祈ったのに、容赦なく話を掘り下げてくるから本当に困ったわ」

　そうだったのか……。

　話を聞いても未いまだにそのときの記憶は出てこなかったが、二人が揃そろって言うのなら間違いないのだろう。

　それにしても最初の会話でそんな盛大なやらかしをしていたとは。

　僕の記憶がないということは、二人の態度に違和感を覚えていなかったということだ。

　へぇー、やっぱり幼馴染って昔から仲良しなものなんだーって吞のん気きな感想を抱いていたに違いない。

　自分の鈍感さに呆あきれるばかりであった。

　というか、僕から詩音に話しかけていたんだな。

　なんの接点もない女子にいきなり話しかけたりするような度胸はないとは一体なんだったんだろう。

「なんかごめん……」

「謝らなくていいよ。むしろ感謝しているんだから」

　謝罪の言葉を口にする僕に、詩音は笑いながら答える。

「おかげで久しぶりに隆くんと会話できる機会ができたんだよ。それだけじゃない。あの後、隆くんの方から『こっちの会話に無理やり巻き込んでごめん』って謝られてね。『全然気にしないでいいのに』って話をして、久々に二人きりで会話ができたんだよ」

「まあ、あのときはまだぎこちなさがあったけどな……。それでもまた詩うたと話せるようになって嬉うれしかったよ」

「で、わたしも嬉しかったから、それから隙を見て二人が一緒にいるときに話しかけるようになったの。隆くんも二人でいるところに呼んでくれたりしてね。それでいつの間にか昔みたいに話せるようになったんだ」

　全く気づかなかった。まさか当時の二人が不自然さを抱えたまま話していたなんて。

　客観的に考えると気づいてもおかしくないように思えるが、あのときは二人と出会って一ヶ月も経たっていなかったのだ。

　元々の話している感じを知らなかったし、そういうものだと勝手に納得していたのだろう。それか僕が鈍すぎただが……。

「やっぱり三人って人数が良かったんだろうね。わたしたちは元々三人だったから。二人じゃ駄目だったんだよ。もちろん秀くんとお姉ちゃんは全然違うキャラだったから、話しているときの雰囲気も全く違うけどね。秀くんがいたから、今のわたしと隆くんの仲があるんだよ」

「でも、それは僕じゃなくたって――」

「いや、秀しゆう侑ゆじゃなきゃ駄目だったな。うちの中学校って俺らの小学校から上がってきたやつばっかりだっただろ？　同じ小学校の奴やつらって詩の姉ちゃんが死んだこと知ってたから、どこか気を遣われるんだよ」

「そういう点では秀くんが何も知らない転校生だったのは助かったよね。もちろんそれだけじゃないよ。秀くんの明るい性格のおかげで、わたしたちは辛かった気持ちを乗り越えることができたんだから」

　詩音は両手を膝の上に置くと、軽く息を吐いた。

「はい、これでわたしたちの秘密については全部おしまい。だから、ごめんね。内緒にして省いているみたいにしちゃって。秀くんにはお姉ちゃんのことを知らないまま、気兼ねなく接してほしいと思って黙ってたの。でも、それってやっぱり卑ひ怯きようだったと思う。乃の菜なちゃんに言った通り、隠しごとをしないでちゃんと話すべきだったよね？」

「自分からも謝らせてくれ。詩が姉ちゃんのことを隠していたのは、俺に気遣ってでもあったんだから。これは詩だけの問題じゃなく俺たちの問題だ」

「詩うた音ね……隆一……」

　二人から頭を下げられても困られてしまう。

　僕はてっきり詩音と隆一が付き合っていることを隠しているのだと思って、勝手にショックを受けていただけだ。

　それがまさかこんな重大な秘密を打ち明けられるとは。

　正直、盛大な勘違いをしていたこちらが罪悪感を抱いてしまう。

「いや、謝らなくていいから。そもそも何も気にしてないし――」

「それは絶対噓うそ！　秀くん急にノリ悪くなったもん！　誘っても全然来ようとしてくれないし！」

「この前の勉強会も休まれたしな。今日だって大事な話をするって言ってなかったら来なかっただろ？」

「まあ、それは……」

　ノーコメントでいかせてもらいたい。

　距離を取っていたのは事実だったが、気づかれない程度に参加していたつもりだった分、しっかり二人に感じ取られていたのには驚きだった。

　そんなにわかりやすかったかな？　まあ、わかりやすかったか。

　変な気を遣わせてしまったことに申し訳なく思える。

「俺たちのことを嫌いになったんだったらしょうがないけど、もしそうじゃないならまた元の感じに戻らないか？　俺は秀侑と親友で居続けたいって思ってるよ」

「わたしも！　わたしたちは秀くんの存在に救われたんだよ！　秀くんがいないなんて嫌だよ！」

　僕はそんな風に二人に言われる資格はない。

　勝手に勘違いをして居心地の悪さを感じて、二人の気持ちも考えずに距離を取っていた。

　何が中学からの三人組だ。友達失格じゃないか。

　きっとこの中で三人の友情を一番軽んじていたのは僕だった。

　だから、距離を取るなんていう非情な手段を取ってしまったのだ。

　僕の存在に救われたなんて言われても困ってしまう。本当に救われてたのは僕なのに。

　姉を巡る騒動で周りの環境がガラッと変わり、誰も知り合いがいなくて不安だったところに二人は友達になってくれた。孤独から助け出してくれた。

　僕は何も特別なことなんてしていない。感謝の言葉を言わなくちゃいけないのはこっちの方なのだ。

「嫌いになるわけなんてないだろ……」

　僕は被かぶっていた心の仮面を剝がして、本心を告げることにした。

「こんなこと言うのは柄じゃないけど、僕だって隆りゆう一いちと詩音には感謝してるんだ。中学が始まってすぐの微妙な時期に転校してきて、久しぶりの日本の雰囲気にも馴な染じめないところで友達になってくれたんだ。二人より僕の方が絶対に救われてる」

　そうして二人に向かって頭を下げることにする。

「僕の方こそごめん。正直言うと、ちょっと距離を置こうとしていました。また仲良くしてください」

「ああ、いいに決まってるだろ」

「良かった！　これでまた楽しく三人で遊べるね！」

　隆一は僕の手を握る。詩音も満面の笑みで答えてくれた。

　詩音は黙って話を聞いていた乃菜の方へ向き直る。

「乃菜ちゃんもごめんね。わたしたちの個人的な問題に巻き込んで怒っちゃって」

「別にいいけど……。一つ気になってたこと訊いていい？」

「うん、いいよ。なんでも訊いて」

「結局、奈な良ら岡おかさんと真ま島しまくんって付き合っているの？」

　えっ!?　ここでぶち込んでくるの!?

　確かにその疑問が原因で今回の騒動が起こったわけだが、まさかこの仲直りした雰囲気でほじくり返してくるとは。

　話が円満に解決しそうなところで、また場を荒らしかねない発言をしないでほしい。

　頼むから。今だけは黙っていてくれない？

「なんでそんな話になるの!?」

「だって、奈良岡さんたちが隠そうとしていたのっててっきり付き合っていることだと……」

　そう言って、こちらに目線を向けてくる乃菜。なんというキラーパスだ。

　僕は曖昧な笑みで誤魔化すことにする。

「いやぁ、そういう話もあったね……」

「もしかして、乃菜ちゃんが最初に何か隠していることあるんじゃない？って言ってきたのってそのことだったの!?」

「そうだけど……」

「じゃあ、秀しゆうくんも？」

「はい、詩音と隆一が付き合ってると思って、二人と一緒にいるのも邪魔をしちゃうみたいで悪いかなって距離を取ろうとしてました」

「もう二人ともっ！」

　テーブルをバンッと叩たたきながら大きな声を出す詩音。

　隣にいた隆一は腹を抱えて笑っていた。

「いや、ないない。詩と付き合ってるなんて」

「そうだよ！　隆りゆうくんをそういう目で見ることなんてないから」

　詩音は立ち上がって、隆一の方を指さす。

「わたしという幼おさな馴な染じみがいながら、人のお姉ちゃんに鼻を伸ばしてばかりの見る目のない男子なんて」

「しょうがないだろ。華はなに比べたら、詩なんておこちゃまって感じだし。やっぱり詩は妹って感じで魅力を感じないんだよなぁ」

「今ではお姉ちゃんよりわたしの方が大人ですけど！っていうか、わたしの方が誕生日早いんだから、隆くんが弟じゃない？」

「いや、大事なのは精神年齢だから」

「喧けん嘩かを売ってるなら買っちゃうよ」

　まずい。僕と乃菜の不用意な発言で要らぬ争いが生まれてしまった。

　傍はたから見るともう付き合っちゃえよと思うくらい仲が良く見えるのだが、二人が互いに恋愛感情を抱いていないというのなら、それが真実なのだろう。

　昔の僕なら明言されていてもまだ疑っていただろうが、先ほど大事な秘密を打ち明けてくれたこともあり、今では彼らの言葉を信じられるようになっていた。

「っていうか乃菜ちゃんはまだしも、なんで秀くんまで疑っちゃうの？　こんだけ一緒にいたら、絶対にわたしたちがそんな関係じゃないってわかってると思ってたのに！」

「いや、だって二人でよく出かけているみたいだったし……」

「それは家族関連の用事か、お姉ちゃんのお墓参りに行った後のことじゃない？」

「じゃあ、隆一だけ家に上げたり、家族に合わせていたのは……？」

「今まで秀くんをわたしの家族に合わせないようにしてたのは、お姉ちゃんのことを知られたくなかったからだよ。ほら、ママとかぽろっとお姉ちゃんの話しちゃいそうだし。家には写真とかお仏壇があるから」

　そういうことだったのか。一連の勘違いの原因に納得する。

　テレビ台に目を向けると、詩音の小さい頃の家族写真が写真立てに飾られている。

　そこには当然詩音の姉と思わしき女の子の姿も。

　同じ金色の髪をしているということもあり、この写真を見たら鈍い僕でも姉妹がもう一人いることに気づくだろう。

「なんか変な勘違いをしててすみません。おかげで言いたくないことまで言わせちゃって……」

「いいって。いつかは言わなくちゃいけないことだったと思うしね。これで秀くんのこともわたしたちの家族に紹介できるね」

「えっ」

　紹介しちゃうんですか？　そんなこと急に言われても困るんですけど。

　詩音の家族か。想像するだけでなんか緊張してきた。

　とにかく悪い印象は持たれない方がいいよな？

　とりあえず次詩音の家にあげてもらう機会があったら、お小遣い一ヶ月分くらいの高級な菓子折りでも持参することにしよう。

「そうだ！　乃菜ちゃんのことも紹介しようかな」

「……私まで!?」

　こちらも不意打ちだったのか、乃菜は大きく目を見開く。

　そのまま首をぶんぶんと横に振った。

「いや、私は違くない!?」

「乃菜ちゃんのおかげで秀くんに秘密を打ち明ける勇気をもらったんだしね。全然違くないよ」

「でも私、奈良岡さんと仲が良いわけでもないし……」

「なら、仲良くなればいいじゃん。ねえ、夏休みどっか行こうよ。この四人で」

　両手を打ち合わせる詩音。隆一が続けざまに言う。

「いいな、それ。東京散策のやり直しってことで」

「ついでに仲直りの意味も兼ねてね。やっぱり私は乃の菜なちゃんと友達になりたいし！」

「けど……」

　助けを求めるようにこちらを見つめてくる乃菜。

　そのつぶらな瞳を見据えながら答えることにする。

「いい案なんじゃないか？　まさか断るなんてことしないよな？」

「朝あさ井いくんまで……」

　一時はどうなることかと思ったが、詩音が歩み寄ってくれたことにより、乃菜と詩音の関係も良い感じのところに収まりそうであった。

　喧嘩したままで終わらなかったことにほっと息を吐く。

　これで僕が二人に長年感じていた疎外感も消え、乃菜も詩音や隆一と友達になれそうときた。

　雨降って地固まるじゃないけど、結果的には最善ともいえる結末なんじゃないだろうか。

　少なくとも僕と乃菜がお互いのためを思って、願ったことは叶かなえられている。

　東京散策のときは願いが叶うことを諦めて、二人だけで完結した時間を過ごすことを選んでしまった僕らだったけど。

　想像していたよりもずっと幸せな結末が現実には待っていた。

　僕らを取り巻く世界はすべてを妥協しなくちゃいけないほど、残酷なものではないのかもしれない。




２




　翌週の月曜日。この日は一学期最後の司書番であった。

　夏休みまで、残る授業もテスト返却のみとなり、いわば半分夏休みのようなボーナスタイムだ。

　運動部の生徒が炎天下で練習している中、冷房の効いた図書室で僕と乃菜はくつろいでいた。

「いやー今日も暇そうだなー。全然人来ないし」

「夏休み前だから本借りに来る人多いかと思ったけど、そんなことなさそうだね」

「だな」

　なんてやり取りをしながら、背もたれに寄りかかる。

　現在の時刻は午後一時過ぎ。本来なら授業を受けている時間だが、テスト返却期間は午前中で授業が終わるため、司書番の始まりも午後の初めからになっていた。

　いつもより時間が長い分、人によっては嫌がるんだろうけど、あいにく司書番の相方は付き合っている彼女である。

　デートの一種だと思えば苦痛ではないので、僕としては文句はなかった。

「そういえば金曜日は楽しかったよな」

　ふと、この前の詩うた音ねの家での出来事を思い返す。

　あの日は大事な話があると呼び出され、詩音の家で亡くなったお姉さんにまつわる話を聞かせてもらったわけだが、その後は元々の予定通り期末試験お疲れ様会を行った。

　近くのコンビニでお菓子などを用意して四人で過ごしていただけだったが、東京散策と違いギスギスした雰囲気にもならなかったので、大変充実した時間だった。

　詩音の部屋にも入れたしね。入ったからって何があるってわけでもないんだけど、想おもい人びとの部屋に入れたというだけで心が沸きたってしまうのは仕方ない。

「楽しかった？　私は気まずいだけだったけど……」

　上機嫌なこちらに対して、機嫌を削そぐような発言をする乃菜。

　一体何が不満だったのだろう。試しに訊きいてみることにする。

「どこが気まずいって感じたんだ？」

「どこがって全部だよ。結局私たちの勘違いで、奈良岡さんたちに言いたくなかった秘密を言わせちゃったんだし……。なんで秀しゆう侑ゆくんの話なんか鵜う吞のみにしちゃったんだろうって……」

「勘違いさせて悪かったな。でも、後半は楽しかっただろ？」

「いや、前半の申し訳なさが勝って何も楽しめなかったけど」

「そ、そうか……」

　乃菜って案外そういうところあるんだよな。

　繊細というか、気にしすぎというか。

　普段はなんの躊躇ためらいもなく、ずかずかと失礼なことを言ってくるくせに、人に嫌われるのに敏感なところもあるときた。

　なんというか生きづらそうな性格だ。僕も似たようなところはあるので、あまり人のことは言えないんだけど。

「でも、奈な良ら岡おかさんにお姉さんがいて、亡くなっていたなんて気づけないよね」

「それは同感だな」

「今思い返せば、私が一週間学校休んだことに大きな病気でもしてるんじゃないかって過剰ぎみに心配してたのも、お姉さんのことがあったからなんだろうけど……」

「あと僕の家に集まったとき、乃菜が『奈良岡さんって一人っ子？』って言って空気が凍ったのもな」

「あったね、そんなこと……」

「あったねで済まそうとするな」

　涼しい顔をしている乃菜を小突きたい気持ちに襲われる。

　余計な嫌みを言わなければ踏まなかった地雷だけに、普段からの言動を改めてほしいところだった。

「少しは反省の色を見せろよな」

「いや、こう見えて落ち込んでるんだからね。みんなには悪いことしたなぁって」

「えっ、そうなの？」

「家に帰ってからどれだけ一人で反省会と思ってるの。私が勝手に突っ走ったせいで秀侑くんたちの仲をかきまわしちゃったわけだし……」

　そう言って、ため息を吐つく乃菜。

　一人で反省会というところがまた乃菜らしいというかなんというか。

　詩音のような明るい人間からは絶対に出てこないワードだろう。

「なんで私ってやることなすこと裏目に出ちゃうんだろうね。今回の一件でも秀侑くんにお返しをするどころか、迷惑かけただけだったし」

「迷惑？　何言ってるんだ？」

　頓珍漢なことを口にする乃菜に言ってやる。

「乃菜が踏み込んでくれたおかげで、長年のわだかまりが解決したんだ。感謝こそすれど、迷惑だなんて思うわけないだろ」

「……本当に？」

「こんなことで噓うそなんて吐かないよ。むしろ、お返しは貰もらいすぎているくらいだ。そこは自信を持て」

　お互いが心の傷や寂しさを癒すために結んだこの恋人関係だけど、助けてもらってばかりなのは僕なのだ。

　三人の中で自分だけが幼おさな馴な染じみじゃないことに僕はコンプレックスを持っていた。

　疎外感を覚え、一人孤独を感じていた自分に寄り添ってくれたのが乃菜だった。

　それだけでも充分なくらいなのに、詩音や隆りゆう一いちと打ち解けるきっかけまでくれたのだ。

　こんなにしてもらって感謝しないほど、僕は薄情者ものではない。

「というか、まだお返しとか言ってるんだな。乃菜の家まで行った日のことなら、気にしないでいいって言ってるのに」

「でも、来てくれなかったら、ずっと休んだまま学校やめてたと思うし。そういう意味では秀侑くんは私の人生を救ってくれた恩人だから……」

「人生スケールで感謝されても、重くて困るんだが？」

　確かに僕が会いに行っていなかったら乃菜は家に引きこもり続けていただろうが、そもそもあれは中学の同級生の悪意から彼女を守ってやれなかった僕に非がある。

　それで感謝されるのはマッチポンプというやつだろう。

「そもそも、あれはありがたがられるようなことじゃないから」

「そうは言われても嬉うれしかったのは事実だから……」

「最近乃菜が優しくなった気がするのも、もしかしてそれが原因だったりするの？」

　前までは辛辣な態度が多かった彼女であったが、特に付き合い直してからはだいぶ丸みを帯びたような気がしていた。

　安直な表現を使うならデレが増えたというか、なんというか。

　手を繫つなぐことを求めてきたり、詩音たちと遊んだ後に二人の時間を求めてきたり。

　本物の好き合っているカップルみたいなことをしてくるから驚きだ。

「……さあ？」

　乃菜は仏頂面のまま、それだけ言って、そっぽを向く。

　もしかして僕のことを好きになったり――なんて考えが一瞬過よぎったが、この反応だとそれもなさそうだった。

　冷静に考えると、一年の頃から僕に対して冷たい態度を取り続けてきた乃菜のことだ。

　僕に恋愛感情を持つことなんて、万に一つもないだろう。

　デレが増えたように感じるのも、ただ単に恋人という関係に準じて恋人らしい振る舞いをしているだけ。

　それを女子に免疫がない僕が、過剰に反応してしまっているに過ぎない。

「そうだ。この司書番が終わったら、部活終わりの詩音たちと合流して一緒に帰ることになってるんだけど、良かったら乃菜も一緒に帰らない？」

　恥ずかしい勘違いを頭から除のけて、隣にいる彼女に尋ねることにする。

　乃菜は自分の顔を人差し指で指しながら言った。

「呼ばれてないのに来たら変な風にならない？」

「今、僕が呼んでるから平気だ。乃菜が来てくれるっていうなら詩音たちも喜ぶだろうしな」

　目の前の彼女はどう思っているかわからないが、詩音は乃菜と和解して友達になれたと思っているはずだ。

　友達同士で帰ろうとしているところに、また一人友達である乃菜が加わっても、文句が出ることはないだろう。

　僕らはこれまで自分と隆一と詩音、三人でやってきた。

　詩音のお姉さんから続く三人組のバトンだが、必ずしも三人でなければいけないという決まりはなかった。

　隆一と詩音の二人では上う手まくいかなかったかもしれないが、一人増える分には何も問題ないだろう。

　きっと同じように考えているのは僕だけじゃない。

　夏休みにも四人で遊びに行こうという話も持ち上がっているのも、二人が乃の菜なをグループに加えることに前向きな証拠だ。

「一緒の司書番なんだから帰る時間も同じなんだし、別に乃菜が合流するのも不自然じゃないだろ？」

「一緒に帰るって言っても、電車反対方向だから駅まででしょ？　そんな短い距離のために奈良岡さんたちを待つのって効率悪くない？」

「友達付き合いに時間効率を求めるな」

　相変わらずのぼっち思考っぷりを見せる乃菜。

　この調子では詩音たちと気兼ねなく話せるのは、まだ当分先のように思えた。

「というか、なんで乗り気じゃないんだ？」

「だって、他の人とあまり一緒にいると、いつか付き合っているボロが出そうじゃん。誰かさんが下の名前で呼んできたときみたいに」

「あったね、そんなこと……」

　教室で初めましての自己紹介をしていたとき、ポロっと僕が乃菜のことを下の名前で呼んじゃったんだよな。

　あのときは乃菜がフォローしてくれたおかげで誤魔化せたけど、まさかその失敗を掘り起こされるとは……。

「数分前の私と同じ反応しているように見えるんだけど？」

「乃菜が自身の失礼な言動に反省しなかったやつな」

「それこそちゃんと反省しないと、私たちが付き合っていることバレちゃうよ？」

「まあ、バレたらバレたでそのときでしょ」

　僕は笑って返すことにする。

　詩音と隆一は僕たちに話したくない秘密を打ち明けてくれた。

　それなら、僕らも付き合っていることを二人に知らせるべきなのだろう。

　自分だけ都合の悪い秘密を隠し続けているのはフェアじゃない。友達として失格だ。

　ただ今すぐ打ち明けるとなると、乃菜がグループに溶け込みづらい雰囲気ができる可能性もあるので、二人との仲が深まってから機を見て打ち明けようと考えていた。

　そっちの方が隆一や詩音も驚くだろうしな。

　ドッキリ的な意味でも、もう少しだけ黙っていようと思っていた。

「なんか適当すぎない？」

「適当でいいんだよ。いつまでも隠しておけることでもないんだし」

「いいの？　せっかく奈良岡さんが真ま島しまくんと付き合ってないってわかったのに……。私と付き合っていること隠しておけば、もしかしたら奈良岡さんと付き合えるチャンスがやってくるかもよ？」

「僕をなんだと思ってるんだ」

　確かに詩うた音ねからは隆一を恋愛対象として見てないという言げん質ちをもらったわけだが、だからと言って乃菜を捨てて、詩音と付き合おうとするなんて酷ひどい行いができるわけもなかった。

　僕らは一人じゃ幸せになれない。だから、互いに手を取り合えるよう付き合うことにしたのだ。

　幸せになるのも、不幸になるのも一いち蓮れん托たく生しよう。いわば運命共同体だ。

　自分が不幸になっている間だけこの関係を利用して、要らなくなったら、はいおしまい。なんていうわけにもいかない。

「乃菜と付き合った時点で、詩音への片かた想おもいは諦めるって決めたんだ。今さらその決定を覆したりしないよ」

「もし奈良岡さんが秀しゆう侑ゆくんのこと好きだったとしても？」

「そんなあり得ない可能性の話してどうする？」

　詩音が僕のことを好きだなんて可能性は万に一つどころか、億に一つもないだろう。

　僕は決して魅力的な人間じゃないし、他に良い男子なら山ほどいる。

　そもそも詩音とは長年友達としてやってきたのだ。

　今までそういう気配がなかったのに、急にフラグが発現するわけもなかった。

　隆一と同じく、僕に対しても恋愛対象として見ていないはずだ。

　そう。僕らはこれからもずっと友達として関わり続けていくのだ。

「安心しろ。乃菜がこの関係を嫌になったって言うまでは、付き合い続けてくつもりだから」

「何、それ。じゃあ、もし私が一生嫌って言わなかったらどうするの？」

「それは一生付き合い続けていくんじゃないか？」

　自分で言ってみて、そんな未来も案外悪くないんじゃないかと思ってしまう。

　高校を卒業して、大学生になって。就職をして、社会人になって。

　大人になっていても付き合っていたなら。

　それこそ本物の恋人みたいに結婚をしてみるのもいいんじゃないだろうか。

　ふとした冗談がきっかけとなって、妥協から始めた僕らの恋人関係だけど。

　お互いに恋愛感情がない偽物の恋だって、いつかは本物の恋になるかもしれない。




　だって、偽物が本物にならないなんて決まりはどこにもないのだから。
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あとがき




　今回は最初に謝辞を述べさせてもらいます。

　イラストレーターのかふかさん。今巻も素敵なイラストをありがとうございます。

　乃の菜なたち登場人物の、表情豊かで魅力的な姿がまた見られて感動しました。

　編集の曽山さん。この巻を出すにあたって色々と尽力してくれたことかと思います。とても感謝しております。

　校正さんやデザイナーさんなど、その他この本を作るのに協力してくださった方々にもお礼申し上げます。

　そして、読者の皆さん。一巻だけでなく、わざわざ二巻も手に取ってくださり、本当にありがとうございます。

　そんな読者の皆さんには申し訳ないのですが、今巻で『主人公にはなれない僕らの妥協から始める恋人生活』という作品は終了となってしまいます。

　僕としては最後まで書ききりたかったのですが、売り上げが振るわずこのような形になってしまいました。

　偏ひとえに自分の実力不足です。続きを期待して読んでくださった読者の皆さんには深くお詫わび申し上げます。




　最後に一つだけ。

　この『主人公にはなれない僕らの妥協から始める恋人生活』という作品には一つの大きな噓うそが存在しています。

　聡そう明めいな読者の方なら既に気づいているかもしれませんが、その噓によってこの物語は全然違った見え方に変わるものです。

　本来だったらストーリーがもっと進んだ後で真実が明かされるはずでしたが、この巻で今作は終わりとなってしまいました。

　ただ噓をこのままにして、書いている僕と読者の皆さんが違った見え方のまま作品を終わらせるのも宜よろしくないですし、何よりこの物語のもう一人の主人公である乃菜に失礼な気がします。

　ということで、この後に少しだけ追加の章が用意されています。

　あと二十六ページほどですが、もうしばらく『主人公にはなれない僕らの妥協から始める恋人生活』という作品をお楽しみください。





鴨かも野の　うどん
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　恋愛小説を読んでいると、ふと思うことがある。

　もしこの世界が一つのラブストーリーだとしたら、私は主人公になれないんだろうなぁって。

　私は女の子がキラキラした恋をする恋愛小説が好きだ。

　でも、そういう作品に出てくる主人公はみんな魅力に溢あふれている。

　人に当たり前のように優しくできて、家族や友達思いで、純粋な性格をしている。

　ああ、この子なら男の子に好かれるのも納得できるなぁって思えるような女の子ばかりだ。

　過去に闇を抱えていたり、捻ひねくれているところがある主人公もいないことはないけど、それでも誰かを騙だましたり貶おとしめるような一線は越えない。

　まあ、小説なんて読者の人気があってのものだから、読む人に嫌われない主人公になるのは当たり前かもしれないけど、それでもそういう小説ばかり読んでいると、自分が責められているみたいに思えてくる。

　私みたいな汚い性格の人間は誰からも必要とされない。

　ましてや恋愛小説のようなキラキラした恋なんてできるわけもないって言われているようで。

　事実、その通りなのだろう。

　私は人に優しくすることができなくて、汚れた心を持っていて、平然と人に噓うそが吐つける人間だ。

　こんな最低な人間が主人公の恋愛小説なんて見たことがない。

　登場人物が破滅に転がり落ちていくようなサスペンス小説の主人公くらいにはなれるかもしれないけど。

　私は恋愛小説の主人公にはなれない。

　そんな私が身の丈にも合わず、恋愛小説のようなキラキラする恋をしたいと願うのは間違っているのだろうか？







　一学期も終わりに近づいた平日の昼間。

　在籍する図書委員の仕事をするため、私は図書室にいた。

　この学校の図書委員には司書番という役割が割り振られている。

　内容は日中だけ雇われている司書さんに代わって、生徒が夕方の時間帯の司書の仕事をするというもの。

　今はまだ日中だが、今日に限っては午前中で授業が終わるため、いつもより時間を前倒ししての司書番となっていた。

　司書さんは他にも色々と仕事があるみたいで、今は図書室を離れている。

　よって現在、図書室のカウンターの中にいるのは同じクラスの男子生徒である朝あさ井い秀侑くんだけだ。

　彼とは二年連続同じクラスで、同じ図書委員。

　それだけじゃない。ここ最近付き合うことになった私の彼氏でもあった。

「いやー今日も暇そうだなー。全然人来ないし」

　雲一つない晴天が窓から見える図書室で、隣にいる彼が話しかけてくる。

　クーラーから流れる湿っぽい風を感じながら、私は返すことにした。

「夏休み前だから本借りに来る人多いかと思ったけど、そんなことなさそうだね」

「だな」

　私たちの司書番中の会話はこんなものだ。

　中身のない雑談をして過ごすだけ。それは付き合う以前の一年生のときから変わらない。

　それもそのはず。私たちはお互いに妥協して付き合ったという普通とは違った恋人なのだから。

　私は彼氏が欲しいのと、人恋しさを感じて。

　秀侑くんは奈な良ら岡おかさんという女の子への片想いを断ち切るため。

　お互いに恋愛感情もないのに付き合うという交際関係を結んだ。

　――ということになっている。

「そういえば金曜日は楽しかったよな」

　秀侑くんの吞のん気きな顔を見ると、胸がチクりと痛む。

　きっと彼は私のついている噓の存在に気づいていないのだろう。

　私は秀侑くんと付き合うにあたって、一つ大きな噓をついている。

　それはこの恋人関係を根本から壊しうる噓であった。

「楽しかった？　私は気まずいだけだったけど……」

「どこが気まずいって感じたんだ？」

「どこがって全部だよ。結局私たちの勘違いで、奈良岡さんたちに言いたくなかった秘密を言わせちゃったんだし……」

　楠木くすのき乃の菜なという人間を一言で言い表すなら「噓つき」だ。

　それは自身の吐いた噓が原因でいじめられた中学時代のことを指してもいれば、痛い目を見たにもかかわらず未いまだに噓をつくことがやめられない高校生の私にも言える言葉だった。

　しばらく会話を交わして、私は愚痴をこぼす。

「なんで私ってやることなすこと裏目に出ちゃうんだろうね。今回の一件でも秀しゆう侑ゆくんにお返しをするどころか、迷惑かけただけだったし」

「迷惑？　何言ってるんだ？」

　秀侑くんは突然真剣な目をして言った。

「乃菜が踏み込んでくれたおかげで、長年のわだかまりが解決したんだ。感謝こそすれど、迷惑だなんて思うわけないだろ」

　その言葉は嬉うれしい。でも同時に否定したい気持ちもあった。

　それは違うよ、秀侑くん。君は何にも知らないからそんな風に言えるんだ。

　私が本当に秀侑くんのためを思ってるなら、噓をつくべきじゃなかったんだ。

　今すぐに真実を告げて、騙すのをやめるべきなんだ。

「というか、まだお返しとか言ってるんだな。乃菜の家まで行った日のことなら、気にしないでいいって言ってるのに」

「でも、来てくれなかったら、ずっと休んだまま学校やめてたと思うし。そういう意味では秀侑くんは私の人生を救ってくれた恩人だから……」

　私がついている噓――。

　それは私が朝井秀侑という男の子が好きということだ。

　クラスメイトとしてだとか、同じ委員会の同級生としてだとかじゃない。

　純粋に異性として、恋をしている。

「最近乃菜が優しくなった気がするのも、もしかしてそれが原因だったりするの？」

　別に不登校から助けてくれたから秀侑くんを好きになったわけじゃない。

　私の恋はそんな一朝一夕のものじゃない。

　すべてを語るにはそれよりも前。この恋人関係が始まるよりもずっと昔。

　高校一年生のときまで遡らなくちゃいけない。







　高校に入学してすぐの私は、早くも始まった高校生活に絶望していた。

　中学での私は自分のついた噓によっていじめられ、学校に行くどころか家を出ることすらできなかった引きこもりだった。

　そんな私が何ヶ月もかけて家の外に出る特訓をして、一人で受験勉強を頑張り、高校に入学できたわけだが、環境が変わったからってすべてをリセットできるわけじゃない。

　私は本来、落ちこぼれなのだ。

　なんたってこれまでの学校生活ではほとんどいじめられていた。

　まともに友達付き合いもしたことがなければ、同級生との接し方もわからない。

　自分から話しかけるなんてもってのほか。話しかけられても、答え方がわからず頭が真っ白になるだけだった。

　そもそも、私は友達なんて欲しくない。

　友達なんていても裏切られるだけだ。

　自分の生い立ちや根暗な性格を知られれば、中学のときのようにまたいじめられてしまう。

　だから、私は放っておいてほしかった。

　多くは望まないから。空気のような存在でいいから。いないものとして扱っていいから。

　何も危害を加えないでほしい。

　一人ぼっちのままでいい。辛つらい思いをして学校に通いたくないだけなの。

　だけど、現実はそう上う手まくいかない。

　私が距離を置くような態度を取るだけで、話しかけてきた同級生は顔をしかめるし。

　そうでなくても、一人でいるだけでクラスメイトには奇妙な視線を向けられる。

　それに一人ぼっちでいいと頭で思っていても、心が従ってくれないこともある。

　休み時間に談笑しているクラスメイトを見るだけで胸がぎゅっとした。

　帰り道に友達と帰っている同じ学校の生徒を見るだけで、一人で帰っている自分がいたたまれなくなった。

　一人でいたいはずなのに、一人でいるのは辛い。

　そんな矛盾した気持ちを抱えている自分が、惨めで大嫌いだった。

　そこに追い打ちのようにクラスメイトから押し付けられる図書委員。

　誰かと話をしなくちゃいけない委員会に入るだけでも嫌だったのに、最悪なことにその相方が朝井というクラスでも中心にいる男子であった。

　ああいう人間が私は一番嫌いだ。

　ノリを何よりも大事にし、仲間うちで面白いと思うことだけが正義と考えるイケイケな人たちが。

　友達のことは大事にするくせに、その輪の外にいる人には平然と非情な態度を取ることができる。

　中学のときも、彼みたいな立ち位置の人間が一番私をいじめてきたのだ。

　だから、私としては一切関わってこないでほしかった。

　だけど、その願いも虚むなしく、同じ司書番になった席で彼は話しかけてきた。

　その度、私は心の中で唱えた。

　頼むから話しかけてこないで。どうせ違う世界に生きる人間なんだから関わってこないで。

　心の中で唱えるだけじゃ飽き足らず、わかりやすく無視や素っ気ない態度も取った。

　普通の人なら察して距離を取ってくれるところだろう。

　だけど、彼は普通の人と違った。

　いくら冷たい態度を取っても話しかけ続けてきた。

　こっちのアピールに気づいてないのかと思って、一日中無視してみても司書番の終わりの時間まで話しかけてくる始末。

　そんな期間が二ヶ月くらい続いて、ようやく気がついた。

　この人は馬鹿なんだって。壊滅的に空気が読めないんだって。

　察してもらうことは諦めて、仕方なく「うん」とか「はい」といった返事をすることにした。

　すると、彼は水を得た魚のように話しかける量を増やしていった。

　早まった対応をしてしまったかもしれないと後悔したが、時すでに手遅れだった。

　何度も何度も懲りずに話しかけてくる彼を、私は逃れられない運命だと思って諦めることにした。

　仕方なしに彼の話に相あい槌づちを打っているうちに、ふと考えが変わっていくようになった。

　もしかしたら彼は想像していた部類の人ではないのかもしれない、私をいじめる人種の人間ではないのかもしれない、と。

　確かにクラスの中心人物なのは変わらないし、友達と悪ノリに興じていることは多いが、話を聞いている分だと自分と似ているところもあった。

　捻ひねくれた考えを持っていて、人一倍傷つきやすくて、自己評価が低い。

　そんなところが共感できて、少しくらいなら話をしてもいいのではと考えるようになった。

　彼の問いかけにぼそっと単語で答えるようになる頃、私は上級生から司書番の当番を押し付けられるようになった。

　私が大人しそうな女子だから、素直に了承してくれると思ったのだろう。

　現に上級生に反抗する勇気なんて持ち合わせていない。その推測は正しかった。

　上級生の言う通りに司書番を引き受け、相方である彼に迷惑をかけるわけにもいかないので、一人で司書番をやろうと図書室に行ったのだが、どこでその話を聞きつけたのかカウンター内の席で彼は待っていた。

　それどころか文句一つ言わず、司書番の仕事を最後までやってくれた。

　そこでようやく理解した。

　彼は馬鹿なんじゃなくて、とんでもなくお人ひと好よしなんだって。

　それか万に一つよりも可能性は少ないけど……私に気があるか。

　ぶっちゃけ私の顔はかわいくないし、目が腐っているとしか言いようがないが、彼が男子である以上、なんの間違いか私を異性として見ている可能性はゼロじゃない。

　むしろ、今まで謎に思っていた点がすべて解決する。

　ずっと私に話しかけてきたのも、司書番が増えても文句を言わないのも、私に気があるという理由で全部納得できた。

　そして、その日がやってきた。

　その前の会話は詳しく覚えていない。

　学校にまつわる何かの話を聞かされて、話が一段落して沈黙の時間が続くと、彼は突然言ったのだ。

　――実は好きな人がいるんだよね。

　ああ、このときがやってきたのかと思った。

　正直、告白なんてされても困る。

　私にとって愛や恋なんてものは、小説の中に出てくるイベントごとにしか過ぎない。

　架空の登場人物だけが抱く感情であり、ましてや現実に存在するものだとも思えなかった。

　だから、彼の気持ちには応えられない。

　振って恨まれるのは御免なので、できることなら続きの言葉を口にしないでほしかった。

　けれど、そんな願いも虚しく、彼は口を開いた。

　――詩うた音ねのことなんだけどさ。楠木も知ってるだろ？　僕がよく話に出している中学からの友達の。

　……えっ？　私じゃなかったの？

　その発言を聞いたとき、思わず声に出てしまいそうになった。

　それじゃあ、別の女の子が好きだったってこと？

　今まで私に話しかけてきたのも、快く司書番に付き合ってくれたのも、ただ単にお人好しだっただけ？

　あまりの馬鹿らしい勘違いに崩れそうになった。

　それと同時に、私の中にはもう一つの感情が渦巻いていた。

　私は彼が私じゃない女の子を好きだと知って、ショックを受けている。

　何な故ぜかはわからない。こちらに気がなくて、優しさから話しかけてくれたんだったら喜ぶべきことのはずなのに。

　彼の発言に動揺している自分がいた。

　そこでようやく私は気づいたのだ。

　楠木くすのき乃の菜なはこの隣にいる男の子が好きだったのだと。

　当たり前だ。彼だけが私に話しかけ続けてくれたのだ。

　一人にしてと、どんなに表面上で振る舞っても、彼だけは私を一人にしなかった。

　いや、そんな高尚な理由じゃなかったのかもしれない。

　私に気があると思ったら、自分も彼のことを意識してしまうようになった。

　それだけの単純なことだったのかもしれない。

　私は私が思うよりもずっと普通の人間だった。話しかけられただけで好きになっちゃうようなちょろい女の子だった。

　私は気がつくのが遅かったのだ。

　私の初恋は始まった瞬間に終わっていた。

　なんで私は彼が自分のことを好きだなんて馬鹿な勘違いをしていたのだろう。

　私は無愛想で、まともに人と話すこともできなくて、なんのかわいげもない人間だ。

　そんなの自分が一番わかっているはずなのに、頭の中がお花畑としか思えない勘違いをしていた。

　恥ずかしくて叫びたかった。というか、帰り道に一人になったときに叫んでいた。

　もう生きていられない。死にたい。穴に埋まって一人になりたい。

　……でも、好き。また会って、話がしたい。

　そんな想おもいが次々と溢あふれ出した。

　私の絶望していた日常は君と出会って変わっていたんだ。

　司書番の時間が楽しみで、学校に行くのはそんなに嫌じゃなくなっていた。

　一人でいるしかない休日なんて早く過ぎ去ってしまえと思っていた。月曜日が待ち遠しかった。

　恋をすると毎日が色づいて見えるなんていう恋愛小説の安易な表現を鼻で笑っていたけど、何も間違っていなかった。

　私の日常はいつの間にかカラフルな色に染まっていた。

　こんな大事なこと、どうしてもっと早く気づけなかったのだろう。

　もう少し早く気づいていたら、無視や素っ気ない態度なんて取らなかったのに。

　振り向いてもらえるよう、好かれるような言動を頑張ったのに。

　いや、それは間違っている。私の片想いは四月から始まっていても手遅れだったのだ。

　彼はこの高校に入学する前から、奈な良ら岡おかさんという女の子が好きだったのだから。

　想い続けてきた年月が違う。後から好きになった私が、彼の心に割り込む隙なんてどこにもなかった。

　私の恋は実らない。そうとはわかっていても、心が従ってくれるかは別問題だ。

　別の女の子のことが好きだとわかっていても、依然彼のことが好きだった。

　授業中や休み時間は目で追うようになった。心の中で「秀しゆう侑ゆくん」と下の名前で呼ぶようにもなった。

　登下校中や寝る前など、一人になったときは秀侑くんのことばかりを考えていた。

　でも、この気持ちを彼に伝えることはできない。

　私が秀侑くんを好きという気持ちを告げれば、この心地いい司書番の時間は壊れてしまう。

　きっと優しい秀侑くんのことだから、酷ひどい振り方をするなんてことはない。でも、距離感は変わってしまうはずだ。

　振ってしまった気まずさを感じるようになり、どう話しかけたらいいかわからず、次第に会話も少なくなっていく。

　そして、いつの間にか距離を取られるようになって関わりが消えてしまう。なんて未来が易やす々やすと想像できた。

　そんなのは嫌だ。私には耐えられない。

　今の私にとって、秀侑くんはすべてともいえる存在だ。

　楽しみとか幸せとか希望とか。秀侑くんと話しているときだけは、そういった正の感情を感じることができる。

　恋によって色づいたこの世界が、もう一度モノクロに戻ってしまうのに堪えられなかった。

　だから、私は秀侑くんに自分の気持ちが悟られないよう徹底することにした。

　好きだと知られたくない。だけど、話はたくさんしたい。

　その結果、私は皮肉屋で嫌みばかりを言う今の会話スタイルを心掛けることにした。

　自分でも嫌な女だと思う。嫌われて当然の振る舞い。

　でも、私の恋心に気づかれ、秀侑くんと話せなくなるよりは何百倍もマシだった。

　秀侑くんと話している時間は心が弾んだけど、唯一彼の口から奈良岡さんの名前が出てくるときは辛つらかった。

　自分の好きな男の子が、別の好きな女の子の話をしているのなんて聞きたいはずがない。

　にもかかわらず、秀侑くんは自分の片想いの話を聞かせ続けてきた。

　正直地獄だった。聞けば聞くほど、奈良岡さんが好きなことが伝わってきた。

　秀侑くんなんて振られてしまえばいいのに。そうすれば、自分にもチャンスがやってくるかもしれないのに。

　そんな後ろめたい願いを何度も抱いてしまって、そんな自分がまた嫌いになっていった。

　一回気になって、違うクラスまで奈良岡さんのことを見に行ったことがある。

　綺き麗れいな金色の髪をしていて、顔も表情もすべてがかわいくて、その上友達にも囲まれている。すべてが私とは対極的な女の子だった。

　自分はとことん秀侑くんのタイプじゃないんだなってわかって、死にたくなった。

　どうして私は奈良岡さんみたいにかわいくないのだろう。

　性格も根暗で、友達もいない。何一つ勝っているところなんてなかった。

　どうせ奈良岡さんは全部持っているんだから、何か一つくらいはちょうだいよ。

　かわいい顔なんて要らない。友達なんていなくてもいい。

　だから、秀侑くんの想いだけは譲ってよ。

　いいじゃん、それくらい。どうせ奈良岡さんには必要ないものでしょ？

　そう思うと、彼女が憎らしくなった。

　いつの間にか、話したこともなければ悪意を向けてきたわけでもない同級生を本気で恨んでいる自分がいた。

　やっぱり私は恋愛小説の主人公にはなれないのだろう。

　秀侑くんは優しくて、かっこよくて、私みたいな無愛想な人間にも気さくに話しかけてくれる恋愛小説に出てくるような理想の王子様だけど。

　私は好きな人に嫌な態度を取ってばかりで、秀侑くんの奈良岡さんへの片想いが失恋で終わるよう心の内で願っているような性格の悪い女である。

　そんな人間が恋愛小説のようなキラキラした恋の当事者に選ばれるはずもなかった。

　でも、いいんだ。付き合えるわけでもなければ、休みの日に会うこともない。

　それどころか教室でも話さず、週に何回か放課後に話をするだけの仲だけど。

　それでも図書室での時間は私にとって宝物だから。

　それに秀侑くんは時々サプライズで嬉うれしいこともしてくれた。

　一人だけクラスのグループメッセージに入ってないのも変だからと、連絡先を交換してくれたり。

　風邪を引いて学校を休んだときにメッセージを送ってくれたり。

　二年になって期待を込めて図書委員に立候補してみたら、彼もまた立候補してくれたり。

　そんな些さ細さいな喜びがあるだけで、その後何日も頰を緩ませることができた。

　だから、多くは望まないはずだったのに……。

　五月の中頃のとある司書番で彼はこう言い出したのだ。

　――やっぱり恋人を作るにも妥協なんだよ。ほら、そんなところに朝あさ井い秀侑という微妙な男子が売れ残っているときたじゃないか。ここらで楠木さんも妥協しておくべきなんじゃないですかね？

　元はと言えば好みのタイプとして秀侑くんに合致するような条件を挙げていった自分に原因はあったかもしれないけど、その冗談は私にとって残酷なものだった。

　何が妥協なの？　そんな未来があるなら私だって飛びつきたいよ。

　全然微妙な男子なんかじゃない。私にとっては魅力的だよ。

　誰でもない朝井秀侑くんと付き合いんだよ。

　私がどれだけ君の恋人になれることを願っていると思ってるの？

　人の気持ちも知らないで勝手なこと言わないでよ。

　君は奈良岡さんが好きなんでしょ？　私なんかと付き合う気なんてないんでしょ？

　だったら、そんな期待させるような無責任な冗談言わないでよ。

　心の中で恨みつらみをぶつけている内に、脳裏に一つの恐ろしい計画が過よぎった。

　――やっぱり恋人を作るにも妥協なんだよ。

　そうだ。私は妥協すればいいんだ。

　女の子としての魅力がない私には秀侑くんを振り向かせることができない。

　だからといって、恋人になれないとは限らないのではないだろうか。

　私は好かれなくていい。ただ秀侑くんの恋人になれれば。

　彼には奈良岡さんを好きでいるまま、私と付き合うという選択肢を与えればいいのだ。

　まず彼氏が欲しいという建前を作り、秀侑くんへ付き合わないかと提案する。

　そして普段から妥協主義を掲げている彼を煽あおり、恋人を選ぶ条件を私まで妥協させる。

　ここで重要なのは私の本心を隠すことだ。

　きっと秀侑くんのことだ。奈良岡さんという片想いの相手がいるにもかかわらず、自分に想いを寄せる他の女の子と付き合うといった不義理な行動は心情的に許さない。

　結果的に私を苦しめると知ってても、交際の提案を断るはずだ。

　だから、私も秀侑くんのことを好きではないと噓うそをつく。

　こっちも好きじゃないんだから奈良岡さんを好きなままで構わない、という好きでもない女の子と付き合うための免罪符を与えるのだ。

　これこそが私の考えた、主人公にはなれない私の妥協から始める恋人生活の全貌だった。

　最終的に計画通りに事は運んで、私は晴れて秀侑くんの彼女になることができた。

　だからといって、全部が全部ハッピーというわけではいかない。

　この計画はいわば噓で成り立っている。

　秀侑くんを好きじゃないという噓がバレてしまったら、すべてがご破算になるのだ。

　中学時代の手痛い経験から懲りもせず、バレたらすべてが終わるような噓で人間関係を構築しようとしているのだから、本当に救いようがなかった。

　それに秀侑くんにとって、この恋人関係は彼が思っているほどメリットがあるものじゃない。

　確かに彼女という存在は手に入るが、それがプラスとなるのはそのままの生活を送っていって自然と彼女ができなかった場合に限る。

　私は彼が思っているほど、奈良岡さんへの片想いが脈なしだとは思わない。

　秀侑くんは異常なまで自己評価が低い。

　私から見れば魅力がないなんてことはなく、むしろ好意的なところしかないのだが、彼はそれを認めてくれないだろう。

　きっと奈良岡さんだって私と同じ女の子なら、そう評価は低くないはず。

　当時は真ま島しまくんと奈良岡さんが付き合っている可能性もあったので断言はできなかったが、秀侑くんでも付き合える可能性は充分あると私はふんでいた。

　この恋人関係によって秀侑くんの恋路を邪魔している。その罪悪感はあった。

　でも、やっぱり秀侑くんのことは好きだから。

　恋人としての毎日は楽しくて、自らの噓を打ち明けることはできなかった。

　深夜までメッセージのやり取りをしたり、テスト前に一緒に勉強会をしたり、ショッピングモールで映画を観みたり。

　他の人から見たらなんてことないかもしれないけど、恋人どころか友達もいなかった私にとってはすべてが新鮮だった。

　でも、幸せはいつか終わるものだ。

　ショッピングモールで中学の同級生の佐さ藤とうさんと出くわして、私の噓つき癖が糾弾されることになる。

　――やっぱり彼氏さんに本当のこと言ってなかったんだ。まあ、楠木くすのきさん噓つくの得意だもんね。

　そうだ。私は自分の過去から今の関係に至るまで、すべて噓をついている。

　――なんかかわいそうだね。騙だましてまで付き合った彼氏さんに好かれてなくて。

　秀侑くんに好かれてないことなんて知っている。それでも付き合いたかったんだから仕方ないじゃん。

　たとえ虚構の上に成り立った恋人関係であろうと、付き合っていたことは噓じゃないんだ。

　乃の菜なと下の名前で呼んでくれたり、自分の部屋に上げてくれたり、私のために洋服を選んでくれたり。

　どれも彼女にならなければできなかったことだ。

　確かに私は秀しゆう侑ゆくんに好かれていないけど、付き合っていた間の思い出だけはすべて本物だった。

　だけど、もう終わりにしようと思った。

　佐藤さんが指摘した通り、私と付き合っても秀侑くんにはいいことがない。好きじゃないんだったらさっさと別れるべきだ。

　噓つきな私はこの先の人生で幸せになれることなんてない。

　けれど、秀侑くんと付き合っての一ヶ月は幸せそのものだった。

　きっと神様が不幸な星のもとに生まれた私に同情して、一生分の幸福をまとめてくれたのだ。

　だから、この先の人生が不幸でしかなかったとしても、受け入れるしかない。

　私はかけがえのない思い出をもらったのだから。その宝物を胸にこれからの辛い人生を歩んでいくしかなかった。

　そう覚悟して、秀侑くんに別れを切り出した。

　恋人関係を解消してからは学校に行くことをやめた。

　もう学校に行っても楽しかった日々は戻ってこないんだから。行っても無駄だと思った。

　そんな私の気持ちを無視して、あろうことか秀侑くんは私に会いに家までやって来た。

　もう一度学校に来てほしいと言ってくれた。一緒に司書番をしたいと言ってくれた。恋人に戻りたいと言ってくれた。

　やっぱり秀侑くんは残酷だ。こんな私に幸せになれと言うんだから。

　私の幸せは秀侑くんの不幸せなのに。好きな人を不幸にしてまで、幸せになれと言うんだ。

　結局、私は秀侑くんとよりを戻すことにした。私はまた秀侑くんを不幸せにする選択をしたのだ。

　こうして私の妥協から始まった恋人生活は続くことになった。

　この延長戦ではなるべく秀侑くんの幸せを願おうと思った。

　一番は別れることが彼のためになるんだろうけど。

　それ以外でしてあげることはなんでもしてあげるつもりだった。

　だから、嫌われ者を買って、奈な良ら岡おかさんと真島くんの関係を追及しようともした。

　結果はただ単に見当違いの秘密を暴いて、東京散策を台無しにするだけという散々なものだったけど。

　そんなこんなで私たちの関係は今に至る。







「それこそちゃんと反省しないと、私たちが付き合っていることバレちゃうよ？」

「まあ、バレたらバレたでそのときでしょ」

「なんか適当すぎない？」

「適当でいいんだよ。いつまでも隠しておけることでもないんだし」

　私の気も知らず、秀侑くんは勝手なことを言う。

　この関係が大っぴらになった時点で、奈良岡さんへの片かた想おもいが成就する可能性はゼロになってしまうのだ。

　秀侑くんの幸せを願っている立場として、そのような事態だけは避けたいところだった。

「いいの？　せっかく奈良岡さんが真島くんと付き合ってないってわかったのに……。私と付き合っていること隠しておけば、もしかしたら奈良岡さんと付き合えるチャンスがやってくるかもよ？」

「僕をなんだと思ってるんだ。乃菜と付き合った時点で、詩うた音ねへの片想いは諦めるって決めたんだ。今さらその決定を覆したりしないよ」

「もし奈良岡さんが秀侑くんのこと好きだったとしても？」

「そんなあり得ない可能性の話してどうする？」

　だから、あり得ない話じゃないんだって。

　君は君が思っているよりずっと素敵な男の子なんだから。

「安心しろ。乃菜がこの関係を嫌になったって言うまでは、付き合い続けてくつもりだから」

　ほら、やっぱり。私をときめかせてくれる言葉を的確にかけてくれる。

　嫌になったなんて言うわけないじゃん。私は君が好きなんだから。

　ちょっと意地悪をしてみたくなって尋ねることにする。

「何、それ。じゃあ、もし私が一生嫌って言わなかったらどうするの？」

「それは一生付き合い続けていくんじゃないか？」

　そんな思ってもみないこと言わないでよ。

　期待しちゃうじゃん。一生離したくなくなっちゃうじゃん。

　もちろんわかっているつもりだ。秀侑くんとこの先ずっと付き合えるなんて、そんな夢みたいな未来があり得ないことなんて。

　私たちの恋人関係は一つの噓で成り立っている。

　そして、噓はいつか白日の下に晒さらされるものだ。永遠に隠し通せるものではない。

　この噓が明らかになったとき、私たちの関係はすっぱり切れてしまうのだろう。

　その前に私はかわいい彼女じゃないから、愛想をつかされてしまうかもしれない。

　でも、いいのだ。永遠に続かなくたって。

　私は一生分の幸せをもらったのだから。

　傍はたから見たら私たちの恋人関係は歪ゆがんで見えるかもしれない。

　本当に好かれていないなんて本物の恋じゃない。偽物の恋で満足するなんて馬鹿じゃないと笑われるかもしれない。

　だけど、たとえ偽物の恋であろうと、私にとっては大事な宝物なのだ。

　世間一般の恋人たちが受け取る恋よりずっと価値のある自信がある。馬鹿にされる謂いわれはなかった。

　だって、まずそもそもの話――。




　本物より綺き麗れいな偽物がないなんて誰が決めたの？







[image: ]







[image: ]




OEBPS/Images/embed0012.jpg
PR 4 R ‘We can't be the protagonists, we start
@ n./. our lives as lovers from compromise.





OEBPS/Images/embed0025_HD.jpg
© overLar

FARCREALEVESD
ZBHSmBDBITANEE 2

&R
b}

2022 1R 25H EFEHR ver1.0

B
di
N

& BESIEA
b DAD

%17 % XKHEABA
% 7 m BRREHA-—N-5v7

https://over-lap.co.jp/Inv/

©2022 Udon Kamono

AMERD—EHZVELELBUT CRERY, KUk, T2EELLETIILR
ERTBOONBEERE. BEFEDRELAVET,





OEBPS/Images/embed0017.jpg
s e AR AR A A AR A AR g A S AT A AT i
o iR EI it ERQOS 5 i IR 4 0 0 Q T Vst





OEBPS/Images/embed0019_HD.jpg
SEESS evav

JAESTIIN
RARDBE DA

CORIDRREERT
W ESo5vozki

—EZDIET
Uo<DEBLIZWERDTT

BHoiz58BBDRERE .
CDRIOWUAT
ECNNCEFOTEEBLNER?

FoCTNTHOHED!

B553A!
<3<l

HUHLTHHO!





OEBPS/Images/embed0009.jpg
el AN e, T DR e, o WD, TR Bh, AT RIS e ol DaRINE D AT RIREE e D PRIt o0 SISERD e o WOSEEA The o SRR Do CTRITRTRE Toe o TMRERE D ol BYNEAA Do 8 REEE e .ol
‘We can't be the protagonists, we start
o R I ot %;b N mA 225880 o mie ik s o overs frota Sompromiice:





OEBPS/Images/embed0015_HD.jpg
BAHSEE avev

S5ECNB?
BlrLAREE

O—WWDHHES—Hh

R CIH?

EOTRANBADT
DAY E—IBTDHATLL?

DRDOBHEIER C<NBET,
FOERURITDDDE—

H—h HEHSTADENT
o< DERREERD
MNBUEIFTRDOB P DK

BEILELICHDILED
NisLh D&






OEBPS/Images/embed0022_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0005_HD.jpg
H<YLBH LB SEOS

TV

EXEE QIO RDRRI<HHT N





OEBPS/Images/embed0013_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0026_HD.jpg
%






OEBPS/Images/embed0006.jpg
. . .. AR AR . AR AR AR ARy AR AR .. . .. 4





OEBPS/Images/embed0016_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0002_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0008_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0004_HD.jpg
CONTENTS .

b A A 6 6 6 6 S S S S S 558 558 5 84

v
w1 O PRSI QOBRE RO 2 om ;
B MO 0 TS EITRE v s ws v e s rrem e rwens s sm s o g O
W PR OQBIRERR oo oo v v 8
BREH  BRQOS 5 PR IR QIR o 8

R H o ﬁ@@ﬁmﬁﬁﬁ%&ﬁnﬂt%&m#@ ..................... EN






OEBPS/Images/embed0010_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0024_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0001_HD.jpg





OEBPS/nav.xhtml



Navigation




		目次


		第一章　こうして僕を取り巻く二つの関係は交差した


		第二章　僕らの四人になっての日常


		第三章　僕らの東京散策


		第四章　変わらないようで変化する僕の日常


		第五章　僕らの世界は残酷なだけじゃないから


		主人公にはなれない私の妥協から始める恋人生活


		奥付









Guide



			Cover


    		目次








OEBPS/Images/embed0007_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0011_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0020.jpg
)
h
=






OEBPS/Images/embed0003_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0023.jpg
I

RO E O T ERIOTEC I a e

¢

A
&
i






OEBPS/Images/embed0018.jpg





OEBPS/Images/embed0021_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0014_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0000_HD.jpg
H<LQunsesiRog | N

L R SRR
R <4

% 3

3%¢
g3k





